
平
成
二
十
九
年
九
月
十
八
日
発
行

あ

れ

か

ら

四

十

年

日
本
人
を
ア
メ
リ
カ
に
認
識
さ
せ
た
幕
末
の
海
外
留
学
生

酒

井

康

行

公
益
社
団
法
人
福
井
青
年
会
議
所
第
十
四
代
理
事
長

福
井
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
三
十
五
代
会
長



は
じ
め
に

本
書
は
、
福
井
の
先
駆
者
、
日
本
最
初
の
留
学
生

日
下
部
太
郎
が
、
一
八
六
七
年

(
慶
応
三
年
)

渡
米
し
た
事
か
ら
歴
史
は
、
始
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
州
立
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
に
留
学
し
優
秀
な
成
績
を
残
し
、
志
半
ば
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
で
の
グ
リ
フ
ィ
ス
先
生

と
の
出
会
い
。
そ
の
後
、
グ
リ
フ
ィ
ス
先
生
の
日
本
訪
問
。
福
井
で
の
精
力
的
な
教
育
活
動
。
そ
の
後
、
日
本
国
内
で
の
数
々
の
教
育
活
動
の
基

礎
を
築
か
れ
東
京
大
学
の
創
立
へ
と
続
き
ま
す
。

こ
の
事
実
が
日
本
の
教
育
界
を
動
か
し
、
明
治
維
新
へ
と
時
は
流
れ
て
行
き
ま
す
。
こ
の
目
下
部
太
郎
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
史
実
を
顕
彰
し
、

青
年
会
議
所
運
動
の
事
業
と
し
て
、
一
九
七
五
年
六
月
ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
へ
調
査
視
察
へ
赴
き
、
翌
年
一
九
七
六
年
(
昭
和
五
十
一
年
)

日
下
部

太
郎
顕
彰
碑
事
業
へ
繋
が
り
、
ア
メ
リ
カ
駐
日
大
使
を
福
井
で
の
式
典
に
招
聴
致
し
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
十
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
こ
の
事
業
か
ら
、

一
九
八
〇
年

(
昭
和
五
十
五
年
)

三
月
、
日
下
部
グ
リ
フ
ィ
ス
学
術
文
化
交
流
基
金
の
設
立
。

一
九
八
一
年
(
昭
和
五
十
六
年
)

十
月
、
福
井
大
学
、
ラ
ド
ガ
ー
大
学
の
姉
妹
大
学
提
携
調
印
。

一
九
八
二
年
(
昭
和
五
十
七
年
)

五
月
二
十
五
日
、
福
井
市
に
て
、
福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
。

こ
れ
ら
の
歴
史
は
、
福
井
の
地
で
の
日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
か
ら
、
国
際
交
流
へ
発
展
し
た
史
実
を
資
料
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。

彼
こ
そ
が

サ
ム
ラ
イ

日
下
部
太
郎
な
の
だ
。

今
後
、
福
井
の
誇
り

(
日
下
部
太
郎
)

を
子
ど
も
た
ち
や
福
井
県
民
に
伝
え
役
立
て
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
事
業

日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
、
故
・
若
泉
敬
先
生
を
偲
ぶ
書
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

合

掌
。



公
益
社
団
法
人

福
井
青
年
会
議
所
と
は
、

一
九
四
九
年
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
理
想
と
し
、
責
任
感
と
情
熱
を
も
っ
た
青
年
有
志
に
よ
る
東
京
青
年
商

工
会
議
所
(
商
工
会
議
所
法
制
定
に
と
も
な
い
青
年
会
議
所
と
改
名
)
設
立
か
ら
、
日
本
の
青
年
会
議
所
(
J
C
)
運
動

共
に
向
上
し
合
い
、
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
理
念
の
も
と
に
各
地
に
次
々
と
青
年
会
議
所
が
誕
生
。
ト
葦
年
に
は

全
国
的
運
営
の
総
合
調
整
機
関
と
し
て
日
本
青
年
会
議
所
(
日
本
J
C
)
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
に
青
年
会
議
所
が
あ
り
、
三
つ
の
信
条
の
も
と
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

行
政
改
革
等
の
社
会
的
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
国
際
青
年
会
議
所
(
I
C
I
)
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
各
国
の
青
年
会
議
所
と
連
携
し
、
世
界
を
舞
台
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

福
井
青
年
会
議
所
は
、
青
年
が
英
知
と
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
能
動
的
に
活
動
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り

会
員
の
連
携
と
指
導
力
の
啓
発
を
通
じ
て
社
会
奉
仕
の
進
展
や
国
際
理
解
の
深
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を

図
り
、
も
っ
て
青
年
の
自
立
と
社
会
の
連
帯
が
い
き
い
き
と
相
和
す
る
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

(
上
記
本
文
、
公
益
社
団
法
人

福
井
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
引
用
)

創
立
昭
和
二
十
六

昭
和
三
十
七
年
十
一

年
四
月
十
八
日
。
創
立
し
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
一
度
、
解
散
、
再
構
築
を
し
設
立
。

月
十
七
日
(
承
認
番
号
二
四
四
)
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
本
年
、
創
立
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。



・
青
年
会
議
所
と
は
、
ど
の
よ
う
な
団
体
な
の
か
。

・
日
下
部
太
郎
の
紹
介
。

・
グ
リ
フ
ィ
ス
先
生
の
紹
介
。

・
日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
の
企
画
・
立
案
。

・
若
泉
敬
先
生
の
紹
介
。

・
大
正
十
五
年
六
代
目
永
井
環
福
井
市
長
は
、
昭
和
五
年
十
月
発
行
「
新
日
本
の
先
駆
者

日
下
部
太
郎
」
の
中
に
歴
史
的
事
実
の
報
告
。

・
昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
夫
妻
五
十
年
ぶ
り
来
福
。
日
下
部
記
念
碑
に
二
十
円
提
供
。

・
昭
和
四
十
三
年

酒
井
康
行

社
団
法
人
福
井
青
年
会
議
所

入
会

・
訪
米
に
関
す
る
情
報
収
集
。

・
昭
和
五
十
年

酒
井
康
行

社
団
法
人
福
井
青
年
会
議
所

理
事
長
就
任
。

・
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
一
日
̃
七
月
四
日
、
調
査
団
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
訪
問
。

・
六
月
二
十
九
日
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
・
I
T
ワ
ト
ソ
ン
研
究
所
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)

訪
問
。

・
州
立
ラ
ド
ガ
1
大
学
へ
の
訪
問
。

学
長
‥
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ロ
ン
ス
タ
イ
ン

副
学
長
‥
ア
ル
ダ
ス
パ
ー
ク
ス
博
士

国
際
関
係
部
長
‥
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
イ
ル
ソ
ン

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
図
書
館
長

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
長
‥
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
リ
ガ
ン

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
商
工
会
議
所
会
頭

I
・
ガ
ー
ス
キ
ン

ラ
リ
タ
ン
青
年
会
議
所
会
頭

・
七
月
一
日
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
イ
ル
ソ
ン
国
際
学
術
研
究
所
(
ワ
シ
ン
ト
ン
)

訪
問
。

フ
ェ
ロ
1
待
遇

若
泉
敬
先
生
を
訪
問
。

・
昭
和
五
十
年
七
月
九
日

目
下
部
太
郎
墓
地
再
建
へ
。

・
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
七
日
ア
メ
リ
カ
建
国
の
二
百
年

若
泉
先
生
と
ア
メ
リ
カ
大
使
館
へ
。

駐
日
米
大
使
館

大
使

I
・
D
・
ホ
ツ
ド
ソ
ン
氏
訪
問
。



昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

除
幕
式
、
記
念
式
典

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
九
日

日
下
部
太
郎
百
年
忌
。
合
同
慰
霊
祭

ラ
ド
ガ
ー
大
学
内
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
て
大
武
福
井
市
長
、
市
橋
会
頭
参
列
。
随
行
者

通
訳

堂
下
健
二

案
内
人

酒
井
康
行

ニ
ユ
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
誌
に
掲
載
さ
れ
る
。

昭
和
五
十
三
年

日
下
部
グ
リ
フ
ィ
ス
学
術
文
化
交
流
基
金
設
立

昭
和
五
十
五
年
(
一
九
八
〇
)
九
月
九
日
̃
十
日

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
米
国
大
使
来
福

昭
和
五
十
六
年

(
一
九
八
一
)

十
月

福
井
大
学
と
ラ
ド
ガ
ー
大
学

姉
妹
大
学
提
携
調
印
。

昭
和
五
十
七
年
(
一
九
八
二
)

五
月
二
十
五
日

福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
姉
妹
都
市
提
携
調
印
。

昭
和
五
十
七
年

(
一
九
八
二
)

十
一
月
三
日

ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
元
副
学
長

バ
ー
ク
ス
博
士
来
福
。

日
下
部
・
グ
リ
フ
ィ
ス
学
術
文
化
交
流
基
金
の
し
お
り

(
資
料
)

昭
和
五
十
八
年

(
一
九
八
三
)

九
月
二
十
四
日

D
 
r
.
ロ
ス
ト
ウ
夫
妻

来
福
。

姉
妹
都
市
提
携
二
十
五
周
年
記
念

福
井
国
際
交
流
協
会

(
資
料
)

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
八
日

ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ザ
掲
載
(
日
下
部
太
郎
)

松
村
正
義
氏

(
帝
京
大
学
教
授
)

昭
和
五
十
年
五
月
二
十
五
日
発
行

ハ
ド
ソ
ン
川
は
流
れ
る
ー
私
の
日
米
外
交
史
-

松
村
正
義
氏
(
帝
京
大
学
教
授
)

平
成
十
三
年
五
月
三
十
日

福
井
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報
一
五
五
九
号

平
成
十
四
年
十
月
二
十
六
日

福
井
市
・
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
姉
妹
都
市
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム

平
成
十
四
年
十
一
月
九
日

二
十
周
年
を
迎
え
た
姉
妹
都
市
交
流

堂
下
健
二
氏

福
井
新
聞
掲
載

平
成
十
四
年
十
一
月
十
七
日

福
井
青
年
会
議
所
四
十
周
年

未
来
に
つ
な
げ
日
下
部
精
神

福
井
新
聞
掲
載

平
成
二
十
一
年

(
二
〇
〇
九
)

八
月
一
目
発
行

選
択
八

幕
末
期
の
米
国
留
学
と
今

紺
野
大
介
氏

平
成
十
九
年
(
二
〇
〇
七
)

十
月
十
一
日

友
情
が
残
し
た
宝
物

I
C
の
渡
米
発
端

福
井
新
聞
掲
載

平
成
二
十
四
年

(
二
〇
十
二
)

福
井
市
・
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
姉
妹
都
市
提
携
三
十
周
年

福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
の
今
ま
で
の
交
流
経
過



日
下
部
太
郎
の
紹
介

弘
化
二
年
六
月
六
日

(
一
八
四
五
年
七
月
十
日
)
-
明
治
三
年
四
月
十
三
日

(
一
八
七
〇
年
五
月
十
三
日
)
)

は
、
幕
末
の
越
前
福
井
藩
士
。

八
木
郡
衛
門
と
お
く
ま
の
長
男
と
し
て
福
井
江
戸
町
(
現
在
の
福
井
市
宝
永
四
丁
目
)
で
生
ま
れ
る
。
旧
名
は
八
木
八
十
八
(
や
ぎ
や
そ
は
ち
)
。

八
木
家
は
福
井
藩
に
仕
え
、
そ
の
役
は
「
御
先
物
頭
(
お
さ
き
も
の
が
し
ら
)
」

(
城
の
重
要
御
門
や
建
物
の
守
護
が
そ
の
役
目
)

で
、
身
分
は

中
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
少
年
時
代
は
、
剣
術
に
励
み
、
大
い
に
遊
ぶ
一
見
す
る
と
普
通
の
子
供
の
よ
う
だ
が
、
読
書
が
好
き
で
十
歳
の
頃
に
は
漢

文
を
白
文
で
読
め
る
程
の
学
才
を
持
っ
て
い
た
。
十
三
歳
の
時
に
福
井
藩
校
・
明
道
館
(
当
時
、
こ
の
藩
校
の
入
学
資
格
は
十
五
歳
以
上
の
藩
士

子
息
だ
っ
た
)

に
進
み
学
問
に
励
み
、
二
十
歳
の
時
に
山
岡
次
郎
と
と
も
に
長
崎
へ
遊
学
。
そ
こ
で
は
横
井
小
楯
の
甥
で
あ
る
横
井
左
平
太
(
伊

勢
佐
太
郎
)
、
横
井
太
平
(
沼
川
三
郎
)

兄
弟
と
共
に
グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
が
教
え
る
済
美
館
で
英
語
習
得
に
励
む
。
二
十
二
歳
の
時
に
海
外

旅
行
免
許
状
-
い
わ
ゆ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
(
幕
府
の
免
許
状
発
行
が
直
番
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
時
日
本
で
も
留
学
創
成
期
に
渡
米
し
た
こ
と
が
伺

え
る
)

を
携
え
渡
米
。

遊
学
先
の
長
崎
か
ら
ジ
ャ
ワ
を
経
て
ア
メ
リ
カ
へ
向
か
う
。
こ
の
時
に
藩
主
の
松
平
春
嶽
か
ら
日
下
部
太
郎
の
名
を
拝
命
(
日
下
部
は
八
木
家
の

先
祖
の
姓
)
。

百
五
十
日
の
航
海
の
末
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
に
到
着
。
こ
こ
で
一
年
前
に
密
航
で
海
を
渡
っ
て
い
た
伊
勢
佐

太
郎
と
沼
川
三
郎
の
兄
弟
に
出
迎
え
ら
れ
る
。

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
入
学
前
に
付
属
中
学
に
入
学
し
英
語
と
基
礎
教
育
を
受
け
る
。
こ
こ
の
教
師
を
し
て
い
た
N
歳
年
上
で
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
生
で

も
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
と
出
会
う
。
二
十
三
歳
の
時
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に
入
学
し
二
年
に
編
入
さ
れ
た
。
藩
か
ら
の
乏
し
い
仕
送

り
だ
け
で
赤
貧
洗
う
が
如
き
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
常
に
ク
ラ
ス
の
首
席
で
あ
る
程
優
秀
で
あ
っ
た
。
通
常
四
年
か
か
る
と
こ
ろ
を
三
年
で
習
得

し
、
滞
在
期
間
の
僅
か
三
年
で
読
破
し
た
本
は
ゆ
う
に
二
百
冊
を
超
え
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
(
こ
れ
ら
の
本
は
遺
品
と
し
て
故
郷
に
送
ら
れ
た
)
。

(
通
説
で
は
日
下
部
太
郎
は
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
第
二
学
年
に
編
入
し
、
卒
業
を
目
前
と
し
た
第
四
学
年
の
と
き
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
通
常
四
年
か
か
る
と
こ
ろ
を
三
年
で
習
得
」
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
公
開
さ
れ
て
い
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
当
時
の
大

学
要
覧
を
確
認
す
る
と
、
太
郎
の
入
学
し
た
同
大
学
理
学
部
は
当
時
三
年
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
要
覧
の
一
八

六
八
年
版
に
太
郎
の
名
前
は
理
学
部
の
一
年
生
に
、
一
八
六
九
年
版
に
は
二
年
生
、
一
八
七
〇
年
版
に
は
三
年
生
の
と
こ
ろ
に
彼
の
名
前
が
あ
り
、

一
八
七
〇
年
卒
業
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
太
郎
が
同
大
学
の
二
年
に
編
入
し
た
と
い
う
の
は
、
当
時
同
大
学
の
理
学
部
が
三
年
制
で
あ
る
こ
と
を



知
ら
な
か
っ
た
研
究
者
の
つ
じ
っ
ま
合
わ
せ
と
思
わ
れ
る
。
)

し
か
し
卒
業
が
近
く
な
っ
た
時
に
、
気
候
風
土
の
違
い
、
貧
し
い
生
活
、
過
度
の
勉
学
か
ら
結
核
を
煩
い
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
入
院
中

は
医
師
か
ら
絶
対
安
静
を
言
い
つ
け
ら
れ
る
も
隠
れ
て
読
書
し
、
遂
に
は
見
つ
か
っ
て
全
て
没
収
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

結
局
、
静
養
の
甲
斐
無
く
、
卒
業
を
待
た
ず
し
て
天
逝
し
た
。
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
校
長
以
下
関
係
者
は
、
こ
の
日
本
最

初
の
留
学
生
で
あ
り
、
内
外
を
通
じ
て
抜
き
ん
で
い
た
秀
才
の
死
を
悼
み
、
大
学
横
の
墓
地
ウ
イ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
・
セ
メ
タ
リ
ー
に
そ
の
亡
骸

を
埋
葬
し
立
派
な
墓
碑
を
建
立
し
た
。
そ
の
墓
に
は
、
「
大
日
本
越
前
日
下
部
太
郎
墓
」

と
日
本
語
表
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
の
学
業
と
人
格

の
優
秀
さ
を
認
め
卒
業
生
と
同
格
の
資
格
を
与
え
、
そ
の
大
学
の
優
秀
な
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
た
フ
ア
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
ー
協
会
の
会
員
に

推
薦
し
、
そ
の
証
の
金
の
鍵
(
懐
中
時
計
の
ネ
ジ
巻
き
に
使
う
も
の
)
を
与
え
た
(
こ
の
金
の
鍵
は
八
カ
月
後
に
福
井
藩
に
講
師
と
し
て
招
鴨
さ

れ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
故
郷
の
父
に
手
渡
さ
れ
た
)
。

遺
品
と
遺
髪
は
故
郷
に
送
ら
れ
、
本
は
明
新
館
と
名
を
変
え
た
藩
校
に
寄
贈
さ
れ
、
遺
髪
は
父
が
福
井
市
宝
永
四
丁
目
の
清
円
寺
に
葬
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
殆
ど
の
本
は
焼
失
し
て
い
る
。

法
名
は
、
篤
信
院
仰
馨
睦
肥
善
道
居
士

参
考
文
献

『
日
本
の
先
駆
者
日
下
部
太
郎
』
(
永
井
環
著
、
福
井
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
)

『
よ
み
が
え
る
心
の
か
け
橋
-
日
下
部
太
郎
\
W
・
E
グ
リ
フ
ィ
ス
ー
』

(
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
一
九
八
二
年
)

(
ウ
イ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
か
ら
の
引
用
、
編
集
)



ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
紹
介

(
w
i
こ
i
a
ヨ
E
こ
i
O
t
 
G
r
i
f
f
i
s
}
一
八
四
三
年
九
月
十
七
日
1
一
九
二
八
年
二
月
五
目
)

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
の
お
雇
い
外
国
人
、
理

科
教
師
、
牧
師
、
著
述
家
、
日
本
学
者
、
東
洋
学
者
で
あ
る
。

明
治
時
代
初
期
に
来
目
し
、
福
井
と
東
京
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
帰
国
後
は
日
本
の
紹
介
に
つ
と
め
た
ほ
か
、
朝
鮮
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

一
八
四
三
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
、
ジ
ョ
ン
・
メ
リ
バ
ー
ナ
と
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
・
ヘ
ス
の
四
番
目

の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
系
の
大
学
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
を
卒
業
。

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
福
井
藩
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
日
下
部
太
郎
と
出
会
い
、
親
交
を
結
ぶ
。
そ
の
縁
に
よ
り
明
治
四
年
(
一
八
七
一
年
)

に

日
本
に
渡
り
、
福
井
藩
の
藩
校
明
新
館
で
同
年
三
月
七
日
か
ら
翌
年
一
月
二
十
日
ま
で
理
科
(
化
学
と
物
理
)
を
教
え
た
。
天
窓
の
つ
い
た
理
科

室
と
大
窓
の
あ
る
化
学
実
験
室
を
設
計
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
最
初
の
米
国
式
理
科
実
験
室
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

明
治
四
年
(
一
八
七
一
年
)

七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
契
約
者
の
福
井
藩
が
無
く
な
っ
た
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二
年
)
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
や
由
利

公
正
ら
の
要
請
に
よ
り
十
ケ
月
滞
在
し
た
福
井
を
離
れ
て
大
学
南
校
(
東
京
大
学
の
前
身
)

に
移
り
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
年
)
七
月
ま
で
物

理
と
化
学
、
精
神
科
学
な
ど
教
え
た
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
年
)

の
帰
国
後
は
牧
師
と
な
る
が
、
米
国
社
会
に
日
本
を
紹
介
す
る
文
筆
・
講
演
活
動
を
続
け
た
。
一
八
七
六
年
に
ア
メ

リ
カ
で
刊
行
し
た
違
e
雫
k
心
を
、
s
由
母
上
T
e
(
『
ミ
カ
ド
の
帝
国
』
あ
る
い
は
『
皇
国
』
と
訳
さ
れ
る
)

は
、
第
一
部
が
日
本
の
通
史
、
第
二
部
が

滞
在
記
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
滞
在
中
に
記
し
た
日
記
や
書
簡
、
収
集
し
た
資
料
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
下
部
や
グ
リ
フ
ィ
ス
の
縁
で
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
市
と
福
井
市
は
一
九
八
二
年
に

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

(
ウ
イ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
か
ら
の
引
用
、
編
集
)





下記のサインはグリフィス博士が福井に残したいことばJa皿。 28 1927 (大阪毎日新聞福井版切り抜き)。

竺三三三三三豊「思い出さなくていいが忘れないでほしい」
」
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巧 手阜空薫_

き

.
げ
u
い
u
葛
「

弓
子
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吊二 〇甲信∴‡〔宣 子諒詐草、

計か∵芸諒

タ _輸山声

葦富商

The intricate feudal system was abolished

by the voluntary renunciation on the par七

Of daimyos and samurai, and likewise on

the part of their subordinates, Of special

Privileges and rights. Such a renunciation

-a Veritable revolution, yet aCCOmplished

Without the shedding of a drop ofblood -

has virtua11y never been paralleled in

WOrld history.

`The Way ofUm’e’

By Edith A. Sawyer

1928

(WE.グリフィスの序文がある)



彊恒旬
75,日本でのグ)オス夫妻、 1926-1927年

少)フイスは日本政府の招待客として6ヶ月間だけ日本に戻ってきたo妻フランシスと

ともに、彼は日本国中を旅行し、彼が1870年代に訪れた場所を再訪し、さらに韓国

と満州にも立ち寄った。常に活動的で250回もの講演を行い、その中には皇室や

癒病患者に対沃行ったものもあったoどこへ行ってもグ)フィズ夫妻は王族のよう

な歓迎ぶりで多大な賛辞と土産物を与えられた。福井へ戻ったことにダ)フイスは

最も喜び、 「福井での歓待が特に嬉しかった…館間はとても楽しかった。町中に飾

り付けが沃あり、数万人の学生が外に出て私を出迎えてくれた。」と記頂いるo

75a.グ)フイス夫妻と松平一家の写真、東京都麻布、 1927年6月5日

この写真は、グリフィスが日本に意気揚々として戻ってきたとき、福井藩主砿平慶

永(春嶽)の末裔とともに撮影されたe改革者として知られる春嶽公は、教育改

革を勧めるため、 57年前に若きダ)フイスを福井に招き入れた〇
㌧

左から右へ後列松平幸子夫人グ)フイス夫人長女美智子、長男永芳、伯

爵松平康藩;前列次女綾子、次男忠永、グリフィス、三女英子、松平節子夫人

松平家からの贈り物



日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
の
企
画
・
立
案

明
治
維
新
は
、
新
し
い
日
本
の
夜
明
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
前
、
慶
応
三
年
、
日
下
部
太
郎
は
、
越
前
藩
主

松
平
春
岳
公
の
命
を
受

け
米
国
の
ラ
ド
ガ
ー
大
学
に
留
学
し
ま
す
。
彼
は
、
西
洋
の
学
問
を
学
び
日
本
で
開
花
さ
せ
る
と
い
う
使
命
を
目
的
に
日
夜
勉
学
に
励
み
ま
す
が
、

卒
業
を
ま
じ
か
に
ひ
か
え
病
死
し
ま
し
た
。
し
か
し
彼
の
才
能
と
遺
徳
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
の
来
福
に
よ
っ
て
福
井
県
教
育
界
の
発
展
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

こ
の
目
下
部
太
郎
の
顕
彰
事
業
に
取
り
組
み
、
彼
の
日
本
を
思
う
心
、
福
井
に
つ
く
す
心
と
、
そ
の
強
烈
な
達
成
意
欲
を
、
私
た
ち
福
井
の
若

者
を
は
じ
め
全
て
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
福
井
県
民
と
し
て
の
誇
り
と
し
て
頂
き
、
後
世
に
伝
え
た
く
顕
彰
碑
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

(
会
議
資
料
)

第
二
回

日
下
部
太
郎
特
別
委
員
会

目
時
‥
昭
和
五
十
三
年
九
月
四
日

場
所
‥
㈱
酒
井
染
料
商
会

セ
ク
レ
タ
リ
ー
‥
中
村
隆
夫

①
I
C
の
教
育
問
題

②
小
学
校
へ
の
啓
蒙

③
十
月
十
八
日
・
十
一
月
三
日
福
井
市
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
d
 
a
 
y
の
記
念
日

④
国
際
交
流

(
留
学
生
派
遣
)

⑤
優
秀
者
の
海
外
派
遣
に
よ
る
英
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
権
威
づ
け

⑥
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
I
C
と
の
作
文
交
換

⑦
日
下
部
太
郎
講
演
の
中
学
校
ま
わ
り

⑧
市
内
中
学
校
の
卒
業
式
に
J
C
賞

⑨
日
下
部
太
郎
基
金
に
対
す
る
協
力

⑩
堕
涙
碑
説
明
文

⑪
小
中
学
校
の
日
下
部
太
郎
の
本
の
作
成

⑫
劇
、
シ
ナ
リ
オ
、
小
説
化

⑬
日
下
部
太
郎
の
時
代
の
越
前
藩
の
背
景

⑭
他
の
偉
人
発
掘

(
調
査
研
究
)



⑮
日
米
文
化
交
流
の
き
ず
な
に
関
し
た
事
業

〔福
井
未
来
の
会

福
井
市
・
福
井
大
学
・
-
C
の
連
絡
協
議
会
の
設
置
の
注
意
点

①
J
C
は
、
個
々
の
事
業
(
大
学
・
市
)
に
は
直
接
関
与
し
な
い
が
、
但
し
側
面
的
に
は
協
力
を
お
し
ま
な
い
。

②
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
岡
田
・
山
口
・
加
藤
・
酒
井
・
石
橋
・
堂
下
が
と
り
福
井
大
学
学
長
・
福
井
市
長
に
呼
び
掛
け
る
。

③
十
月
十
八
日
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
福
井
d
 
a
 
y
、
姉
妹
都
市
、
進
行
状
況
確
認

I
C
の
方
針
発
表

報
告
書
の
作
成
(
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日
以
降
)

内
容

①
市
・
大
学
へ
の
進
展
状
況

②
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
及
び
u
s
A

(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
)

③④⑤⑥

運
営
方
針

啓
蒙

発
行
者

I
C
理
事
長

編
集
責
任
者

酒
井
康
行

対
象
:
J
C
会
員
、
I
C
O
B
、
一
般
、
福
井
県
、
福
井
市
、
小
中
学
校
、
高
校
、
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
市

発
行
部
数

単
価
三
百
円
で
五
百
都

予
算
‥
編
集
費
二
万
円

小
冊
子
十
五
万
円

計
十
七
万
円

④③②①
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

(
中
学
生
)

中
学
校
ま
わ
り

小
中
学
校
に
日
下
部
太
郎
単
行
本
の
発
行

教
育
・
歴
史
・
(
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
)



⑤
劇
:
シ
ナ
リ
オ
・
紙
芝
居
・
小
説

⑥
越
前
藩
の
教
育
歴
史

⑦
福
井
の
偉
人
の
調
査
研
究

⑧
福
井
史
跡
ま
わ
り

⑨

I
C
ア
ワ
ー
ド
の
申
請

⑩
中
学
校
対
象
に
I
C
賞
、
日
下
部
賞

国
際
交
流
事
業

⑤④③②①
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
福
井
d
 
a
 
y
、
十
月
十
八
日

日
米
文
化
交
流
事
業
推
進
役

福
井
市
・
福
井
大
学
へ
の
協
力
体
制

石
碑
の
説
明
文
の
作
成

福
井
未
来
を
考
え
る
会

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

上
旬

福
井
市
長
・
福
井
大
学
学
長
訪
問
、

中
旬

特
別
委
員
会
主
催
連
絡
協
議
会

下
旬

報
告
書
の
骨
子
作
成
…
九
月

十
月

小
冊
子
の
校
正

十
一
月

印
刷

十
二
月

小
冊
子
完
成
、



こ
の
事
業
へ
の
最
大
の
協
力
者
、
福
井
青
年
会
議
所

顧
問

若
泉
敬
先
生
の
紹
介

若
泉
敬

わ
か
い
ず
み
け
い
、
一
九
三
〇
年
(
昭
和
五
年
)
三
月
二
十
九
日
一
一
九
九
六
年
(
平
成
八
年
)
七
月
二
十
七
日
)
は
、
日
本
の

国
際
政
治
学
者
。
沖
縄
返
還
交
渉
に
お
い
て
、
佐
藤
栄
作
の
密
使
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
人
物
。

福
井
県
今
立
郡
服
開
村
(
現
越
前
市
横
住
)
で
、
父
・
啓
と
母
・
マ
ツ
エ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
服
間
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
福
井
青
年

師
範
学
校
に
進
学
し
、
後
に
妻
と
な
る
根
谷
ひ
な
を
と
出
会
う
。
一
九
四
九
年
(
昭
和
二
十
四
年
)
、
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
し
、
明
治
大
学
政

治
経
済
学
部
政
治
学
科
に
進
学
す
る
が
、
一
年
後
の
一
九
五
〇
年
(
昭
和
二
十
五
年
)
、
東
京
大
学
法
学
部
を
受
験
し
合
格
。
在
学
中
、
矢
崎
新

二
、
岩
崎
寛
弥
、
佐
々
淳
行
、
粕
谷
一
希
、
福
留
民
夫
、
池
田
富
士
夫
な
ど
と
親
交
を
深
め
、
学
生
研
究
会
土
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
、

芦
田
均
な
ど
の
政
治
家
や
大
山
岩
雄
な
ど
の
言
論
人
の
知
遇
を
得
る
。
一
九
五
二
年
(
昭
和
二
十
七
年
)
に
国
連
ア
ジ
ア
学
生
会
議
の
日
本
代
表

と
し
て
イ
ン
ド
と
ビ
ル
マ
を
訪
問
し
、
こ
の
と
き
の
体
験
を
も
と
に
大
林
健
一
の
筆
名
で
『
独
立
イ
ン
ド
の
理
想
と
現
実
』
と
題
す
る
小
冊
子
に

ま
と
め
て
刊
行
し
た
。

一
九
五
四
年
(
昭
和
二
十
九
年
)
、
東
京
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
後
、
佐
伯
喜
一
の
知
遇
を
得
て
、
保
安
庁
保
安
研
修
所
教
官
と
な
る
。

一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
年
)

ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
大
学
院
修
了
。
一
九
六
〇
年
(
昭
和
三
十
五
年
)
、
米
国

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
高
等
国
際
問
題
研
究
所
(
s
A
H
S
)
に
留
学
。
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
中
、
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
デ

ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
、
ウ
ォ
ル
ト
・
ロ
ス
ト
ウ
ら
と
面
識
を
持
つ
。

一
九
六
一
年
(
昭
和
三
十
六
年
)
よ
り
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
所
員
。
一
九
六
六
年
(
昭
和
四
十
一
年
)
、
創
立
に
貢
献
し
た
京
都
産
業
大
学
よ
り

法
学
部
教
授
と
し
て
招
鴨
さ
れ
、
同
大
学
の
世
界
問
題
研
究
所
所
員
を
兼
任
し
た
。

佐
藤
首
相
の
密
使

一
九
六
六
年
頃
か
ら
、
面
識
の
あ
っ
た
愛
知
揆
一
の
紹
介
で
時
の
首
相
・
佐
藤
栄
作
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
。
佐
藤
は
「
沖
縄
の
祖
国
復
帰

が
実
現
し
な
い
限
り
、
日
本
の
戦
後
は
終
わ
っ
た
と
は
言
え
な
い
」
と
演
説
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
返
還
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
持
っ
て
臨
ん
で
い

た
。
翌
一
九
六
七
年
(
昭
和
四
十
二
年
)
、
自
由
民
主
党
幹
事
長
・
福
田
赴
夫
を
通
し
て
、
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
の
米
国
首
脳
の
意
向
を
内
々
に

探
っ
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
を
期
に
密
使
と
し
て
度
々
渡
米
し
、
極
秘
交
渉
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
若
泉
と
会
っ
た
の
は
ア
メ

リ
カ
国
家
安
全
保
障
会
議
ス
タ
ッ
フ
の
モ
ー
ト
ン
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
ペ
リ
ン
は
沖
縄
返
還
交
渉
の
方
針
を
決
め
た
国
家
安
全
保
障

覚
書
十
三
号
の
起
草
者
で
あ
っ
た
。



「
核
抜
き
・
本
土
並
み
」
返
還
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
、
日
米
首
脳
会
談
直
前
の
一
九
六
九
年
(
昭
和
四
十
四
年
)

九
月
三
十
日
、
国

家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
の
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
、
「
緊
急
事
態
に
際
し
、
事
前
通
告
を
も
っ
て
核
兵
器
を
再
び
持
ち
込

む
権
利
、
お
よ
び
通
過
さ
せ
る
権
利
」
を
認
め
る
よ
う
要
求
す
る
ペ
ー
パ
ー
が
提
示
さ
れ
た
(
な
お
、
密
使
と
し
て
の
活
動
で
、
若
泉
は
コ
ー
ド

ネ
ー
ム

「
ヨ
シ
ダ
」
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

「
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」

を
用
い
た
)
。
同
年
十
一
月
十
日
、
十
一
月
十
二
日
の
再
交
渉
で
、
若
泉
は
「
事

前
通
告
」

を

「
事
前
協
議
」

に
改
め
る
よ
う
主
張
、
諒
解
を
得
る
。
こ
の
線
で
共
同
声
明
の
シ
ナ
リ
オ
が
練
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
二
十

一
日
に
発
せ
ら
れ
た
佐
藤
=
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
で
、
三
年
後
の
沖
縄
返
還
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
若
泉
は
極
秘
交
渉
の
経
緯
を
記
し
た
著
書
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』

(
文
塾
春
秋
、
一
九
九
四
年
)

に
お
い
て
、
核
持
ち
込
み

と
繊
維
問
題
に
つ
い
て
作
成
し
た
日
米
秘
密
合
意
議
事
録
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
と
ニ
ク
ソ
ン
は
、
ウ
エ
ス
ト

ウ
イ
ン
グ
・
オ
ー
バ
ル
ル
ー
ム
隣
の

「
書
斎
」

で
、
二
人
き
り
に
な
っ
て
署
名
し
た
と
い
う

(
こ
の
覚
書
は
佐
藤
に
よ
り
持
ち
去
ら
れ
、
の
ち
二
〇
〇
九
年

(
平
成
二
十
一
年
)

に
本
人
宅
で
発
見
さ
れ
た
)
。

後
半
生

そ
の
後
は
現
実
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
学
究
生
活
に
戻
っ
た
。
一
九
七
〇
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
か
ら
一
九
八
〇
年
(
昭
和
五
十
五
年
)

ま
で
京
都
産
業
大
学
世
界
問
題
研
究
所
所
長
。
そ
の
間
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
I
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
京
都
訪
問
・
講
演
の
実
現
に
尽
力
し
、
京
都
産
業

大
学
の
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
ま
た
一
九
六
九
年

(
昭
和
四
十
四
年
)

か
ら
一
九
七
一
年

(
昭
和
四
十
六
年
)

ま
で
中
央
教
育

審
議
会
臨
時
委
員
を
務
め
た
。

核
時
代
に
お
け
る
日
本
の
平
和
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
、
『
中
央
公
論
』
な
ど
の
論
壇
誌
で
そ
の
主

張
を
提
示
し
て
い
た
。
米
国
の
国
際
問
題
評
論
誌
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
』

の
編
集
顧
問
も
務
め
た
。

一
九
八
〇
年
、
東
京
か
ら
故
郷
・
福
井
に
居
を
移
し
、
中
央
政
界
や
論
壇
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
。
一
九
九
二
年
(
平
成
四
年
)

の
京

都
産
業
大
学
退
職
時
に
は
退
職
金
全
額
を
世
界
問
題
研
究
所
に
寄
付
し
、
同
研
究
所
で
は
こ
れ
を
も
と
に

「
若
泉
敬
記
念
基
金
」

を
設
立
し
た
。

一
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)
、
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
の
上
梓
後
、
六
月
二
十
三
目
付
で
沖
縄
県
知
事
・
大
田
昌
秀
宛
に

「
歴
史

に
対
し
て
負
っ
て
い
る
私
の
重
い
『
結
果
責
任
』
を
取
り
、
国
立
戦
没
者
墓
苑
に
お
い
て
自
裁

(
自
殺
)

し
ま
す
」

と
す
る
遺
書
を
送
り
、
同
日

国
立
戦
没
者
墓
苑
に
喪
服
姿
で
参
拝
し
た
が
自
殺
は
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
英
語
版
の
編
集
に
着
手
。

完
成
稿
を
翻
訳
協
力
者
に
渡
し
た
一
九
九
六
年

(
平
成
八
年
)



七
月
二
十
七
日
、
福
井
県
鯖
江
市
の
自
宅
に
て
逝
去

(
享
年
六
十
七
)
。
公
式
に
は
癌
性
腹
膜
炎
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
青

酸
カ
リ
で
の
服
毒
自
殺
だ
っ
た
。
な
お
、
若
泉
が
「
密
使
」
を
務
め
て
い
た
時
期
、
学
生
だ
っ
た
谷
内
は
若
泉
に
師
事
し
て
い
た
。
若
泉
の
自

殺
の
報
を
聞
い
た
大
田
昌
秀
は
「
核
密
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
評
価
で
き
な
い
が
、
若
泉
さ
ん
は
交
渉
過
程
を
公
表
し
、
沖
縄
県
民
に
謝
罪
し
、
『
結

果
責
任
』
を
果
た
し
た
。
人
間
と
し
て
は
信
頼
で
き
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
膨
大
な
蔵
書
・
文
書
・
書
簡
等
は
、
死
去
前
に
自
ら
処
分

し
て
い
る
。

死
後

二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
年
)
、
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
英
語
版
が
ハ
ワ
イ
大
学
出
版
局
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
ま
た
『
正
論
』
二

〇
〇
六
年
九
月
号
に
、
英
語
版
序
文
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
密
約
は
、
信
夫
隆
司
が
二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
年
)
ま
で
に
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ
た
米
政
府
公
文
書
か
ら
、
密
約

を
裏
付
け
る
文
書
を
発
見
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
へ
の
メ
モ
で
、
日
米
間
の
密
約
を
示
す
「
共
同
声
明
の
秘
密
の
覚
書
」
の
存

在
に
触
れ
、
覚
書
が
「
核
問
題
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
日
本
側
で
の
所
在
は
長
ら
く
確
認
さ
れ
ず
、
日
本
の

政
府
・
外
務
省
は
密
約
の
存
在
を
否
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
佐
藤
栄
作
の
遺
品
に
こ
の
密
約
と
見
ら
れ
る
「
合
意
議
事
録
」
が

存
在
し
、
遺
族
が
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
(
平
成
二
十
二
年
)
三
月
九
日
、
鳩
山
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
外
務
大
臣
・
岡
田
克
也
の
命
令
で
、
核
密
約
が
あ
っ
た
か

否
か
を
調
査
し
て
き
た
有
識
者
委
員
会
(
座
長
‥
東
京
大
学
教
授
・
北
岡
伸
一
)
は
、
正
式
に
(
広
義
の
)
核
密
約
が
あ
っ
た
旨
の
調
査
結
果
を

報
告
し
た
。
こ
れ
を
受
け
政
府
(
鳩
山
内
閣
)
、
外
務
省
(
岡
田
外
相
)
は
こ
れ
ま
で
の
、
自
民
党
政
権
お
よ
び
新
生
党
政
権
下
で
の
、
公
式
に

は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
見
解
を
改
め
た
。

た
だ
し
、
日
本
国
政
府
が
認
め
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
が
、
関
係
者
の
間
で
は
密
約
は
あ
っ
た
と
い
う
の
は
半
ば
常
識
化
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
こ
の
有
識
者
委
員
会
の
座
長
を
務
め
た
北
岡
は
、
そ
の
著
書
『
自
民
党

-
政
権
党
の
三
十
八
年
』
(
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
)

の
佐

藤
内
閣
の
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
記
述
に
お
い
て
、
若
泉
の
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
を
紹
介
し
、
若
泉
に
よ
れ
ば
「
密
約
が
あ
っ
た

と
い
う
」

と
記
述
し
て
い
る
。

(
ウ
イ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
か
ら
の
引
用
、
編
集
)



武生公会堂記念館地域連携企画展教沖縄復帰40周年記念

国際政治学老 若泉

鋤
つ圏圏

間

男
夕
鞍

潮
間

寺
井

三
一♂

i
華

母国′l

醐旺2年(196了)から昭和44年(1969)にかけて、ときの総理大臣・佐藤

栄作の信任状を携え、沖縄返還に関してアメリカ政府と極秘裏に折衝を行った

国際政治学者・岩泉敬は昭和5年(1930) 3月29日、福井県今立郡股間

相模住(現越前市横住町)で生まれました。股間小学校、福井師範学校を経て、

昭和24年(1949)大学進学のため上京するまで 福井で暮らしました。

東京大学を卒業した後は保安庁保安研修所(現防衛省陽衛研究所)、京

都産業大学世界問題研究所に在任、国際政治学者としての新関に励みます。

その間、ロンドン大学、ジョンズ・ホプキンス大学に留学し、多くの政治家

や学者と交わり、人脈を広げました。

当時のアメリカ政府の関係者と知己を得た岩泉は結果として、直接ホワ

イトハウスと沖縄返還交渉を行う密使となります。その交渉により、沖縄は

昭和47年(1972) 5月15日に本土復帰を果たしました。今年は沖縄復帰から

’40年目の記念の年を迎えたことから、当館ではこれを機会に、郷土の偉人・

若泉敬の企画展を開催します。

この企画展では著泉が福井で過ごした19年間を第工部、上京後の学生

時代や国際政治学者として活躍した時代を第2部、密使としての孤独なる戦

いの日々を第3部、そして、福井に戻り隠棲する日々と尽きない沖縄への想

いを第4部として構成し、それぞれの時代と彼の生きざまに焦点を当てて紹

介します。

苦衷の66年間の人生は渾身を込めて書き上げた自著『他策ナカリシヲ信

ゼムト欲ス』の英訳本刊行契約の直後、平成8年(1996) 7月27日に唐突に

閉じられましたが、この企画展を通して、若泉敬が人生をかけて何を希求し、

いかに生きたかを紐解くことができれば幸いです。

股間尋常小学校卒業時

∃∈教ヽ・重さ ノ 人、l、 . I

蕾かりし頃海外出張先にて

福
井
県
今
立
郡
服
開
村
構
住
に
生
ま
れ
る
。

服
閲
国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
。

福
井
師
範
学
校
本
科
男
子
部
を
卒
業
。

東
京
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
。

保
安
庁
保
安
研
修
所
に
勤
務
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
(
英
国
)
大
学
院
を
修
了
。

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
(
米
国
)
高
等
国
際
問
題

研
究
所
客
員
所
員
。

京
都
産
業
大
学
世
界
問
題
研
究
所
教
授
。

同
研
究
所
所
長
。

東
京
か
ら
鯖
江
市
に
転
居
。
京
都
産
業
大
学
教
養
部
教
授
。

福
井
県
に
大
地
球
儀
を
寄
贈
。

京
都
産
業
大
学
を
依
願
退
職
。

『
他
案
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
セ
ム
ト
欲
ス
』
出
版
。

7
月
、
鯖
江
市
の
自
宅
で
死
去
。

享
年
6
6
。

岸信介元首相と
沖縄戦跡への鎮魂の旅

≡
呉
蔓

草
三
-
雲

ワシ巧

も何

れ手もウんのン卸

1功一

蘭葬醸鱒



吾輩 毒薬言語譲夢盟蕃離毒薬薬毒警護

山
○
○
の
汁
C
剛
剛
○
○

(
蜜
十
日
○
○
争
尊
母
)
壁
蛇

寸
「
ひ
卜
○
○
の
Q
「
寸
∞
卜
ひ

N
○
○
ひ
○
○
M
乙
乙
O
N
ひ
↑

詰嘩 軸鴇薗

藻酔態竃藷懸義堂

鞘礁襲為栗擢轍制球輪中「鱒壁」刃-⊃ト煤鞋一つ吏再e理学’

↑ JQ囲謝遵室蟻萬頓智梼軸更糧か十二艮0

餓e難車 熊田距松

母国醍捲

(
轄
十
巴
○
○
の
尊
母
)
壁
岐

藁
騨
轍
は

珊撮珊割引



若泉 敬

山
○
○
の
汁
絹
剛
〇
〇

十
〇
〇
D
ヽ
⊃
○
○
i
○
○
i
㌔
1
0
ヽ
カ
ブ
ー
凸
n
二

緯

沖
縄
返
還
交
渉
で
大
役

若
泉
が
特
注
し
、
福
井
県
に
寄
贈
し
た
直
径
「
・
8
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
地
球
儀
(
現
在
、
県

国
際
交
流
会
館
に
設
置
)
。
鯖
江
市
の
自
宅
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、
旧
知
の
マ
ン
ス
フ

ィ
ー
ル
ド
駐
日
米
国
大
使
も
駆
け
つ
け
た
=
1
9
8
8
牢
9
月
2
 
8
口
一
山
岸
豊
治
撮
影
)

「
岩
泉
敬
君
に
会
ふ
。
若
い
学
者
先
生

の
情
熱
を
こ
め
て
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
補

佐
官
と
の
取
引
き
を
、
余
亦
(
ま
た
)
感

激
の
中
に
報
告
を
き
く
」
。
一
九
六
九
年

十
一
月
十
五
日
、
佐
藤
栄
作
首
相
は
日
記

に
記
し
た
。
そ
の
六
日
後
、
訪
米
し
ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
と
会
談
し
た
佐
藤
は
、
「
七

二
年
、
核
抜
き
・
本
土
並
み
」

の
沖
縄
返

還
を
発
表
し
た
。
国
際
政
治
学
者
だ
っ
た

岩
泉
は
、
佐
藤
首
相
の
密
使
と
し
て
、
米

国
と
の
返
還
交
渉
に
大
役
を
果
た
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
。
岩
泉
は
重
い
沈
黙

を
破
り
、
緊
急
事
態
に
際
し
て
、
核
兵
器

の
再
持
ち
込
み
を
認
め
る
密
約
が
あ
っ
た

と
著
書
で
証
言
す
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本

の
現
状
を
憂
え
「
再
独
立
の
完
成
」
を
願

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
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若泉 敬

る
」
と
の
口
実
で
大
統
領
執
務
室
に
隣
接
し
た
小
部
屋
に

入
り
、
ニ
ク
ソ
ン
と
と
も
に
議
事
録
に
サ
イ
ン
し
た
。
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
岩
泉
が
打
ち
合
わ
せ
た
シ
ナ
リ
オ
通
り
。

そ
の
事
実
を
知
る
の
は
全
世
界
で
四
人
だ
け
だ
っ
た
。

役
目
を
終
え
た
岩
泉
は
同
月
二
十
九
日
、
官
邸
を
訪
ね

た
。
「
ど
う
も
今
度
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と

若
泉

1
9
3
0

(
昭
和
5
)

1
9
4
4

1
9
4
9

1
9
5
4

晩年の吉田茂元首相に見込まれ、大磯の邸宅にしばしば招かれ
た二1960年代半ば

1
9
5
7

1
9
6
0

1
9
6
1
!

1
9
6
6

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
4

1
9
8
0

1
9
8
8

1
9
9
2

(
平
成
4
)

1
9
9
4

1
9
9
6

敬
と
沖
縄
返
還
交
渉
の
歩
み

股
間
村
横
住
に
生
ま
れ
る

股
間
小
高
等
科
を
卒
業

福
井
師
範
学
校
を
卒
業

東
大
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
(
現
防
衛
研
究
所
)
の
助
手

英
国
ロ
ン
ド
ン
大
大
学
院
を
修
了

米
国
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
高
等
国
際
問
題
研
究

所
客
員
所
員

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
の
教
官

京
都
産
業
大
世
界
問
題
研
究
所
教
授

中
央
教
育
審
議
会
臨
時
委
員
。
日
米
首
脳
会
談
で
沖

縄
の
「
核
抜
き
・
本
土
並
み
」
返
還
決
定

同
大
世
界
問
題
研
究
所
所
長

沖
縄
返
還
協
定
調
印

沖
縄
の
施
政
権
返
還
(
本
土
復
帰
)

米
国
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
際
学
術
研
究
所
所
員

京
都
産
業
大
教
養
部
教
授
。
東
京
か
ら
鯖
江
市
に
転
居

福
井
県
に
大
地
球
儀
を
寄
贈

同
大
を
依
願
退
職

「
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
セ
ム
ト
欲
ス
」
出
版

同
書
の
英
訳
完
成
。
7
月
鯖
江
市
の
自
宅
で
死
去
。

6
6
歳

144



蕃幕撤発堂についで

崇高な志を建てて人生を全うさせる、ということは将に至難の

ことであることは洋の東西を問わず歴史が辛くも物語っている。

その志の高さが高い程、実現の困難さが畿何撤教師こ大きくな

り、そのことの勧こ地位や名誉や金などは言うに及ばず、命までも

轍菜するという矛盾に満ちた人生を送ることになることが多い。

そしてそういう人が居て、人間の社会や国家がまともな形に番

って行くものなのである。志を持つことは他の多数の犠牲になる

ことなのだ。

着京敬という人は案高な志を持った現代日本の犠牲者であっ

た。戦争で失った沖縄をテーブル交渉で返還に導く、ということ

は人類史上始めでのことであり、だから佐藤栄作藤理はノーベル

平和賞に輝いた。

しかしその至難の裏交渉の使命の嚢には表に出せない問題も

多くあったのであり、それらのことを全て若泉という個人の中に

打ち伏せてしまおうと社会の表面から退いて鯖江に引き込んで

しまった。

若泉敬という人の評価や、地位や報酬などほ、押髄を返還させ

るという大きな志の蘭には全く無意味のものであり、邁願であっ

た太田海軍中将の遇文に報いようとする執念と、何よりも沖随県

民の実益を見ることで、充分だと思っておられたところがある。

しかし現実の推移は返還後の沖続の問題や、何より日本という

国家の衰退を憂えて「実は…」という文筆を書かざるを得なくな

り、迫りくる病魔と固いながら国民に警鐘を鳴らす本の執筆にか

かられる。

恐らく書かれた本は後世の歴史家が著泉轍という人を崇高な志

をもった純粋の日本人として歴史に残すであろうし、志に殉じた

価されると信じて疑わない。

橋井J Cの顧問として迎え、その聾咳に接し得たこ

とは誠に仕合わせであった。
窒8.9,‾8

蟻韓醸醇



平成23年(2011年) 2月20日(日曜日)福井新聞 朝刊

若泉敬先生の半生描くドラマ 総理の密使 記事

2Q/1 1年(平成23年)2月2〇日(日曜日) 霜雪 弗 素百 聞

あすドラマ「総理の密使」

沖
縄
返
還
に
際
し
、
佐
泉
敬
の
半
生
を
措
く
ド
ラ
者
取
材
を
基
に
し
た
ド
キ
実
。
愛
妻
を
病
で
失
い
、

藤
栄
作
首
相
の
密
使
と
し
マ
「
総
理
の
密
使
̃
核
蜜
ユ
メ
ン
タ
リ
1
部
分
も
交
密
約
を
暴
露
し
た
重
量

難
語
鵠
讃
輩
謀
議
讃
講
評
欝

身
の
国
際
政
治
学
看
、
若
系
で
放
送
さ
れ
る
。
関
係
者
泉
の
思
い
に
迫
る
意
欲
り
を
さ
さ
け
、
遺
骨
収
集

「
捕
縛
」
「
核
実
態
」
浮
き
彫
り

惑
溺
作
だ
。

「
総
理
の
密
使
」
の
一
場
面
。
若
衆
敬
を
演
じ
る
三

上
博
史
(
左
)
と
佐
藤
栄
作
首
相
役
の
津
川
雅
彦

・
富

⊥
9
6
0
年
代
後
半
、

佐
藤
首
相
(
津
川
雅
彦
)

の
密
使
と
な
っ
た
若
衆

(
三
上
博
史
)
は
、
ニ
ク

ソ
ン
政
権
の
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
と
二

人
き
り
の
交
渉
を
競
げ
、

「
有
事
の
際
の
沖
縄
へ
の

核
の
再
持
ち
込
空

「
日

米
繊
維
交
渉
で
の
日
本
の

譲
歩
」
を
条
件
に
し
た
返

還
の
道
筋
を
つ
け
る
。

7
 
2
年
の
返
還
の
喜
び
も

つ
か
の
聞
、
待
っ
て
い
た

の
は
繊
維
交
渉
の
重
圧

と
、
返
還
後
も
基
地
の
存

在
に
苦
し
む
沖
縄
の
現

に
没
頭
す
る
…
。

番
組
は
元
米
兵
の
証

言
、
今
回
新
た
に
発
見
し

た
晩
年
の
岩
泉
の
手
帳
な

ど
を
基
に
、
沖
縄
へ
の
核

配
備
の
実
態
や
、
常
に
島

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

行
動
し
た
高
潔
な
民
間
人

密
使
の
姿
を
浮
き
彫
り
に

す
る
。
島
田
喜
広
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
は
「
純
粋
さ
の

一
万
、
核
を
め
ぐ
る
情
勢

の
中
で
生
き
残
る
方
策
を

考
え
る
し
た
た
か
さ
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
た
若
衆
民

の
姿
を
通
し
、
今
の
日
本

に
問
題
提
起
を
し
た
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

≒二 言三三三号欝器…繋議題娼

∴‡蓄溺翻
君溺愛繋繋塞 驚主菜毒手ニ‾一二 二
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発車三寒三三二-

フ
ル
ト
ペ
ン
ダ
ラ
ー

リ
マ
ス
タ
ー
盤
の

全
集
を
順
次
発
売

こ
と
し
生
誕
1
2
5
閏

年
を
迎
え
た
ド
イ
ツ
の
指

発
売
さ
れ
て
い
る
=
写
3
〇
〇
円
)
。
常
任
指
揮
抜
粋
し
た
2
枚
組
み
ベ
ス

ユ
ン
グ
ラ
⊥
(
E
M
工
、

真
。

者
を
務
め
た
ベ
ル
リ
ン
・
ト
盤
「
永
遠
の
フ
ル
ト
ヴ
2
千
円
)
も
発
売
中
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
ブ
ラ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
や
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
と
の
演
奏
を
収
め
た
。

「
i

/
.
.
.

/

)
’
∴
↓
-
I

7
-
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話
圏
困
開
聞

団
と
の
演
奏
を
収
め
た
く

ロ
ン
ド
ン
の
ア
ビ
イ
・
ロ

一
汁

雷

第
六
代
福
井
市

市
長

永
井
環

(
大
正
十
五
年
八
月
二
十
九
日
̃
昭
和
五
年
八
月
二
十
八
日
)

昭
和
五
年
十
月
発
行

「
新
日
本
の
先
駆
者

日
下
部
太
郎
」

の
中
に
歴
史
的
事
実
の
報
告
。

昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
夫
妻
五
十
年
ぶ
り
来
福
。
日
下
部
記
念
碑
に
二
十
円
提
供
。

昭
和
五
年
九
月
三
十
日
勤
二
刷

昭
和
二
丸
井
十

月

五

日
蛮
行

(
非
買
品
)

東
京
市
小
高
川
腎
久

離
町
▲
七
∴
照

四
囲
圏

永

井

囲
器
醒

病
は
国
劇

椅
剛

毅

印
刷
者

鯉
発
育
倶
佳
鞍
上
町
四
十
三
番
地

岡

崎

左

乾

介

「

印
刷
所

翻
弁
布
佐
僅
抜
上
町
四
十
三
番
檎

岡

蹄

印

刷
∴
肝

聴
許
高
樋
久
良
下
町
二
十
七
番
埼

現
行
斬

細

井

評

語

託



.
。
て
.
二
-
`
○

○
と

ノ
/
㌧
-
ノ
ノ
ヌ
は
県
庁
(
福
井
市

佐
僅
枝
上
町
に
あ
っ
た
)
へ
出
か
け
、
相
談
し
て
い

学
校
の
授
業
。
実
験
中
、
特
別
郵
便
で
江
戸
か
ら

手
紙
の
包
み
を
受
け
取
る
。
遠
は
フ
ル
べ
ッ
キ
氏

フイス夫妻が来福し
昭和2年、グ))

か
ら
で
、
繰
り
返
し
(
東
京
へ
)
来
い

と
の
誘
い
。
村
田
へ
手
紙
を
書
き
、
十

四
日
(
旧
暦
)
に
福
井
を
離
れ
た
い
と

伝
、
言
。
大
岩
が
私
の
村
田
へ
の
手
紙

を
狩
っ
て
帰
る
二
月
二
十
三
日
に
二

人
で
も
)
江
戸
行
き
を
決
心
。
た
と
え

妨
害
が
あ
っ
て
も
e

上
京
を
決
心
す
る

▲
フ
ル
べ
ッ
キ
か
ら
の
再
度
の
誘
い

で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
心
を
決
め
た
。
村

田
氏
寿
知
事
に
、
福
井
を
離
れ
る
決
意

を
伝
、
そ
る
た
め
、
翌
日
の
十
七
日
、
再

び
県
庁
を
訪
問
、
村
田
知
事
と
一
時
間

半
も
か
け
て
話
し
合
っ
て
い
る
o
知
事

も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
決
心
の
堅
さ
を
知
り
、

折
れ
て
い
る
o
グ
リ
フ
ィ
ス
は
早
速
、

引
っ
越
し
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
大
学
南
校
の
教
授
に
な

る
た
め
福
井
を
去
る
こ
と
を
知
っ
た
友

人
や
教
え
子
が
、
次
々
お
別
れ
に
来
る
。

な
か
に
は
八
木
寿
(
日
下
部
太
郎
の
父
)

も
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
最
後
の
授
業
は

二
十
日
に
行
わ
れ
て
い
る
▼

◇
同
一
月
二
十
二
日

月
曜
日
◇

起
床
七
時
。
朝
食
出
発
の
準
備
。

村
田
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
来
る
。
生

徒
ら
四
十
̃
五
十
人
が
三
㌢
私
に
同
行
。

人
夫
と
荷
物
が
後
に
従
う
。
雪
が
激
し

〕
)
-
「
′

つ
′
∴
h
U
〇
二
一
〇
く
ら
千
・
十
、
}
∠
し

掘
っ
て
や
っ
と
見
つ
か

ん
で
、
今
宿
の
村
で
宿

だ
。
夕
食
。
疲
れ
て
寝

吹
雪
を
つ
き
出
穀

と
う
と
う
ダ
リ
フ
ィ

数
日
前
か
ら
降
り
出
し
」

続
い
て
い
る
が
、
干
害

こ
の
時
の
グ
リ
フ
ィ
ス
圧

の
教
師
で
な
く
、
日
本
請

ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

数
多
く
居
住
す
る
東
京
毒

よ
う
す
が
わ
か
る
。
福
出

目
で
終
わ
り
、
ダ
リ
フ
ィ

教
授
と
し
て
全
国
か
ら
集

る
こ
と
に
な
る
。

X
 
X

東
京
へ
出
た
グ
リ
フ
ィ

治
七
年
七
月
ご
ろ
ま
で
大

ら
に
精
神
科
学
も
教
え
て

神
学
学
校
に
入
学
。
牧
師

そ
し
て
昭
和
二
年
四
月
一

は
懐
か
し
い
福
井
へ
再
び
山

を
福
井
を
去
っ
て
以
来
、
工

こ
の
時
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
革

四
月
二
十
七
日
の
福
井
新
聞

県
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
射

京
都
中
学
校
長
)
や
佐
々
木

大
理
学
博
士
ら
が
出
迎
え
、

ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井

暗
闘
‥
中
上
り
し
上
土
に
.
こ
ー
つ
一
十
-
」
U
二
審
亭
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才
人祷

タ
弛
堀
中

人
夫
と
荷
物
が
後
に
従
う
。
雪
が
激
し

′
、
茎
十
、
l
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札
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十
⊥
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青
、
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福
井
の
生
徒
た
ち
を
前
に
講



訪
米
に
関
す
る
情
報
収
集

・
福
井
大
学

・
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ー
シ
ャ
イ
ム
教
授
、

・
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学

副
学
長

バ
ー
ク
ス
氏
と
の
親
交
。

・
若
泉
敬
先
生

・
佐
伯
氏

(
I
B
M
)

・
児
玉
氏

(
東
芝
)

・
酒
生
俊
彦
氏
(
国
産
飛
行
機
Y
S
-
1
1
イ
ン
テ
リ
ア
担
当
)

・
小
竹
所
長
(
J
T
B
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
所
長
)

・
松
村
正
義
氏

(
外
交
官
、
三
国
町
出
身
)

昭
和
五
十
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
四
日
、
調
査
団
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
訪
問
。

ワ
シ
ン
ト
ン
市
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
国
際
学
術
研
究
所
訪
問
、
フ
ェ
ロ
ー

若
泉
敬
先
生
訪
問
。

※
上
記
、
多
国
籍
企
業

I
B
M
ワ
ト
ソ
ン
研
究
所

視
察
年
月
日
‥
一
九
七
五
年
(
昭
和
五
十
年
)

六
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
四
十
八
キ
ロ
、
石
造
三
階
建
、
扇
面
形
を
し
て
い
る
中
庭
が
イ
サ
ム
野
口
の
設
計
に
よ
る
枯
山
水
で
、
自
由
な
空
間
と

い
う
哲
学
が
あ
ら
わ
れ
る
。
世
界
よ
り
四
百
五
十
人
の
頭
脳
を
集
め
日
本
か
ら
三
人
。
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
見
者
江
崎
玲
於
奈
氏
、
阪
大
工
学
部
結

晶
学
の
岡
本
氏
、
松
下
電
器
か
ら
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
へ
留
学
博
士
号
を
所
得
し
I
B
M
に
移
っ
た
金
子
氏
。
江
崎
氏
は
、
I
B
M
で
も
数
少
な

い
フ
ェ
ロ
ー
の
一
人
で
あ
る
。

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
訪
問
に
つ
い
て
酒
井
の
身
内
の
一
人
が
た
ま
た
ま
I
B
M
本
社
勤
務
の
立
場
で
お
ら
れ
(
上
記
、
佐
伯
氏
)
協
力
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ワ
ト
ソ
ン
研
究
所
視
察
訪
問

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
ま
で
運
転
手
ガ
イ
ド
付
き
リ
ム
ジ
ン
カ
ー
の
手
配

佐
伯
氏
宅
へ
の
訪
問



↑
昭
和
五
十
年
(
一
九
七
五
年
)

六
月

I
B
M

ワ
ト
ソ
ン
研
究
所

正
面
玄
関

〔
佐
伯
氏
宅
へ
訪
問
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‥
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当
」
『
I
中
ロ
自
白
上
上
白
∵
∵
∵
主
言
上
ト
∵

高
鳥
言
言
上
小
言
言
上
I
自
ら
:
-
.
い
・
i
.
.
.
i
)
i
→
.
.

-

国
璽
欝
麟
蘭
畳

菜
の
忘
れ
ら
れ
義
士
の
籠
雷
下
葉
響
饗
、
用
筆
歪
め
弊
馨
全
勝
(
酒
護
衛
思
垣
)
は
こ
の
種

i
二
週
間
に
わ
た
り
、
日
下
部
太
郎
の
蔑
猪
、
米
国
二
千
ジ
ャ
ー
ジ
1
州
の
州
婁
フ
ト
甲
ス
犬
竃
間
し
た
。
荒
想
題
に

な
っ
て
い
る
日
義
轟
の
講
で
凄
琵
い
、
向
こ
う
の
大
挙
恩
磐
、
市
電
前
妻
欝
の
麗
ら
と
会
い
、
露
憲
別

田
竃
し
合
っ
旭
。
ま
に
、
車
掌
廣
藩
で
赦
べ
ん
を
と
っ
た
ウ
イ
掌
ム
・
闘
・
省
フ
ィ
ス
を
哲
で
つ
な
皆
漂
い

ー
つ
ト
カ
ー
ス
犬
と
襲
犬
の
簾
寒
露
の
憩
も
か
な
。
呉
佗
す
る
な
ど
、
重
曹
下
葉
邸
の
轟
き
洋
、
い
ろ

い
ろ
な
土
産
話
を
持
ち
場
っ
池
。

が
丹
念
に
つ
与
イ
ル
さ
れ
て
お
り
、
b

っ
く
り
し
た
。
「
当
時
の
基
な
資
料

が
小
椋
み
し
て
あ
り
、
ラ
犬
で
研
究
し

差
出
が
、
福
井
の
近
代
史
が
よ
く
わ
か

る
の
で
寝
な
い
か
じ
と
思
わ
ず
う
な
っ

た
ほ
ど
。

日
下
部
太
郎
の
顔
等
寅
と
、
賠
歴
も

雑
業
二
乾
の
巾
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て

い
た
二
八
六
七
年
へ
慶
応
三
年
)
憧

聾
を
焚
け
て
爵
丁
数
餞
と
韻
語
を

学
び
、
串
で
も
数
学
は
抜
鞘
の
成
鶉

天
才
的
な
致
弾
着
に
授
け
ら
れ
る
ブ
イ

・
べ
タ
・
カ
ッ
パ
娘
を
受
賞
し
た
説
経

な
ど
が
あ
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
日
下

れ

土
産
に
貴
重
な
資

!隔井脊年会‡韻所
の理事長ら帰国

<
語
れ
た
真
で
供
養
>

活
井
理
欝
投
と
加
蝶
三
部
連
弾
長

鰯
補
講
捕
露
堅
彊
聖
串
出
講
輩
罷
霧
弱
補
講
琵

ウ
シ
(
下
町
)

に
近
い
ウ
ィ
ロ
ー
グ
ロ

ー
ブ
の
森
に
あ
る
基
盤
霜
を
観
察
し

た
棋
四
、
寅
年
的
に
、
ブ
フ
ッ
ク
ピ

ー
プ
ル
や
白
△
フ
ジ
カ
ル
の
学
費
遊
動

に
よ
っ
て
日
本
人
雷
撃
生
の
塗
も
荒
ら

さ
れ
て
い
だ
。
日
下
部
太
郎
と
一
緒
に

留
学
し
て
い
た
日
本
人
留
学
生
九
人
の

馨
の
う
ち
、
八
達
が
倒
さ
れ
て
お
り
・

そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
手
入
れ
も
な
く
荒

れ
放
題
だ
っ
た
。
牢
梁
を
間
近
に
控
え

て
、
木
造
の
死
を
遂
げ
た
郷
士
の
先
堕

の
墓
を
勘
に
、
三
人
は
思
わ
ず
目
頭
を

熱
く
し
、
墓
的
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
そ
の

寝
を
慰
め
た
。

部
太
郎
の
偉
大
さ
を
満
願
。
「
忘
れ
ら

れ
た
郷
土
の
怨
署
、
日
下
部
太
郎
の

襲
熊
を
慧
醸
し
、
福
井
の
未
来
を
挺

う
蓄
者
た
ち
を
塔
発
し
て
い
こ
主
と

深
慮
を
新
た
に
ん
だ
。
膨
奈
資
料
の

中
か
ら
「
星
人
観
望
生
の
勤
匹
と

題
し
墓
室
な
資
料
を
は
じ
め
、
日
下

部
や
グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
資
料
を
ど

っ
さ
り
持
ち
濁
っ
て
来
た
。

<
墓
地
再
建
に
は
協
力
も
>
.

満
祐
勘
間
中
、
一
行
は
リ
チ
ャ
ー
ド

・
J
・
マ
グ
リ
ー
ガ
ン
瑞
枝
を
醤
諮

問
。
大
武
福
井
筒
長
か
ら
の
メ
り
セ
ー

ジ
を
渡
し
比
。
当
地
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ

ス
キ
ン
商
工
会
翰
朝
会
離
ら
関
係
者
と

も
懇
談
、
藷
葦
欝
坦
憲
し
合
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
苗
で

は
、
五
年
甜
薗
蒜
甫
再
開
沌
甜
脚
を

進
め
て
お
り
、
猶
地
移
蝶
の
館
も
出
て

い
る
。

向
こ
う
も
日
本
と
同
じ
く
苗
は
財
政

態
。
し
か
し
糾
軸
が
具
体
化
し
た
場
合

月
本
則
の
要
鶉
を
出
来
る
限
り
憂
げ
入

脳
陳
に
会
っ
た
.
清
水
英
幸
前
非
大
事

典
の
蕉
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
す
一
空

襲
の
縮
嫌
大
牢
鎚
那
珂
川
雪
間
し
高

っ
ね
。
日
下
部
太
郎
や
グ
リ
フ
ィ
ス
を

通
じ
、
鴇
弾
零
し
ラ
ト
‥
与
1
つ
へ
実
子
の

れ
る
こ
と
を
快
く
諌
話
し
て
く
れ
た
。

さ
ら
は
フ
ト
ガ
ー
ス
大
学
側
か
ら
実

学
構
内
に
日
本
人
留
学
生
の
基
地
を
移

し
で
も
よ
い
」
と
の
申
し
出
も
あ
っ

た
〕
日
栄
関
係
者
の
努
力
で
、
荒
れ
た

垂
が
再
建
さ
れ
る
見
通
し
も
か
な
り
的

ろ
く
な
っ
た
。

.

<
教
擾
交
怒
ど
提
案
>

ラ
大
視
察
の
日
的
は
も
う
一
つ
あ
っ

た
。
福
井
大
と
の
姉
妹
大
籠
努
の
籍
だ

っ
た
。
一
行
は
、
ア
ル
各
(
・
W
・
バ

っ
な
が
む
が
深
い
こ
と
賞
重
力
が
碇

鵠
バ
ー
ク
ス
酬
撃
養
育
県
外
∵
貢

等
聖
.
が
天
の
親
日
家
で
、
柄
井
に
も

非
公
式
に
一
一
、
三
山
部
れ
て
い
争
」
と

も
あ
っ
て
、
謡
は
購
綱
に
巡
ん
蔦

.
姉
妹
大
学
生
繊
ふ
謝
警
」
し
て
、
う

ト
ガ
ー
ス
大
別
か
ら
㊥
グ
リ
フ
ィ
ス
資

料
、
米
国
史
の
港
ち
出
し
な
ど
図
高
、

資
料
の
交
鎮
⑨
双
方
の
改
段
変
換
。
ラ

大
で
は
、
独
身
の
教
官
を
二
年
間
受
け

入
れ
㌢
罷
駕
蕉
み
霜
樹
し
に

交
換
留
学
坐
の
実
施
④
清
秋
野
心
露

ー
ク
ス
副
学
長
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
イ

ル
ソ
ン
国
際
関
係
部
長
ら
大
学
別
の
営

の
梱
互
角
撞
④
交
渉
の
窓
口
は
、
ラ
側

で
は
ウ
イ
ル
ソ
ン
国
際
関
係
部
炎
が
担

当
す
る
-
と
い
う
軽
寮
が
な
さ
れ
た
。

福
井
背
年
会
議
所
で
は
、
早
速
範
邦
火

脚
に
、
米
側
の
愚
問
を
伝
え
て
、
姉
妹

捉
瑳
訊
問
を
今
後
、
具
体
化
し
∵
-
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

\
、

^
日
下
馨
料
を
持
ち
騙
る
>

酒
井
接
辞
吏
ら
は
、
同
大
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
図
哲
館
に
も
出
か
け
た
。
シ
ン

ク
レ
ア
図
替
館
長
の
案
内
で
資
料
を
調

べ
准
明
治
維
新
に
福
井
港
に
来
て
い

た
ウ
イ
リ
ア
ム
計
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の

臼
砲
を
は
じ
め
、
日
下
部
太
郎
の
動
向

を
知
る
日
本
人
愚
蜜
の
膨
大
な
資
料

シ
ン
ク
レ
ア
図
轟
長
の
案
内
で
、

日
下
部
太
郎
の
資
料
を
調
べ
る
福
井
哲

詞

三重年7即自‡
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シ
ン
ク
レ
ア
図
諸
費
の
案
内
で

日
下
部
太
郎
の
資
料
を
調
べ
る
福
井
音

量
ゝ
青
墨
汁
-
リ
ー
一
丁
へ
小
ブ
イ
-
-
皐
‥
訓
。
し
■
王
高
い
i
ナ
′

雪
∵
頚
骨
青
紫
∴
)

い
。
つ
.
∴
上
予

言
二
上
∴
言
草

キ
/

字
′

昭
和
五
十
一
年

ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年

九
月
十
七
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
(
赤
坂
)
(
こ
の
年
新
築
・
初
め
て
会
っ
た
日
本
人
)

若
泉
敬
先
生
同
行
に
て
、
I
・
D
・
ホ
ツ
ド
ソ
ン
駐
日
米
大
使
を
訪
問
。

十
一
月
三
日

福
井
で
の
式
典
へ
の
招
待
状
を
持
参
し
承
諾
を
え
ま
し
た
。

上臆_/ _____



日下部太郎石碑建立 実行委員会

ノ 予算及び資金計画, ( 3 `0万̃400万).外部への資金謁達成やランス

之 タイムスケジュール

乞月

?月/色目

g月 初旬

g月 中旬

g月 下旬

//月 3日

特別委員会.発展的解消-→実行委員会設立

市.小中学校校長会議出席 協力要請

米国大使館への説睨

資金調達完了

石揮発謹

除幕式

よ 当日の諸行事は青年会議所が主導権をもってやる事を原則とする

よ県・市との折顧口及蝦即嫡・砥市教醸・醸穣・県籠報)

ま 米国大使招曙に関する件 建国慶00年、日米修好′霧0年、学術文化交流

④/ /月之̃3日の予定か′/月3-4日の予定か

㊥随行員 夫妻.公使.書記官.聾視庁置通訳

②宿泊(芦原.開花事〉

㊤県.市の招待状

ア 式典のルール及び式次第(除幕式 日本流)

& パーティ(JCと大使)夜か昼か 招鰭 午餐会又は晩餐会

費 バークス氏招待状及び出迎えぐ--→福井大学(学長.清水)

′0 大使の話者会見 到着日の出迎え

′/ 内外話者団 API UP. NewYork Time昌

′之 日本.越前色の濃いものを

ノ鼻 諦念講演 文化会鯖/′月3日 午後孝時より・ /時間

/修 市立図書館の提供場所について



日下部太郎石碑建立 実行委員会 組織及び職務分掌

総 務 室

前 波

財

務

実行副委員長 3?名(河合)

⑦収入支出業務の一物

㊥事務局業務の-切

㊦記念誌発行

㊤バークス・ラドガース大学副学長接待

㊨その他

企画室.監事
内 藤 実行副委員長 ノダ名(川中)

④除幕式 式典行事の一切

会場設営、式典、司会進行、受付業務、コンパニオン

㊥その他

ブ`年度
理事長

<加韓一二>

実行委員長

く直紀酒井康行>

⑦日下部 

関する 

総轄 

⑫実行副 

調整 

⑦全般的 

②渉外に 

顧 問 著泉敬 

知事.市長.会頭 

太郎石碑建立に

ウ`年度事業の

委員長との連絡

な企画.立案

関する業務

指導力駒発室

中 山

賛
助
事
業

実行副委員長 5♂名(品川)

④報道関係一切の業務( P R )

㊦記念講演の-切(新しい日米関係について)

㊦招待者業務の・一切

㊤Par七y業務の一切

⑱その他

社会開発室
横 山 実行副委員長 ノア名(伊藤正)

①米国大使 接待、渉外業務の一切

㊥交通業務の置切(輸送、配車 e七か

㊦その他

国家間慰霊

石 橋

総

実行副委員長 よ′名(開発)

⑰石碑建立 企画.発謹.渉外.業務の農切

㊥作文コンクール

㊦資金間題(会員、 OB、外郭)

㊤ラドガース大学の資料

⑱福井大学、松平家への折衝

㊦7アイ.ぺ-タ一〇カツパー鍵

(Dその他



鰹
功

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業

記
念
式
典

除
幕
式
、

秋
晴
れ
の
美
し
い
日
で
あ
っ
た
。
顕
彰
碑
の
除
幕
式
は
、
ホ
ツ
ド
ソ
ン
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
閣
下
ご
夫
妻
は
じ
め
、
内
外
か
ら
の
多
数
の
来
賓

の
見
守
る
中
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
入
選
者
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

現
職
の
ア
メ
リ
カ
大
使
が
、
地
方
の
青
年
会
議
所
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
前
代
未
門
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
、
こ
の
事
業
計
画
が
、

日
米
友
好
の
絆
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
若
泉
敬
先
生
の
ご
努
力
な
し
に
は
、
到
底
実
現
さ
れ
な
い
快
挙
で
あ
っ
た
ろ
う
。

い
か
に
も
前
も
っ
て
書
類
で
連
絡
は
い
い
て
お
る
と
は
い
え
、
五
分
間
と
い
う
接
見
時
間
の
中
で
、
自
分
を
紹
介
し
、
そ
の
経
過
と
事
業
の
目

的
を
説
明
し
た
上
で
、
出
欠
の
可
能
性
に
つ
い
て
打
診
す
る
な
ど
、
そ
れ
も
外
国
語
を
駆
使
し
て
の
交
渉
と
く
れ
ば
、
こ
れ
は
最
早
お
手
上
げ
で

あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
れ
を
こ
な
す
知
識
も
能
力
も
な
い
。

若
泉
敬
先
生
と
の
わ
れ
わ
れ
の
出
会
い
は
、
一
九
六
六
年
三
月
の
例
会
の
時
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
先
生
は
、
文
芸
春
秋
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
と
の
単
独
会
見
を
発
表
さ
れ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
、
日
米
安
全
保
障
問
題
に
つ

い
て
、
激
し
い
討
論
を
展
開
し
た
り
と
、
内
外
と
も
に
注
目
を
集
め
る
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
た
。
先
生
は
、
福
井
青
年
会
議
所
に
対
し
て
、
主

と
し
て
国
際
政
治
を
中
心
と
し
た
講
義
を
根
気
よ
く
続
け
て
お
ら
れ
た
。
若
し
今
の
わ
れ
わ
れ
に
多
少
な
り
と
も
、
他
の
青
年
会
議
所
に
較
べ
て

知
的
欲
求
に
対
す
る
、
い
さ
さ
か
の
先
進
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
先
生
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

去
年
ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
か
ら
何
故
か
知
ら
ぬ
が
勲
章
を
も
ら
っ
た
時
、
中
学
生
の
同
級
生
が
中
心
と
な
っ
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
福
井
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
時
も
青
年
会
議
所
の
み
な
さ
ん
に
お
祝
い
を
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
一
番
の
幸
せ
だ
と
漏
ら
さ
れ
る
ほ

ど
に
、
そ
の
あ
つ
き
あ
い
は
極
め
て
親
密
で
あ
る
。

ホ
ツ
ド
ソ
ン
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
閣
下
の
福
井
で
の
予
定
作
製
の
段
階
で
、
温
厚
な
先
生
が
珍
し
く
立
腹
さ
れ
た
。
「
わ
た
し
は
、
大
使
夫
妻

を
、
知
事
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
に
会
わ
せ
る
だ
け
の
た
め
に
、
今
回
の
御
世
話
を
買
っ
て
で
た
の
で
は
な
い
。
大
使
と
青
年
会
議
所
の
会
員
が
親

し
く
話
し
合
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
米
友
好
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
ゆ
く
の
で
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
の
努
力
は
、
水
の
泡

だ
。
若
し
、
大
使
と
の
交
流
の
場
所
を
用
意
で
き
な
い
な
ら
、
今
回
の
こ
と
に
つ
い
て
の
、
わ
た
し
に
対
す
る
一
切
の
ご
招
待
を
お
断
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

人
絹
会
館
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
そ
ん
な
経
緯
か
ら
用
意
さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
楽
し
い
一
夕
で
あ
っ
た
。
大
使
御
夫
妻
に
と
っ
て
も
、
ま

た
、
出
席
し
た
全
参
加
者
に
と
っ
て
も
、
先
生
の
温
情
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。



た
、
出
席
し
た
全
参
加
者
に
と
っ
て
も
、
先
生
の
温
情
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。

先
生
と
私
た
ち
に
は
、
一
つ
の
小
さ
な
約
束
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
十
一
世
紀
を
み
る
会
。
と
い
う
も
の
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
約

束
な
の
だ
。
一
九
九
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ど
こ
か
の
山
寺
の
庫
裡
で
も
借
り
て
、
年
越
し
蕎
麦
を
食
べ
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に

明
日
の
話
で
も
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

福
井
青
年
介
護
所
は
、
二
年
前
か
ら
日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
彼
の
日
本
を
思
う
心
、
福
井
に
つ
く
す
心
、
そ
の
強
烈

な
達
成
意
欲
を
私
た
ち
は
福
井
の
若
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
福
井
県
民
の
誇
り
と
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

本
日
「
文
化
の
目
」
に
日
下
部
太
郎
と
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
の
日
米
の
友
情
の
絆
を
称
え
、
百
二
十
年
に
わ
た
る
日
米
修
好
の
限
り
な
き
前
途
を

願
っ
て
、
ホ
ッ
ド
ソ
ン
駐
日
米
国
大
使
閣
下
御
夫
妻
、
バ
仁
ク
ス
、
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
副
学
長
御
夫
妻
を
は
じ
め
、
こ
の
事
業
に
御
賛
同
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
の
御
臨
席
を
得
ま
し
て
「
堕
涙
碑
」

の
除
幕
を
行
え
ま
す
こ
と
は
、
会
員
四
十
名
に
と
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
感
激
に
た
え
ま
せ

ん
。福

井
青
年
会
議
所
の
日
下
部
太
郎
顕
彰
事
業
は
、
本
日
が
そ
の
第
一
歩
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
は
、
国
際
社
会
に
広
く
拡
げ
た
公
正
な
目
と
炎

の
よ
う
に
燃
え
る
青
年
の
気
概
の
養
成
に
、
全
力
を
傾
け
ま
す
。
関
連
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
教
養
セ
ミ
ナ
ー
、
タ
フ

テ
ィ
・
ク
ラ
ブ
は
、
次
年
度
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
し
、
福
井
大
学
と
ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
の
姉
妹
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
側
面
か
ら
応
援
を
重

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

小
史
千
萬

(
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
九
日
発
行
)

編
集
者

開
発

聡

発
行
者

社
団
法
人

福
井
青
年
会
議
所



日下部太郎顕彰碑除幕式諸国

鞭 福 鞘 青 年 会 議 所

騎和音〆年′日月鴨g日

日下蔀太魅顕彰韓建立実行委員会

理 事 長 期∴醸 -→ 二

実行委員長 酒 井 康 行



J。 D。泰ツドッン駐願米国大使栗橋日蓮

ポッドジン大使夫妻

グレイク構佐富

里インワース大阪総領事

薯 泉 敬夫妻

馨∴∴鰭

タ グ月3日 夕 33∫義

?∴3筈‾0発

タグ“ 3 00蕃

〆タダ き。雷奮発

タダ_;30潜

〆 ノ’ 3 50発

夕 を2 3 00義

タ、3 さこ 慶0発

〆 3 き、君0着

タダ さ守0発

′重 さ 摩2∫潜

′ ∠;さ 30発

〆∵夢 〈;30霜

f 8∵号 30発

ノ ア 305着

′f月掌日 夕 3ま0蕃

f O 号′0発

名
名
名
名
名

霧

′
ノ
ダ

つ
ね

〆

大阪よりノダ言03雷鳥グ号

勝又氏

小松空藩 全日空ア三吉f優

福井県庁 知事表敬訪闇

(霧′-夕/タの÷

福井市役所 市長表駿誘間

(義之一000/ )

福井市立図書館

(雷名一缶000〉

湊町 開花亭

(霧3一ゾ00ア)

永 平 寺

記念式典除幕式

/23霧0-壬 3き。20

電器餐会

道中にて坪川邸見学

福井人絹会館 福井青年会議所
は之草餅の 招待パーティ

ェインワース大阪総領事

fg30与∠(雷鳥′0号〉

芦原 開花亭 知事招待夕食会

( 0プア乞一アブ一霧∫霧∫ )

小松空港



州立ラ∴ドガ一式大学(討J 廿S A)

副学長デーダスW パークス博士実妻日程

f J/月′ 日 〆 〆!号.2霧 福井馨(京都より雷鳥義母)

福井駅出迎 J C役員。担当室

〆、3 言; 30′-/∫ 8 00

知事。市長。商工会議所会頭表敬誘闇
/ .千 号 30《㍉了 と『 8 00

歴史餞_。「博物館見学

夕1ダ昌;00 福井J C有志夕食会(風琴亭)

霧与○○まま〆〆

タグ月鼻白 8害、$0 県立藤島轟接着
g〈;掌0/シテ’さ隼0 讃 演

4 0 300′一膏’ ` : 00 福井大学訪問
夕 くダg OÕ 丹厳岡於夕食会(3よ-雷名名g)

(ロバ一缶∴∴フラーシャ去)

タグ月3日 f′ 害00 福井市立図書館蕃(湯葉接待)

′ .霧 3 .20

ゼf 3 00

〆夕月葬日 午後 福井発

式 典参列

以後大使同行

芦原開花亭発 福井パレスホテル



嫁 捻∴桑 式 次 第

〆〆月3目上文化の日) 〆。霧3∴⊇0′-/3〔;霧0

福井市立図書鰭 小公園

次∴第
笑 開 会 の 韓(司会3肉醸 英語3開発)

ノ 国歌吹奏(米国。丁目奉)及び国麗掲揚

ノ JCソング吹奏及JC旗輯

亮 理事長擬拶

霊 実行委員長経過報告

ノ 催吏ヨシタール入賞者表彰

霊∴除 幕(恭国大使。催交響シタール入賞者ヲ名)

/∴駐日米国大使お言葉

読 ラドガース大学副学長揆拶

ノ:フアイ。ベーター。カツノ、」K田首領遠くバータス氏より理事長)

霊 薬賓椀辞(代表 福井県知事 申川平太夫)

亮 目録並びに盤駐晋贈呈(理事長より市長へ)

霊∴認 韓(福井市長 大武幸夫)

亮 閉 会 の 寵

緒 注 当日はダークスニッ清掃
平 腰



記
念
式
典
で
の
、
ホ
ツ
ド
ソ
ン
駐
日
米
国
大
使
あ
い
さ
つ

中
川
知
事
、
大
竹
市
長
、
清
水
学
長
、
加
藤
理
事
長
、
バ
ー
ク
ス
博
士
、
福
井
県
民
の
皆
様
。
ま
ず
初
め
に
、
今
日
福
井
に
お
招
き
頂
き
ま
し

た
事
に
対
し
、
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
で
の
職
務
を
逃
れ
て
、
い
わ
ば
「
本
当
の
日
本
」
で
し
ば
し
の
時
を
過
ご
す
機
会
を

得
ま
し
た
こ
と
を
、
と
り
わ
け
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
も
妻
も
、
福
井
の
皆
様
方
に
お
目
に
か
か
り
、
ま
た
こ
の
地
方
の
す
ぼ
ら
し

い
景
勝
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
重
要
な
式
典
に
皆
様
と
と
も
に
参
列
す
る
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

一
九
七
六
年
の
こ
の
年
に
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
の
職
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
私
は
、
日
本
で
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
を
祝
う
多
種
多
様
な
催
し

が
行
わ
れ
る
の
を
、
大
き
な
喜
び
と
満
足
感
を
持
っ
て
注
目
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
国
民
に
代
わ
っ
て
、
皆
様
の
ご
厚

意
や
皆
様
が
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
祝
典
に
心
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
日
本
の
多
く
の
友
人
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
ア
メ
リ
カ
人
は
、
日
本
の
二
千
年
に
わ
た
る
誇
ら
し
い
歴
史
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
事
を
知
っ
て
謙
虚
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
に
あ
た
り
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
や
栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝

ァ
メ
リ
カ
の
二
百
年
の
歴
史
は
、
偉
大
な
新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
人
々
の
物
語
で
し
た
。
私
た

ち
ア
メ
リ
カ
人
は
、
こ
う
し
た
開
拓
者
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
建
国
史
の
上
で
最
高
の
名
誉
あ
る
地
位
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
日
本
…
と
り
わ

け
福
井
県
・
‥
も
ま
た
M
開
拓
者
の
勇
気
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
備
え
て
い
る
人
々
の
偉
大
な
貢
献
を
認
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
嬉
し
く
思
っ
て

ぉ
り
ま
す
。
特
に
私
は
日
本
の
顕
彰
式
典
が
、
聡
明
で
、
力
強
い
、
次
の
舞
台
に
今
や
踊
り
出
ん
と
す
る
よ
う
な
、
福
井
青
年
会
議
所
の
若
い
人

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
創
意
さ
れ
、
そ
し
て
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
日
本
の
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
疑
い
も
な
い

頼
も
し
い
、
人
た
ち
の
手
に
託
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
確
信
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

経
歴
が
著
し
く
異
な
る
日
下
部
太
郎
氏
と
ウ
イ
リ
ア
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
は
、
最
も
崇
高
な
意
味
で
先
駆
者
で
し
た
。
太
平
洋
の
両
岸
の
互

い
に
大
い
に
異
な
る
世
界
を
探
求
し
、
架
け
橋
を
か
け
よ
と
し
た
二
人
の
相
互
の
努
力
は
長
く
記
憶
さ
れ
、
大
い
に
讃
え
ら
れ
る
に
値
し
ま
す
。

二
人
が
そ
の
冒
険
の
影
響
、
つ
ま
り
今
日
何
千
人
も
の
日
米
両
国
の
学
生
が
太
平
洋
を
飛
ん
で
行
き
来
し
、
絶
え
ま
な
い
国
際
交
流
の
流
れ
を

形
づ
く
つ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
驚
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
下
部
さ
ん
と
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
に
讃
え
る
我
々
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
二
人
の
信
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
讃
え
て
い
る
の
で
す
。
二
人
は
広
範



紬う軍部轟碕

な
個
人
的
接
触
を
行
い
、
相
互
の
文
化
を
真
剣
に
研
究
す
る
こ
と
が
、
平
和
で
繁
栄
す
る
世
界
の
利
益
に
最
も
叶
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
日
こ
の
二
人
の
先
駆
者
を
讃
え
る
こ
と
こ
そ
、
福
井
が
日
米
友
好
百
二
十
年
を
祝
い
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
祭
を
祝
う
の
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
方
々
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

.
、
年

醤
卑
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堕
涙
碑
建
立

(
我
が
国
最
初
の
米
国
留
学
生
・
日
下
部
太
郎
)

昭
和
三
十
三
年
卒

酒
井
康
行

今
を
去
る
百
三
十
七
年
(
慶
応
三
年
)

の
こ
と
、
我
が
国
の
歴
史
が
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
幕
末
、
国
の
将
来
を
胸
に
膨
ら
ま
せ
、

藩
主
松
平
春
嶽
か
ら
改
名
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
れ
た
、
日
下
部
太
郎
(
旧
姓

八
木
八
十
八
)

は
、
二
月
十
三
日
長
崎
を
出
港
し
て
三
月
十
七
日

ジ
ャ
ワ
到
着
、
四
月
二
十
二
日
ジ
ャ
ワ
出
帆
、
七
月
十
三
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
。
百
五
十
日
間
も
か
か
り
、
蘭
学
よ
り
英
語
を
選
び
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
州
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市

州
立
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
(
創
立
一
七
七
六
年
)
に
入
学
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
決
死
的
仕

事
で
は
な
か
っ
た
か
。
キ
ン
グ
オ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
呼
ぶ
な
ら
、
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
は
ク
イ
ー
ン
オ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
寸

暇
を
惜
し
ん
で
学
問
に
身
を
投
じ
、
私
欲
を
捨
て
、
つ
い
に
は
並
み
い
る
ア
メ
リ
カ
入
学
生
を
差
し
置
い
て
、
フ
ア
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
ー
賞

を
受
賞
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
事
に
結
核
に
倒
れ
黄
泉
の
客
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
松
平
春
嶽
も
儒
者
と
し
て
有
名
だ

っ
た
吉
田
東
壁
も
異
国
で
の
彼
の
計
報
に
接
し
死
を
悼
む
言
葉
を
連
綿
と
綴
る
堕
涙
碑
を
明
治
六
年
に
書
き
残
し
た
。
一
八
七
〇
年
に
彼
の
大
学

先
輩
で
あ
っ
た
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
E
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
「
日
下
部
の
よ
う
な
秀
才
を
生
ん
だ
福
井
藩
の
た
め
な
ら
」
と
藩
校
明
道
館
に
て
「
お

雇
い
外
国
人
」
当
時
二
十
九
歳
俸
給
三
〇
〇
円
と
し
て
福
井
の
教
育
に
貢
献
さ
れ
、
東
京
大
学
の
前
身
、
開
成
校
設
立
の
為
福
井
を
去
り
、
昭
和

二
年
五
十
年
振
り
に
再
び
福
井
へ
夫
妻
で
来
福
さ
れ
た
折
、
福
井
中
学
生
・
学
生
・
市
民
こ
ぞ
っ
て
星
条
旗
を
ふ
っ
て
盛
大
な
歓
迎
式
が
行
わ
れ

た
。
当
時
六
代
目
永
井
環
福
井
市
長
に
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
は
、
日
下
部
記
念
碑
の
た
め
、
二
十
円
渡
さ
れ
た
が
、
市
長
個
人
的
理
由
と
第
二
次
世

界
大
戦
と
云
う
不
幸
な
出
来
事
の
た
め
、
昭
和
五
十
年
迄
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
理
事
長
の
立
場
に
あ
り
ま
し
た
私
は
、
ラ
ド
ガ
ー
ス
大

学
訪
問
後
、
大
武
市
長
に
要
請
し
、
関
係
当
局
に
働
き
か
け
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日
(
文
化
の
目
)

又
米
国
建
国
二
百
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
文
京
地
区
の
市
立
図
書
館
の
公
園
内
に
、
駐
日
米
大
使
I
・
D
・
ホ
ツ
ド
ソ
ン
夫
妻
、
中
川
知
事
、
大
武
市
長
ご
臨
席
の
も
と
堕
涙
碑
の
顕

彰
除
幕
式
を
取
り
行
い
ま
し
た
。
石
碑
の
設
計
施
工
は
青
年
会
議
所
、
二
人
の
人
物
デ
ザ
イ
ン
は
雨
田
光
平
作
に
て
、
福
井
市
へ
寄
贈
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
日
藤
島
高
校
に
て
バ
ー
ク
ス
博
士
の
講
演
会
実
施
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
米
大

使
が
堕
涙
碑
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
会
議
所
は
福
井
大
学
と
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
と
の
姉
妹
締
結
、
福
井
市
と
N
B
市
と
の
姉
妹
締
結
の
提
言

を
行
い
、
そ
の
と
お
り
と
な
り
、
既
に
二
十
周
年
の
時
が
過
ぎ
ま
し
た
。
藩
校
明
道
館
で
秀
才
の
ほ
ま
れ
高
か
っ
た
一
留
学
生
の
行
動
が
如
何
に

多
く
の
こ
と
を
日
米
両
国
に
波
及
し
た
こ
と
か
、
教
育
は
人
を
造
り
、
国
を
造
る
と
云
う
理
念
で
若
者
に
希
望
を
与
え
、
若
者
を
し
て
未
来
の
国

造
り
の
主
人
に
さ
せ
る
よ
う
な
教
育
環
境
が
母
校
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
更
な
る
二
百
年
に
向
か
っ
て
発
展
し
て
下
さ
い
。



当
時
社
団
法
人
福
井
青
年
会
議
所
顧
問
で
あ
り
ま
し
た
、
若
泉
敬
先
生
に
は
強
度
の
た
め
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

若
者
の
た
め
に
大
変
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
た
こ
と

福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校

創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
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珪錆3轟韓▼据揃義
子Dさ珊3衰うら宙血道副託jn祝yD競れe
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-幽明転重症擬e C克服ざら露草[eぐる言五〇ェ至れd

王拙弛誼壇幸了妻孤壬サS貧.匹互調う虹七己二生5
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昭
和
五
十
二
年

ラ
ド
ガ
ー
大
学
へ
日
下
部
太
郎
百
年
忌
。
合
同
慰
霊
祭

大
武
福
井
市
長
、
市
橋
福
井
商
工
会
議
所
会
頭

参
列
。

特
別
会
員

堂
下
健
二

著

ぎ
k
⊂
i
)
N
①
W
J
①
r
S
①
y
D
a
y
○
○
t
 
m
∞
.
志
べ
べ

(
昭
和
五
十
二
年
)

「
夫
人
間
の
浮
生
な
る
相
を
つ
ら
づ
ら
観
ず
る
に
、
凡
そ
優
き
も
の
は
こ
の
世
の
始
中
終
、
幻
の
如
く
な
る
一
期
な
り
、
さ
れ
ば
未
だ
万
歳
の
人

身
を
受
け
た
り
と
い
う
事
を
聞
か
ず
…
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
西
本
願
寺
宣
教
院
開
法
善
師
の
重
く
厳
か
に
響
く
蓮
如
上
人
の
御
文
集
が
、
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
K
i
r
k
p
a
t
r
i
・
k
C
h
a
p
①
十
の

建
物
に
こ
だ
ま
し
た
時
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
の
秋
空
は
澄
み
渡
っ
て
い
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
が
八
十
年
前
こ
の
教
会
で
三
時
間
に
も
わ
た
る
「
日
本
に
於
け
る
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
卒
業
生
達
」
と
題
す
る
演
説
を
行
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
伝
統
あ
る
教
会
の
祭
壇
に
、
黒
白
の
幕
を
張
り
十
字
架
と
マ
リ
ア
像
を
隠
し
中
央
に
日
下
部
太
郎
の
遺
影
を
飾
り
仏
式
の
焼

香
台
と
法
名
札
を
立
て
、
右
横
に
鐘
を
前
に
し
て
関
導
師
が
法
衣
を
ま
と
っ
て
座
し
左
横
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
大
き
な
法
衣
を
ま
と
っ
た
R
O
b
①
r
t

「
↓
a
n
k
s
ト
の
y
牧
師
が
立
っ
て
い
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
、
ブ
ロ
ー
ス
タ
イ
ン
、
ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
総
長
、
バ
イ
リ
ー
ン
N
・
了
知
事
代
理
、
リ
チ
ャ
ー
ド
、
マ
リ
ガ
ン
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
長
、
バ
ー
ク
ス
副
学
長
ら
を
始
め
…
名
に
渡
る
米
人
参
列
者
た
ち
を
前
に
、
高
橋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
、
大
武
福
井
市
長
、

市
橋
会
頭
ら
日
本
側
十
数
名
が
並
ぶ
中
を
関
導
師
の
御
文
集
が
続
く
。

「
我
や
先
人
や
先
、
今
日
と
も
知
ら
ず
明
日
と
も
知
ら
ず
遅
れ
先
立
つ
人
は
も
と
の
し
ず
く
末
の
露
よ
り
も
茂
し
と
言
え
り
、
さ
れ
ば
‥
」
米
人
た

ち
の
姿
勢
が
次
第
に
関
導
師
の
方
に
向
け
ら
れ
、
組
ま
れ
た
足
が
降
ろ
さ
れ
惹
き
疲
れ
た
よ
う
に
背
筋
が
伸
び
て
い
た
。
中
に
は
十
人
大
き
く
う

な
ず
く
者
も
居
て
彼
な
り
に
一
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
「
朝
に
は
紅
顔
有
り
て
夕
に
は
白
骨
と
な
れ
る
身
な
り
…
」
私
に
は
百
年
を
超
え
て

遠
く
の
こ
の
地
で
日
下
部
と
朗
氏
の
供
養
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
歴
史
的
瞬
間
を
噛
み
し
め
る
感
激
よ
り
も
先
に
、
四
百
年
も
前
に
蓮
如
上
人
が

北
陸
の
農
民
を
し
て
戦
国
大
名
に
互
す
る
勢
力
ま
で
に
育
て
た
仏
教
の
真
髄
が
、
時
を
経
て
場
所
を
異
に
し
全
く
の
異
人
た
ち
の
前
に
同
じ
よ
う

な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
姿
に
唖
然
と
し
た
。



キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
で
阿
弥
陀
経
の
読
経
を
聞
き
、
線
香
を
焚
き
な
が
ら
御
文
集
を
朗
読
す
る
奇
異
さ
の
中
で
全
て
は
何
お
淀
み
も
な
く
流
れ

て
い
っ
た
。
「
す
な
わ
ち
二
つ
の
ま
な
こ
た
ち
ま
ち
に
閉
じ
一
つ
の
息
長
く
絶
え
ぬ
れ
ば
、
紅
顔
虚
し
く
変
じ
て
桃
李
の
装
い
を
失
い
ぬ
る
時
は

六
親
け
ん
屈
集
ま
り
て
嘆
き
悲
し
め
ど
も
更
に
そ
の
甲
斐
あ
る
べ
か
ら
ず
…
」

私
に
は
日
下
部
太
郎
氏
の
悲
劇
は
、
日
本
人
と
し
て
、
福
井
の
人
間
と
し
て
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
よ
り

も
前
に
、
そ
の
事
を
超
越
し
て
一
つ
の
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
計
ら
ず
も
目
に
熱
い
も
の
が
溢
れ
て
く
る
の
を
と
め
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
。
ジ
ー
パ
ン
を
は
い
た
長
髪
の
学
生
が
歩
み
出
て
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
香
を
つ
ま
み
両
手
を
組
ん
で
目
を
つ
む
っ
て
い
る
。

彼
な
り
に
百
年
以
前
の
日
本
人
留
学
生
を
偲
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
発
的
に
参
列
し
て
き
て
い
る
彼
ら
の
心
に
は
私
は
深
く
頭
を
下
げ
た
。

見
る
と
大
武
市
長
も
手
を
合
わ
せ
彼
ら
に
目
礼
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

約
一
時
間
二
十
分
の
法
要
で
は
あ
っ
た
が
、
握
手
を
し
合
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
は
こ
と
ご
と
く
「
素
晴
ら
し
い
式
典
だ
っ
た
」
と
称
賛
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
。
高
橋
総
領
事
は
「
長
い
外
交
官
生
活
の
中
で
今
日
ほ
ど
感
激
し
た
目
は
な
か
っ
た
」
と
私
の
手
を
握
り
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
。
私

は
真
っ
先
に
開
法
善
導
師
の
所
へ
行
き
感
謝
の
言
葉
を
言
い
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
不
況
の
苦
労
を
慰
め
た
。

〇
一
〇

雪
国
∞

福
井
か
ら
拝
参
の
お
み
あ
げ

大
武
市
長
よ
り

写
真
中
央

ブ
ロ
ン
ス
タ
イ
ン

州
立
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学

学
長

写
真
中
央
左
手

堂
下
氏

写
真
右
奥

酒
井
康
行



合
同
慰
霊
祭

(
日
下
部
太
郎
百
年
忌
)

資
料
編

A
 
S
E
R
<
H
C
田
○
『
R
E
M
茎
葉
A
N
C
巾
A
N
D
呂
D
H
C
A
T
H
婁

(
記
憶
と
献
身
の
サ
ー
ビ
ス
)

ぎ
t
g
①
r
S
i
手
の
S
十
a
十
の
手
i
<
①
r
S
i
t
y
 
O
巾
N
e
w
」
の
r
S
①
y
(
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立

ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
)

K
i
r
k
p
a
t
r
i
O
k
 
C
h
a
p
①
-
(
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
ス

チ
ャ
ペ
ル
)

○
○
t
O
b
①
r
十
∞
二
①
斗

(
一
九
七
七
年
・
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
八
日
)

吉
田
S
E
R
<
白
C
E
(
サ
ー
ビ
ス
)

H
n
<
○
○
a
t
i
O
n
 
b
y
 
R
の
く
①
r
晋
d
 
R
O
b
e
r
t
十
手
n
k
s
㌃
y
(
尊
い
ロ
バ
ー
ト
J
.
↓
a
声
k
s
十
の
y
に
よ
る
呼
出
し
)

N
E
W
 
J
買
S
畢
A
害
二
と
K
日
H
(
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
福
井
)

G
r
①
①
t
i
n
g
s
芋
茎
案
.
E
d
w
a
r
d
」
B
十
〇
u
誓
e
i
n
㌔
r
e
s
i
d
①
已
O
f
 
R
u
t
的
①
r
S
I
享
①
S
t
a
t
①
U
n
i
<
①
r
S
i
t
y

O
f
 
N
e
w
 
J
e
r
s
e
y

エ
ド
ワ
ー
ド
J
ブ
ロ
ー
ス
タ
イ
ン
博
士

(
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
州
立
ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
総
長
)

か
ら
の
挨
拶

幕
s
s
a
O
O
①
昌
〇
百
t
h
①
G
O
<
e
旨
O
r
 
O
f
N
e
w
 
J
e
r
s
e
y
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
州
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

P
r
O
記
a
雪
a
t
i
O
n

(
宣
言
)

M
①
S
S
a
g
①
f
r
O
ヨ
t
h
①
C
O
コ
S
u
十
G
①
つ
の
r
a
○
○
f
 
J
a
p
嘗
}
N
①
W
Y
O
r
k
日
本
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
総
領
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
晋
a
r
k
s
 
b
y
 
P
r
O
f
①
S
S
O
r
 
A
r
d
a
t
h
 
W
.
B
u
r
k
s
ア
ー
ダ
ス
W
.
B
毒
k
s
教
授
に
よ
る
意
見

R
①
ヨ
a
r
k
s
 
b
y
 
D
r
.
串
O
W
a
r
d
 
G
.
国
a
g
晋
a
コ
}
P
r
①
S
i
d
告
t
 
O
f
 
N
①
W
 
B
r
毒
S
W
i
c
k
吉
①
〇
十
〇
閃
i
$
十
S
e
ヨ
i
n
a
r
y

(
ハ
ワ
ー
ド
G
.
寓
a
g
①
ヨ
a
国
博
士
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
神
学
的
神
学
校
の
大
統
領
に
よ
る
意
見
)

吉
田
B
日
昌
呂
S
↓
C
E
R
E
M
O
N
Y

(
仏
教
の
式
典
)

G
O
コ
g
(
点
鐘
)

S
h
i
b
j
O
(
s
⊆
t
r
a
 
C
h
a
n
t
小
品
)

(
経
典
唱
和
)

A
ヨ
i
d
a
 
K
y
O
(
H
皿
の
n
S
①
○
嵩
の
r
i
n
g
)

阿
弥
陀
経

(
香
提
供
物
)

S
①
r
ヨ
○
声
b
y
 
R
の
く
①
r
①
n
d
国
○
声
Z
①
n
 
S
①
k
i
 
R
e
a
d
i
品
C
f
 
S
O
r
i
p
t
幸
の
S
(
関
法
善
導
師
に
よ
る
説
教
)

P
r
①
S
①
コ
t
t
a
t
i
O
n
 
b
y
 
D
r
.
Y
仁
k
i
○
○
t
a
k
e
≒
a
y
C
r
 
C
f
 
F
u
k
⊆
i

(
大
武
福
井
市
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
)

C
H
「
H
E
S
 
O
『
N
畢
B
R
日
N
S
善
C
K
 
A
N
D
苫
K
U
H

(
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
と
福
井
市
)
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THE SERVICE

Invocation by Reverend Robert J・ Tanksley

N仁W岬尺S冨Y AND Fし腺し∬

Greetings from Dr. Edward J"Bloustein, President

Of Rutgers-The State Universrty of New Jersey

Message from the Govemor of New Jersey

Pro cla皿atio n

Message from the Consul General of Japan, New York

Remarks by Professor Ardath W. Burks

Remarks by Dr" Howard G' Hageman′ President

Of New Brunswick TheoIc)gical Seminary

丁甘言BuDD且IST C号RE材ONY

Gong

Shibujo (Sutra Chanting)

Amida Kyo (Incense Offering)

Sermon by Reverend Honzen Seki

Reading of Scriptures

Presentation by Dr.捜忠恕台数喜忠恕L

CI打電S OF NEW BRけNSWICK AND FuKuI

Message from the Honorable Richard手Mulligan,

Mayor 。f City of New Brunswick

Procla皿ation

Graphi⊂ Display of Restored Willow Grove Cemetery

Words of Appreciation from Representatives from Japan

Benediction by Reverend Honzen Seki

M
①
S
S
a
g
①
f
r
O
ヨ
t
h
①
串
O
n
O
r
a
b
書
の
R
i
O
h
a
r
d
 
J
.
M
巨
]
i
g
a
n
≒
a
y
O
r
 
O
巾
C
i
t
y
〇
円
N
①
W
 
B
r
u
冨
W
i
c
k
 
P
r
8
十
善
a
t
i
O
n

(
リ
チ
ャ
ー
ド
J
.
季
こ
i
g
a
n
か
ら
の
メ
ッ
セ
⊥
シ
、
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ツ
ク
宣
言
の
都
市
の
市
長
)

G
r
a
p
h
i
c
 
D
i
s
p
十
a
y
 
O
f
 
R
①
S
t
O
r
①
d
W
i
こ
O
W
G
r
O
<
e
 
C
晋
の
七
e
r
y
 
W
O
r
d
s
 
O
f
A
p
p
r
①
○
卜
a
上
土
O
n
f
r
O
ヨ
R
①
p
r
e
S
告
t
a
t
i
<
e
S
 
f
r
O
ヨ
J
a
p
a
っ

(
日
本
か
ら
の
担
当
者
か
ら
の
理
解
の
復
元
さ
れ
た
ウ
イ
ロ
ー
グ
ロ
ー
ブ
墓
地
言
葉
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
)

B
告
の
d
i
C
t
i
O
n
 
b
y
 
R
の
く
①
r
①
n
d
国
O
n
Z
①
n
 
S
①
k
王

(
開
法
善
導
師
に
よ
る
祝
福
)

「
。
l
し
.
-
し
ト
E
-
†



昭
和
諾
年
(
一
九
八
〇
)

九
月
九
日
̃
十
日

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
米
国
大
使
来
福

i
-
-
.
・
・
、
-
・
こ
,
」
-
-
I
I
-
三
-
!
-
丁
と
重
電
章
一
,
雪
〇
一
●
̃
ま
す
瞥
●
"
●
と
事
一
章
で
-

語漑詰繋空事蒋語評語癌請書
熟

マ
ン
ス
フ
ィ
十
ル
ド
米
国
奈
美
ン
セ
ン
タ
ー
館
長
ら
六
人
。
∴
九
日
午
㍉

妻
は
九
日
、
福
井
青
年
会
議
所
(
畑
二
集
団
鉄
福
井
駅
に
着
い
た
後
、
中

半
農
〇
月
耳
一
当
弓
」
寸
▲
▼
-
-
あ
ー
ふ
き
世
-
・
ぐ

十
日
は
案
前
車
、
駕
江
南
の
若
菜

■
ミ

ノ
ヽ
′
.

珂‾〕畢,

市
立
暑
僻
轡
お
宮
下
部
ダ
リ

露
擬
熊
薙

人
の
代
表
と
懇
談
会
に
出
席
。
二
時

過
ぎ
た
福
井
港
離
拘
る
。

立
ル
ド
大
便

鰹
∵
フ
ィ
寄
竃
蓄
萎
、

…
∵
か
ら
接
種
萎
畳
会
議
前
代
菜
箸
と

圃
閤
圏

蟻
懇
談
蓬
蚤
∵
∴
子

.
大
聖
希
は
、
∴
天
人
の
車
上
サ
ン

一
.
’

′

■

さ
ん
へ
大
便
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
ア
阜
両
知
事
と
大
武
市
長
を
そ
れ
ぞ
れ
表

イ
シ
フ
ス
・
M
・
オ
ニ
ー
ル
氏
、
ヒ
敬
訪
問
。
夜
に
は
細
萱
招
待
の
夕
食

ユ
ー
∴
干
ハ
ラ
奮
蜃
ア
メ
リ
カ
含
蔑
嘗
∵

ほ
福
蕾
等
会
議
所
が
建
て
た
日
下

部
グ
リ
フ
ィ
ス
諦
念
醇
に
大
使
が
興

陳
を
誓
、
福
井
箸
芋
聾
者
の

集
ま
り
で
潜
る
同
会
議
所
の
メ
ン
バ

ー
と
套
選
詩
ち
た
い
と
い
う
希
望

か
ら
実
現
。
同
会
議
所
の
代
表
者
だ
ー

ち
は
経
済
問
題
や
世
界
に
お
は
る
日

本
の
複
割
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で

懇
談
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

」
培

毒
妾
掌
‡
葦
嘉
島
を
琴
葦
善
書
等
妾
雫
薫
諸
富
善
幸
葦
芸
妾
秦
善
美
妾
書
芸
葦
註

」
一

-

!

ヽ
′
〆



昭
和
五
十
六
年

福
井
大
学
と
ラ
ド
ガ
ー
大
学
姉
妹
大
学
提
携

昭
和
五
十
七
年

福
井
市
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
姉
妹
都
市
提
携

昭
和
五
十
七
年

ラ
ド
ガ
ー
ズ
大
学
元
副
学
長

バ
ー
ク
ス
博
士
来
福
。

擢租う子年(」搬年上! 1月4白 く木曜日) (16)

閻
圏
園
圏
圏
囲
圏
躍
躍

会議所メンバーと懇談

語
井
市
と
米
国
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ

ウ
ィ
ッ
グ
帝
と
の
姉
妹
蟄
巾
軽
蔑

後
、
初
め
て
来
電
し
た
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
元
動
学
亭
デ
ー
タ
ス
・
W
六

-
ク
ス
尊
王
睦
言
、
福
井
青
年
会

議
所
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
和
や
か
に
一

基
翠
し
た
っ
こ
の
事
で
同
管
土
筆
若

い
力
は
家
電
ら
し
い
.
今
後
も
両
都

市
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
固
い
き

ず
な
を
築
き
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
一

い
÷
な
ど
と
緻
励
∴
十
日
蘭
の
滞
在

日
蓮
を
終
え
た
二
置
士
は
四
日
、

福
井
を
罷
れ
る
ブ

こ
の
目
、
同
博
士
と
福
井
青
年
会

議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
再
会
し
た
の
は

南
井
重
量
書
籍
の
教
壇
内
に
立
つ

日
下
郵
太
酪
顕
彰
堕
副
〕
こ
の
韓
は

五
十
一
年
十
一
月
三
百
、
回
高
士
夫

妻
ら
を
招
き
除
幕
式
を
行
っ
て
お
-

り
、
両
者
の
再
会
は
実
に
六
年
ぶ
り
プ

同
書
隼
会
議
所
は
そ
の
後
、
代
表
団
一

ゆ
か
り
の
傑
い
W
・
E
・
タ
リ
フ
ィ

え‾二兎‾-え

(
元
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
教
書
の
所

で
知
ら
れ
る
親
日
家
.
ク
リ
フ
ィ

レ
イ

矯
弟
関
係
だ
っ
た
裔
井
藩
の

留
学
生
、
日
下
蔀
に
も
興
味
を
示
し
、

一
戦
後
は
今
回
を
含
め
て
六
度
も
福
井

を
訪
れ
、
普
な
ら
ぬ
研
塞
葱
を

見
せ
て
き
た
。

交
流
会
で
は
、
当
番
の
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
の
生
活
風
景
や
学
生
の
勉
学
態

度
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
下
部

の
人
と
な
り
を
し
の
び
「
こ
れ
を
蕎

誓
二
「
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
に
㌦
嵩
蔀
市
と
さ
ら
に
ラ
ト
雪
▲
煮

福
井
青
年
会
議
所
の
代
表
と
再
会
を
喜
び
合
う
博
士
夫
妻

深
遠
す
る
な
ど
∵
両
都
市
姉
妹
琵
麓

の
重
要
な
橋
渡
し
役
を
捏
い
、
掌
士

と
も
交
流
を
続
け
て
き
た
。

午
萱
・
-
醇
か
ら
同
図
書
醇
で
交
流

会
が
行
わ
れ
た
。
博
士
は
本
県
と
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
は
唐
笠

六
二
舞
大
が
誓
、
文
化
藍
で

交
流
が
深
め
ら
れ
る
峯
三
馬
賽

璽
老
い
力
に
親
議
長

と
績
ん
だ
。

購
い
〆
く
く
享
で
く
く
し
“

(
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(日下部太郎 堕涙碑)

財団法人日下部・グリフィス学術。文化交流基金
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日下部eグリフィス学術e臭化交流基金の概要

〇日的e暮業

本基金は、福井における国際交流事業を援助し、もって福井の教育・学術

及び文化の発展に寄与することを目的として昭和55年3月に設立されました。

基金の目的を達成するため、次の事業を行っています。

1 )日下部太郎及びグリフィスに関する歴史資料室の設置に関する事業

2 )ラトガーズ大学及び諸外国への研究者等の派遣並びに招へい事業

3)学生・生徒の国際交流を推進するための事業

4 )諸外国との図書館資料の交換等に関する事業

5 )福井に在住する外国人研究者及び留学生に対する事業

6)その他目的を達成するために必要な事業

○設立の経緯

福井大学では、かねてから米国ラトガーズ大学との間で、両大学の研究者

の交流、学生のサマーセミナーの開催について、話し合いが進められていま

した。

昭和53年4月、ラトガーズ大学副学長一行が来学したことを契機に、日下

部太郎国際交流基金の設置が福井大学創立30周年の記念事業の一環として計

画されました。その後既にラトガーズ大学及びその所在地ニュー・ブランズ

ウィック市と親交のあった福井市及び福井青年会議所との間で「日下部太郎

連絡協議会」がもたれ、さらに福井県の協力及び民間有志の協賛を得て、昭

和55年3月に「財団法人日下部・グリフィス学術・文化交流基金」として発

足しました。
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○基金の名称(日下部とグリフィス)

本基金の名称は、明治維新期の福井における日米両国の交流の先覚者であ

る福井港の日下部太郎及び福井明新館教師ウイリアム・エリオット・グリフ

ィスを記念して名づけられました。

日下部太郎は、旧姓を八木八十八といい、弘化2年(1845年)福井の江戸町

で福井藩士の家に生まれました。彼は福井藩校で勉学に努め、秀才の誉れが

高く、実学修業のため藩命を受けて、米国ニュー・ブランズウィック市にある

ラトガーズ大学に留学生として学びましな しかし、あま用こもはげしい勉

学のため卒業を目前にして、不幸にも病のために帰らぬ人となりました。

彼の成績がとくに優秀であったので大学は卒業生の名簿に彼の名前を

加えました。さらに、彼は首席卒業者だけに贈られるファイ・ベータ・カッ

パー協会の黄金の鍵受賞の最初の日本人となりました。

ウィリアム・エリオット・グリフィスは、ラトガーズ大学の学友である秀

才日下部太郎の向学心に深い感銘を受け、明治3年福井藩の招きで「明新館」

の教師として来福し、福井の教育界に大きな足跡を残しました。福井には的

1年滞在し、その後東京大学の前身である大学高校の教師となり、 3年間の

滞日の後帰国しました。その後昭和2年に来福し、昭和3年85才の生涯を終

えるまで、日本のよき理解者として数多くの著書、論文を残し、日本の真の

姿を世界に紹介しました。



○運 営

本基金の資金としては、 1億円以上(福井県・福井市の出指金を含む)を

予定しており、現在も寄附金の募集を行っております。

運営は、理事会において行われ、福井大学、福井県、福井市、福井青年会

議所の関係者が理事を構成しています。

理事長 五十嵐 直

副理事長 吉 水 捨

同 字野澤 利

同 渡 部 貞

専務理事 田 中

雄(福井大学長)

志(福井県総務部長)

勝(福井市教育委員会教育長)

清(福井大学附属図書館長)

操(福井大学事務局長)

また顧問として中川福井県知事、大武福井市長及び清水前福井大学長をお願

いしています。

今後広く県下各界から、理事を求めたいと考えています。

○昭和55年度の事業

本年度は、資金の果実的200万円の予算で、ラトガーズ大学との緊密な連繋

をもつために研究者等を派遣すること、ラトガーズ大学図書館にあるグリフ

ィスコレクションの収蔵計画を進めることになっています。

福井大学長(本基金理事長)が、ラトガーズ大学からの招曙を受けて、本

年12月初めに渡米することになったので この機会に本基金から福井大学の

教官1名を同行させ、同大学長をはじめ関係者と懇談した結果、福井大学と

ラトガーズ大学との交流が更に発展することになりました。

なお、昭和56年度においても、本年度の事業を継続することになっていま

す。
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閣
園
田
闇
園
田
醍
閻

圏
探
交
流
に
役
立
て
る
目

的
で
設
置
さ
れ
た
財
団
法
人

日
下
部
"
グ
リ
フ
ィ
ス
学
術

・
文
化
交
流
基
金
蓮
華
長

≒
葉
菜
福
井
大
教
授
)
を
、

近
年
の
低
金
利
が
直
撃
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
同
財
団
内

で
は
「
基
金
取
り
崩
し
で
事

業
充
実
」
と
の
積
極
派
と
「
助

成
事
業
の
削
減
」
と
の
消
極

派
に
割
れ
、
緒
論
を
兄
い
だ
し

か
ね
、
国
際
交
流
は
低
空
飛
行

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

同
財
団
は
、
県
内
の
学
校
の
国

一
九
八
〇
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、

福
誓
年
会
議
所
事
務
局
が
琶

県
、
福
井
市
か
ー
訂
藷
(
え

ん
)
金
、
県
内
の
企
業
、
団
体
、

個
人
か
ら
の
寄
付
金
で
基
本
財
産

を
つ
く
り
、
そ
の
利
回
り
で
運
営
。
.

諸
外
国
へ
の
研
究
者
や
学
生
の
派

遣
、
受
け
入
れ
、
児
童
生
徒
の
交

流
事
業
へ
の
助
成
、
日
下
部
太
郎

と
グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
資
料
収

“
.
聾
纏
欝
瀬

謹萱議詳孟
し
か
し
一
・
財
田
が
掃
け
三
人

雑
誌
認
諾
粥

ム
開
催
な
ど
学
綻
厨
の
活
動
も
貴

命
蓮
し
い
と
い
う
。
.

・
今
年
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
来
福
し

て
百
三
十
年
、
日
下
部
と
グ
リ
フ

ィ
ス
の
縁
で
福
井
天
と
ラ
ト
ガ
ロ

ス
犬
が
学
術
交
流
協
定
を
窟
ん
で

二
十
年
。
来
年
は
、
福
井
市
と
二

千
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
が
姉

妹
都
市
提
携
を
し
て
二
十
年
を
迎

え
る
。
「
国
際
交
流
は
最
初
だ
け

掻
い
で
後
は
低
聾
と
い
わ
れ
な

い
た
め
に
も
、
財
団
の
今
後
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。
.

相
次
ぐ
2
 
0
周
年
正
念

醗
狙
雌

坤
妹
都

が
近
年
の
低
金
利
で
二
-
三
百
万

円
(
本
年
度
は
三
百
十
五
万
円
)

と
、
大
幅
に
事
業
費
が
減
っ
て
い

る
。
、

こ
の
た
め
一
件
当
た
り
の
助
成

額
も
減
少
。
設
立
当
時
は
ラ
ト
ガ

ー
ス
大
へ
グ
リ
フ
ィ
ス
関
係
資
料

の
調
査
に
大
学
関
係
者
を
派
遣
し

た
こ
と
も
お
っ
だ
が
、
今
は
研
究

者
の
海
外
研
修
費
の
助
成
さ
え
凍

結
さ
れ
て
い
る
。

事
業
に
し
わ
寄
せ
が
出
て
い
る

た
め
、
理
事
や
評
議
員
の
一
部
に

は
「
基
本
財
産
の
一
部
を
取
り
崩

し
、
事
業
費
に
充
て
る
べ
き
」
と

い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
二
万

「
寄
付
金
で
成
り
立
つ
財
団
な
の

で
基
金
に
手
を
付
け
る
の
は
慎
重

に
」

「
事
業
内
容
を
見
直
し
助
成

対
象
を
減
ら
す
べ
き
」
と
の
意
見

も
あ
り
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。

)

こ
う
し
た
袋
小
路
の
議
論
の

中
、
資
料
収
集
で
は
一
九
九
九
年

度
か
牽
∵
フ
ト
ガ
ー
ス
大
ア
レ
ク

サ
ン
タ
主
図
書
館
の
所
蔵
す
る
プ

ー
ル
フ
ィ
ス
の
手
紙
や
日
記
な
ど
の

資
料
を
収
め
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
購
入
を
続
け
て
い
る
。
来
年

度
に
は
全
巻
そ
ろ
う
予
定
で
、
福

井
大
付
属
図
蕾
舘
に
保
管
。
目
録

も
輸
入
し
て
県
内
の
学
校
や
図
書

館
に
配
布
し
、
÷
椴
の
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
だ
。

日
下
部
太
郎
と
グ
リ
フ

ィ
.
ス

日
下
部
太
郎
は
福

井
藩
初
の
留
学
生
と
し
て
、
・

1
8
6
.
8
年
、
米
国
ニ
ュ

ー
ブ
ラ
ン
ズ
ワ
イ
ッ
ク
市

の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
に
入
学
。

優
秀
な
成
績
を
修
め
だ
が

卒
業
目
前
に
病
死
し
た
。

太
郎
を
指
導
し
た
の
が
グ

リ
フ
ィ
ス
で
、
福
井
藩
の

招
き
で
1
.
 
8
了
1
年
に
来

福
。
明
新
館
で
化
学
や
物

理
を
教
え
、
本
県
教
育
界

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。



昭和58年9月24日 Dr.ロストウ夫妻 来福 福井ユアーズホテル

伊井与一郎 酒井康行

「

堂下健二
晴書画

Dr.ロストウ夫妻
国家安全保障問題
担当補佐官

松
浦
正
則
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Q
嶋
も
紀
重
い
馬
蹄

(
良
へ
二
へ
ト
)
短
粗
裳
薄

く
ゆ
′
ユ
い
い
画
。
ミ
申
枇
ふ
鳴
墓
耳
U
′
ユ
」
も
ゆ
り
̃
櫛
γ
∪

′
小

薬
∩
ぜ
怒
り
↓
台
畏
e
坤
悪
く
Q
圃
今
回
〇
時
′
養
護
韓
や
軽
康
Q

射
恵
蓑
田
犠
γ
鈷
e
濠
。
畏
」
枇
」
や
モ
蕪
)
肝
青
-
常
田
藍
藻
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醇
本
人
を
ア
メ
リ
カ
に
認
識
さ
せ
た
幕
末
の
海
外
留
学
生

i

-
-

-

-
-
i
i
I
I

-̃
-
-
-
-
I
I
-
「

-
-

-
-
-
-
I
-

-

-
-
1
i
し
i

松
村
重
義
(
帝
京
天
、
曇

福
井
港
の
不
運
な
留
学
生

米
国
二
王
上
シ
ャ
ー
ジ
I
州
一
二
-

フ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
の
ウ
ィ
ロ
̃
・

グ
ロ
上
ブ
墓
地
の
一
角
十
㌧
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
に
近
い
:
八
つ
の
白
い
オ
ベ
リ

ス
ク

(
尖
頭
)
形
の
日
本
人
の
墓
が
淋

し
く
立
ち
並
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
ー
。
、
今
か
ら
百
年
以
上
前
に

主
星
亨
の
志
を
抱
い
て
、
は
る
ば
る
日
本

か
・
ち
こ
の
地
に
渡
り
、
は
げ
し
い
勉
学

を
つ
づ
‖
な
が
ら
、
不
運
に
も
痛
い
の

た
め
そ
の
忘
な
か
ば
に
し
て
異
国
で
大

逆
し
て
い
っ
た
、
日
本
人
留
学
生
ら
の

も
の
な
の
だ
。

そ
の
中
の
一
人
に
、
福
井
藩
出
身
の

乱
丁
軌
大
輔
が
い
る
。
早
く
か
.
ち
、
彼

は
そ
の
俊
才
ぶ
り
を
発
揮
し
、
開
明
的
だ

っ
た
藩
主
震
鴇
蔀
鶴
嘉
討
ち
れ
九
〇

当
時
、
す
で
に
長
崎
に
来
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
の
宣
教
師
フ
ル
、
ペ
ソ
キ

ー
か
▲
三
一
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
派
教
会
事

務
局
長
フ
エ
ー
リ
ス
あ
て
の
紹
介
状
を

も
ち
、
将
来
の
日
本
近
代
化
の
た
め
の

指
導
者
と
な
る
べ
く
、
明
治
維
塑
剛
夜

の
一
八
六
七

(
慶
応
三
)
年
に
勇
躍
し

て
米
国
へ
向
か
う
;
て
し
て
そ
の
フ
エ
ー

リ
ス
の
離
轍
で
:
三
上
フ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
市
に
あ
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に

入
学
す
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
同
じ
福
井
港
の
幕
末
の

志
士
・
橋
本
左
内
の
薫
陶
を
受
け
、
頭

脳
蒜
だ
っ
表
は
、
日
夜
ほ
と
ん
ど

寝
食
を
忘
れ
て
勉
学
に
は
げ
ん
だ
申
婆

あ
一
ノ
て
、
初
め
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に

入
〆
た
け
れ
ど
も
急
速
に
英
語
を
習
得

し
、
ま
も
な
く
学
部
へ
進
み
、
さ
ら
に

勉
強
を
つ
づ
け
る
こ
と
九
三
年
。
し
か

し
、
不
運
に
も
肺
を
お
か
さ
れ
て
、
つ

い
に
一
八
七
〇
(
明
治
三
)
年
の
四
月

十
三
日
二
一
十
五
歳
の
若
さ
で
、
卒
業

を
目
前
に
し
な
か
ら
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ

ウ
ィ
ツ
ク
市
で
冥
界
へ
旅
立
っ
て
し
ま

う
∪
ま
こ
と
に
哀
れ
で
は
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
時
に
ラ
ト
ガ

ー
ス
大
学
の
と
っ
た
対
処
よ
り
も
り
つ

ば
で
あ
っ
た
・
日
下
部
の
逮
齢
が
ワ
シ

ン
ト
ン
の
日
本
公
使
館
の
協
力
で
、
同

市
の
上
記
墓
地
に
手
厚
く
葬
ら
れ
る
や
、

卒
業
の
二
カ
月
前
に
他
界
し
た
に
か
か

わ
ら
ず
、
彼
の
名
を
一
八
七
C
年
卒
業

ク
ラ
ス
に
加
え
る
と
と
も
に
、
フ
ア
イ
・

ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
協
会
に
申
請
し
て
、

米
国
の
成
績
優
秀
な
大
学
生
に
の
み
与

え
ら
れ
る
同
協
会
賞
を
、
そ
の
小
さ
な

金
の
鍵
と
と
も
に
董
制
に
捧
げ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
と
し
て
最
初

の
受
賞
者
で
も
あ
っ
た
。

片
や
、
は
る
か
米
国
で
留
学
中
だ
っ

ふ

っ
よ

さ
三
〇
一
′

〕
」
「
コ
「
卜
」
同
い
ヽ
ノ
一
ヽ
一
三
ヨ
い
ヽ
ノ
一
レ
し
こ
↓
-
-
1
・
-

}
㌻
7

ト
厚
さ
友
借
の
舞
台
と
な
っ
与
フ
上
方
ー
ス
大
学

愕
さ
せ
ら
れ
た
福
井
港
で
あ
っ
た
が
、

こ
ん
ど
は
、
留
学
生
を
派
遣
す
る
か
わ

り
に
、
い
わ
ゆ
る
"
お
雇
い
外
国
人
〃

を
当
時
の
同
港
の
藩
校
,
鞘
貌
鰍
に
招

い
て
、
港
内
の
知
識
欲
に
燃
え
る
青
年

ら
に
欧
米
の
進
歩
し
だ
自
然
科
学
を
学

ば
せ
る
こ
と
に
し
、
ま
た
も
そ
の
斡
旋

を
フ
ル
ペ
ソ
キ
ー
に
依
頼
し
た
っ

近
代
日
本
を
世
界
に

紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
人

ふ
た
た
び
、
フ
ル
ペ
ソ
キ
ー
か
ら
要

請
を
受
け
だ
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
は
、

す
ぐ
に
人
選
に
入
り
、
当
時
、
日
下
部
の

二
年
先
輩
で
、
か
つ
講
師
と
し
て
ラ
テ

リ
オ
ッ
ト
・
ダ
リ
ソ
フ
ィ
ス
W
三
等

的
宗
。
t
G
呈
寮
s
に
、
白
羽
の
矢
を
立
て

た
。

一
八
四
三
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
少
年
の
こ
ろ
同

市
の
造
船
所
で
、
や
が
て
ペ
リ
ー
提
督

を
乗
せ
て
日
本
遠
征
へ
向
か
う
こ
と
に
な

る
軍
艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
の
建
造
さ
れ
て

い
る
の
を
眺
め
た
と
い
う
が
、
そ
の
強

い
印
象
に
も
刺
激
さ
れ
て
、
ま
だ
弱
冠

二
十
七
歳
の
身
な
が
ら
、
遠
い
東
洋
の

な
お
未
知
の
国
,
日
本
で
の
教
授
活
動
i

を
廊
酢
す
る
o
そ
の
時
の
彼
の
決
心
の

言
辞
I
-
。

「
日
下
部
に
見
る
よ
う
に
、
日
本
人
が

そ
ん
な
に
す
ぼ
ら
し
い
頭
脳
を
も
つ
だ

人
た
ち
な
ら
、
ぜ
ひ
と
も
行
っ
て
教
え

て
み
た
い
」

か
く
て
ク
リ
ッ
フ
ィ
ス
は
、
日
下
部

の
墓
に
捧
げ
ら
れ
た
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
・

カ
ッ
パ
賞
の
金
の
鍵
を
た
す
さ
え
て
、

そ
の
年
の
暮
れ
、
米
国
の
東
西
両
海
岸

を
結
ぶ
完
成
し
た
ば
か
り
の
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
か
ら
の
襲
撃
に
鯖
え
で
警
備

▲
“
∵
ふ
い
の
も
の
し
い
大
陸
横
断
鉄
道
に
乗

っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
出
、
そ
こ
か
ら
汽
船
で

大
海
原
を
獲
っ
て
横
浜
に
入
港
ウ
ま
だ

馬
車
も
這
っ
て
い
な
い
福
井
の
城
下
町



▲近代巨本に貢試した巨下謡の師、 W・ E ・クリ・ンフイス

二
年
も
春
の
三
月
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
福
井
に
到
着
後
、
は
や
ば
や

と
彼
は
、
日
下
部
の
家
を
訪
れ
て
、
あ

の
フ
ァ
イ
∵
べ
-
タ
・
カ
ッ
パ
賞
の
金

の
鍵
を
彼
の
父
へ
手
虚
し
だ
っ

そ
の
時
、

-
健
の
母
は
れ
が
十
の
異
国
で
の
他
界
に

悲
嘆
死
し
て
す
で
に
亡
く
、
父
だ
五
、
が
ク

リ
ッ
フ
ィ
ス
の
前
に
ひ
れ
伏
す
よ
う
に

し
て
、
そ
の
金
の
鍵
を
受
け
取
る
の
で

あ
る
。
そ
の
折
り
の
情
景
を
、
グ
リ
ッ

プ
ィ
ス
は
二
つ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る

日
本
常
在
時
の
日
記
の
中
で
書
き
綴
っ

て
い
る
が
、
読
む
者
の
涙
を
さ
そ
わ
丁

に
お
か
な
い
っ

と
も
あ
れ
、
以
後
、
廃
藩
置
県
の
詔

書
が
発
せ
ら
れ
て
、
明
治
五
年
の
初
め

に
大
学
高
校
(
現
、
東
古
や
大
学
)

の
教

授
職
に
就
く
た
め
上
京
す
る
ま
で
の
一

年
間
近
く
、
ダ
リ
ッ
フ
ィ
ス
は
福
井
に

あ
っ
て
明
斬
鱈
に
通
い
な
が
ら
、
港
内

の
若
い
生
徒
た
ち
に
物
理
や
化
学
を
熱

心
に
教
え
こ
ん
だ
。
な
に
し
ろ
張
冶
初

年
の
福
井
で
の
こ
と
、
外
人
教
師
の
授

業
と
し
う
珍
ら
し
さ
も
あ
っ
て
、
教
室

は
連
日
満
員
の
盛
況
を
呈
し
た
と
い
う
。

か
く
て
ダ
リ
ッ
フ
(
ス
は
、
大
学
高

校
で
の
二
年
間
の
職
務
を
終
え
て
一
八

七
四
(
明
治
七
)
年
に
帰
米
し
、
ふ
た
た

び
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
教
壇
に
も
ど
っ

た
。
そ
し
て
一
九
二
七
(
昭
和
一
一
)
年
一
」

久
万
ぶ
り
仁
福
井
を
も
う
一
度
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
た
喜
び
も
つ
か
の
ま
.
そ

の
翌
年
に
八
十
五
歳
の
高
齢
で
逝
去
す

る
.
そ
の
間
、
日
本
の
当
時
の
実
情
や
そ

の
後
の
め
ざ
ま
し
い
近
代
化
の
過
程
を
、

米
国
内
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
く

世
界
へ
向
け
て
紹
介
」
だ
彼
の
活
発
な

言
論
活
動
の
数
々
は
、
わ
れ
わ
れ
=
本

人
に
と
っ
て
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
ぐ

日
本
に
関
す
る
彼
の
著
書
は
、
吉
呈

国
』

(
-
手
e
 
M
i
k
a
d
O
)
s
中
毒
p
i
「
e
)
、

三
、
カ
ド
㌔

喜
子
ペ
リ
ー
㍉
-
パ
リ
ス
.
二

デ
ル
ペ
ソ
キ
」
こ
こ
日
本
の
宗
教
』
な

ど
じ
つ
に
一
八
冊
に
お
よ
び
、
な
か
で

も
言
王
国
と
は
一
九
二
一
年
ま
で
に
な

ん
と
十
二
版
を
重
ね
た
。
雑
誌
・
新
聞

所
載
の
論
文
・
記
事
も
数
百
編
を
数
え

た
ほ
か
、
講
演
も
数
百
回
に
達
し
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
っ

二
人
の
間
を
と
り
も
つ
縁

私
も
、
同
じ
郷
土
の
出
身
者
と
い
う

心
情
か
・
十
一
九
七
三

(
昭
和
四
十
八
)

年
の
春
四
月
、
冒
頭
に
述
べ
た
日
下
部

の
墓
を
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
ア
ー
ダ
ス
・

バ
ー
ク
ス
数
寮
の
案
内
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
一
三
-
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
グ

市
に
訪
ね
て
お
参
り
し
た
。
こ
の
と
き
、

誰
の
心
な
い
し
わ
ざ
で
あ
っ
た
の
か
、

あ
の
太
郎
の
墓
を
は
じ
め
オ
ベ
リ
ス
ク

形
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
日
本
人
留
学

生
の
墓
が
、
な
ぎ
剛
さ
れ
へ
し
折
ら
れ

て
、
見
る
も
索
残
を
情
景
を
呈
上
で
い

た
の
で
あ
る
。

い
た
た
ま
れ
な
い
よ
う
な
気
蒔
ち
に

な
っ
た
私
は
、
そ
れ
よ
り
二
年
後
、
日

本
に
婦
回
し
て
ほ
ど
な
い
五
月
に
、
そ

ー
の
日
下
部
ら
の
墓
の
惨
状
を
訴
え
た
い

と
の
思
い
も
あ
っ
て
、
〇
二
-
ヨ
ー
ク

で
の
思
い
出
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
弓
ハ

ド
ソ
ン
川
は
静
か
に
流
れ
る
』

に
ま
と

め
て
み
た
。

幸
い
に
、
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
だ
っ

地
元
の
雪
福
井
新
聞
』
が
、
昭
和
五
十

年
六
月
十
六
日
の
紙
面
で
、
現
地
の
墓

の
荒
れ
放
題
の
状
況
を
報
じ
て
一
般
に

訴
え
て
く
れ
た
.

な
に
に
も
ま
し
て
う
れ
し
か
っ
だ
の

は
、
拙
著
を
通
じ
て
ー
ニ
ー
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
の
ウ
ィ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー

ブ
墓
地
の
惨
状
を
知
っ
だ
福
井
市
の
青

年
会
議
所
が
、
き
っ
そ
′
\

日
下
部
ち

の
墓
を
修
復
す
る
だ
め
募
金
活
動
へ
乗

り
出
す
と
と
も
に
、
数
人
の
有
志
を
派

遣
し
て
現
地
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

以
来
、
同
青
年
会
議
所
を
中
心
と
し

た
地
元
"
福
井
市
の
人
た
ち
の
積
極
的

な
関
心
に
よ
っ
て
、
日
下
部
の
百
年
忌

に
あ
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
五
十

二
年
十
月
に
掌

大
武
・
福
井
市
長
が

訪
米
・
参
列
し
て
霊
前
に
献
花
し
、
彼

の
墓
の
修
復
費
と
し
三
一
〇
〇
〇
ド
ル

を
ニ
ユ
上
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
に
寄

付
し
む
葺
十
六
年
に
は
福
井
大
学
と
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
と
の
間
で
姉
妹
大
学
の

関
係
が
結
ば
れ
た
。

詫
轟
謙
華
謹

ラ
ン
、
ズ
ウ
ィ
ッ
グ
両
市
の
間
で
姉
妹
都

市
の
提
携
も
調
印
さ
れ
た
っ
以
後
、
両

市
な
ら
び
に
両
大
学
の
問
で
、
市
長
や

市
民
の
相
互
訪
問
、
学
生
の
交
換
留
学

の
ほ
か
、
高
校
生
レ
ベ
ル
の
合
唱
団
と

ジ
ュ
ニ
ア
"
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
相
互
公

演
や
各
彊
展
示
会
の
開
催
な
ど
、
諸
種

の
交
流
が
活
発
に
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

け
だ
し
、
今
や
、
百
十
年
以
上
も
前

に
生
ま
れ
た
幕
末
の
若
き
福
井
港
留
学

生
・
日
下
部
太
郎
と
、
明
治
維
新
の
初

め
米
国
二
王
上
シ
ャ
ー
ジ
̃
州
ラ
ト
ガ

ゝ
現
在
の
ウ
ィ
ロ
ー

グ
ロ
仁
フ
墓
地
の
留
学
生
墓

I
ス
大
学
か
ら
や
っ
て
き
だ
福
井
藩
校

「
明
新
館
」

の
教
師
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ダ
リ
ソ
フ
ィ
ス
と
の
美
わ
し
い
友
情
が

と
h
ツ
タ
も
つ
緑
で
、
友
好
を
願
う
国
際
交

流
の
花
が
咲
き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ

る
。(

前
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事

務
所
長
、
元
外
交
官
、
エ
ッ
セ
イ
ス
上
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福
井
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

第
一
五
五
九
号

平
成
十
三
年
五
月
三
十
日

第
二
〇
〇
五
回
例
会

ア
メ
リ
カ
留
学
第
一
期
生

日
下
部
太
郎
に
つ
い
て

会
員

酒
井

康
行

福
井
県
に
お
け
る
国
際
交
流
の
初
め
の
頃
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
今
で
こ
そ
福
井
県
国
際
交
流
会
館
と
い
う
立
派
な

も
の
が
出
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
昭
和
五
十
年
・
五
十
一
年
に
は
、
全
然
あ
り
ま
せ
ん
し
、
当
時
中
川
知
事
・
大
武
市
長
の
時
代
に
窓
口
に
な
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
す
ら
な
い
と
い
う
背
景
の
中
で
、
こ
の
目
下
部
太
郎
を
福
井
青
年
会
議
所
と
い
う
団
体
が
取
り
上
げ
た
わ
け
で
す
。
私
は
未
だ
三
十

五
歳
で
し
た
け
れ
ど
、
日
下
部
太
郎
さ
ん
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
様
に
何
か
お
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
、
青
年
会
議
所
と
言
う
団
体

が
携
わ
っ
て
や
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
非
常
に
大
き
い
功
績
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
後
色
々
な
こ
と
が
こ
の
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て

福
井
県
の
国
際
交
流
、
福
井
市
の
国
際
交
流
あ
る
い
は
姉
妹
関
係
に
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
八
六
七
年
(
慶
応
三
年
)

に
武
家
社
会
が
滅
び
て
行
く
こ
と
を
松
平
春
嶽
公
は
も
う
察
知
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
武
士
に
対
し
て
手

に
職
を
持
て
と
盛
ん
に
奨
励
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
福
井
の
地
で
林
檎
は
育
ち
ま
せ
ん
。
従
っ
て
農
業
の
方
々
は
も
っ
と
蝦
夷
の
地
へ
行
か

な
け
れ
ば
と
青
森
県
の
弘
前
市
の
J
A

(
農
協
)

へ
行
き
ま
す
と
、
松
平
春
嶽
が
林
檎
の
神
様
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
見
の
明
が
あ
っ
た

若
い
松
平
春
嶽
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
教
育
に
力
を
入
れ
、
若
い
優
秀
な
も
の
を
洋
学
と
い
え
ば
蘭
学
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
「
ア

メ
リ
カ
に
行
け
」
と
藩
の
命
で
行
か
せ
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
長
崎
か
ら
船
に
乗
っ
て
太
平
洋
を
ジ
ャ
ワ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
百
五
十
日

か
か
つ
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
は
も
う
必
死
の
覚
悟
で
行
か
れ
た
に
違
い
な
い
と
感
じ
ま
す
し
、
よ
く
辿
り
着
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
辿
り
着

い
た
と
こ
ろ
が
東
海
岸
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
州
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
隣
の
州
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
に
入
り
ま

す
。
入
学
し
て
結
核
で
倒
れ
そ
の
場
で
骨
を
埋
め
た
と
言
う
事
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
日
下
部
太
郎
は
、
フ
ア
イ
・
ベ
ー

タ
・
カ
ッ
パ
ー
と
い
う
賞
を
卒
業
し
て
い
な
い
の
に
貰
っ
た
形
で
大
変
な
取
り
扱
い
を
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
・
ウ

イ
ッ
ク
市
へ
私
が
ち
ょ
う
ど
行
き
ま
し
た
時
は
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
の
学
園
闘
争
と
同
じ
こ
と
で
ラ
ジ
カ
ル
運
動
が
激
し
く
て
所
謂
異
邦
人
に
対

す
る
差
別
で
、
大
学
の
中
に
あ
り
ま
し
た
日
本
人
留
学
生
の
墓
が
ど
ん
ど
ん
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ウ
イ
ロ
ウ
・
グ
ロ
ー
ブ
の
森
に
あ
る

日
本
人
留
学
生
の
墓
で
す
。
倒
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

“
a
r
O
 
K
亡
S
a
k
a
b
①
A
 
N
a
t
i
<
①
O
f
 
E
O
h
i
z
①
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J
a
p
a
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d
甲
の
d
 
A
p
r
i
十
お
十
∞
さ
A
g
①
d
 
N
筆
$
r
S
尚
、
そ
の
側
面
の
日
本
文
字
の
下
方
に
は
、

A
 
S
t
u
d
①
n
t
 
i
コ
R
亡
七
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①
r
S
 
C
〇
二
の
g
①
O
f
さ
a
n
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a
ヨ
晋
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①
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P
.
B
.
K
.
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
フ
ア
イ
・
、
ベ
ー
タ
ー
・
カ
ツ
パ
ー
と
は
ど
う

い
う
事
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
各
大
学
の
学
部
を
主
席
で
卒
業
し
た
人
達
で
作
る
友
愛
ク
ラ
ブ
、
ま
た
、
そ
う
い
う
人
達
を
管
理
す
る
組
織
、



協
会
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
メ
ン
バ
1
の
中
に
日
下
部
太
郎
が
入
っ
て
い
て
、
日
本
人
と
し
て
は
勿
論
初
め
て
で
あ
ろ
う
し
、
高
い
位

に
つ
い
て
い
る
そ
の
く
ら
い
優
秀
な
男
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
家
庭
の
境
遇
も
非
常
に
厳
し
な
か
で
ア
メ
リ
カ
に
出
向
き
、
次
男
、
三
男
が
同
じ
年
に
、
日
下
部
太
郎
が
亡
く
な
る
一
年
前
に
二
人
と

も
亡
く
さ
れ
る
と
い
う
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
ま
す
と
、
家
財
道
具
を
整
理
し
て
留
学
資
金
と
し
て
百
ド
ル
送
金
し
て
い
る
、

し
か
も
子
供
達
は
、
亡
く
な
っ
て
行
く
そ
ん
な
中
で
自
分
の
長
男
は
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
い
う
事
で
、
「
五
十
三
歳
の
老
齢
で
余
命
幾
ば
く
も

無
い
が
、
こ
の
父
を
不
憫
に
思
う
な
ら
一
日
で
も
早
く
帰
国
し
て
く
れ
」
と
い
う
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
病
に
倒
れ
る
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
病
は
結
核
で
す
。
結
核
菌
の
発
見
は
、
コ
ツ
ホ
に
よ
っ
て
一
八
八
二
年
、
一
八
六
七
年
と
い
う
随
分
前
の
に
な
り
ま
す
の
で
不
治

の
病
と
い
う
こ
と
で
倒
れ
る
わ
け
で
す
。
同
じ
時
代
に
日
下
部
太
郎
と
同
じ
ラ
ド
ガ
ー
ス
大
学
に
日
本
か
ら
留
学
し
た
学
生
は
十
三
人
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
病
で
倒
れ
た
方
は
、
七
̃
八
名
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
の
初
め
の
頃
は
、
四
十
人
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
卒
業

し
た
と
い
う
人
は
四
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
四
人
の
中
に
日
下
部
太
郎
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

福
井
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
っ
た
福
大
学
教
授
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ー
シ
ャ
ム
氏
の
協
力
を
得
て
、
昭
和
五
十
年
六
月
に
渡
米
し
ま

し
た
。
翌
年
(
米
国
建
国
二
百
年
の
年
)

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

(
文
化
の
日
)

に
文
京
地
区
の
福
井
市
立
図
書
館
の
横
に
日
下
部
・
グ
リ

フ
ィ
ス
顕
彰
碑
を
建
立
除
幕
す
る
計
画
を
実
行
し
て
行
く
わ
け
で
す
が
、
当
時
駐
日
米
大
使
(
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ホ
ツ
ド
ソ
ン
)

を
招
鴫
す
る
に
当

た
り
故
若
泉
敬
先
生
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
三
十
五
歳
の
時
に
こ
ん
な
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
ず
っ
と
今
日
ま
で
生
き
て

来
ま
し
た
が
、
先
日
ふ
っ
と
親
父
の
写
真
の
整
理
を
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
亡
く
な
ら
れ
て
三
年
目
の
確
か
昭
和
五
十
五
年
に
庶
民
は
政
治
家
坪

川
信
三
さ
ん
の
顕
彰
除
幕
式
の
企
画
が
盛
り
上
が
り
、
そ
の
実
行
委
員
長
を
私
の
親
父
(
酒
井
薫
)

が
引
き
受
け
、
足
羽
山
に
建
立
し
た
写
真
が

出
て
来
ま
し
た
。
親
子
二
代
し
て
顕
彰
除
幕
式
を
さ
せ
て
頂
け
た
、
そ
う
い
う
土
俵
に
私
は
い
る
ん
だ
な
と
大
変
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
た
訳
で

あ
り
ま
す
。
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罪名署名揚柴ン朝貢
ルース・シモンズ氏

元中部大学教授

山下英一氏

※同時通訳で行います。
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福井県生活学習館堀的ホ_ル

題14:30・-16:30

【基調報告】
大阪大学大学院教授 前熊本大学教授

緒飼隆明氏

福井市国陳交流協会副会長

章
堂下健二氏

ジマーリ美術館館長・ラト万一ス大学教授

フィリップーデニス〃ケイト氏

アレクサンダー図書館グリフィスコレクション朝う員

ルース"シモンズ氏
ニューフランスウイツク市国際交流課長

ジ工賀ン〃タフリン氏
大阪大学大学院教授・前熊本大学教授

猪飼隆明氏
福井市史近世史部会副部会長

舟澤茂樹氏

醐黙諾諾大手3丁目10‾1
ハガキ・電話、または臥Xで福井市役所国際交流課まで

武揚籍醗鑓蓑黒岩こ蒜還義務
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ごあいさつ

2002(平成14)隼は、福井市とアメリカのニュージャージー州にあるニューブラ

ンズウィーンク市とか姉妹都市として交流を始めて20周年にあたりますそこで

この節目の年に、ニューブランズウィ1、lク市内にある州立ラトカース大学附属の

アレクサンダー図書館から、交流の原点とも言えるダ)フイスコレクションの史

料をお借りして、ここ福井市美術館にて展示することとなりましたっ

そもそも両市の交流の原点は、 1867(慶応3)年、福井溝助の海外留学生、

日下部太郎がラトカース大学に学ぶことから始まります。日下部はこの大学で

幅広く学びたくさんの知識を吸収しますが、志半ば、クラスの首萌として卒

業する二ケ月前に、残念ながら病に冒され亡くなります,しかし、大学の二年

先輩であり友人であるウイリアム・E ・ゲ)フイスが、福井藩の藩校「明新館」に

教師として招かれ、明治維新後の日本の新しい教育に大きく貢献しました,

また、帰国後も、多くの著書で幕末から明治維新にかけての福井、ひいては

日本の歴史、文化、風俗を世界に紹介したのです,これらのことは、日下部

の勤勉で誠実、そして礼儀正しい人柄に惹かれたゲ)フイスが、彼の志を継

いだと言えるのではないでしょうかっ彼ら二人の友情がきっかけとなり、また

彼らを忘れずにいた両市民によって、遠く離れた二つの都市が、現在も堅い

友情で詰ばれているのです。

日下部とグ)フイスがともに学んだラトガース大学の附属アレクサンダー図書館

の費重な史料に触れることでニュープランズウイツク市の文化における理解

を深め、今後の国際交流の発展・促進を願って開催いたします。

2002(平成14)年10月

福井市長

酒井 哲夫

e言霊諾認諾認諾98,.

謝辞

この展覧会の開催にあたり、貴重な史料をご賞与いただきましたニュー

ジャージーー州立ラト万一ス大学附属アレクサンダー図書館(ニュープランズ

ウイソク市)、ならびにご教示、ご魅力をいただきました関係各位、さらにここ

にはお名前を話すことのできなかった方々に深く感謝いたします工敬称略)
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卵
醜
聞

隣善仁丸基

章
雄
‖
膏
講
壇
醤
ん
葉

曇
/
楊
章
子
在
ク
ノ
∴
辛
の
ゐ
了
掛
7
な
れ
宇
夕
箪
2
t

I
畢
′
座
等
二
ノ
宮
省
電
)
切
子
-
今
宵
土
に
呼
名
木

与
才
ゝ
)
住
ま
リ
奉
呈
デ
γ
′
辞
す
脅
す
上
汐
で
乃
寸

言
/
互
去
年
を
,
む
身
7
」
や
未
了
七
-
ま
を
土
、
亨
-
、
ふ

十
才
(
;
崎
、
㌘
句
立
与
せ
華
7
ィ
、
智
易
3
∵

潟
窃
毒
‡
!
牽
醤
巧
守
功
お
寺
与
善
̃
方
寸
-
千

丁
?
臼
⊥
急
′
7
、
ニ
ア
宙
。
‡
左
か
I
寄
与
宮
拷
葛
の
、
1
夕
霧
!
と

●言霊諾言霊諾禁鳥器諾黙諾薄雪物
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而重言

喜連手 間

翳
昭
和
五
十
雪
ハ
月
、
福
井

青
年
会
議
所
(
J
C
二
が
あ
・

る
事
菜
を
企
画
し
た
。
幕
末

に
福
井
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留

学
惜
し
く
も
卒
業
差
別
に

優
秀
な
成
績
を
残
し
て
死
ん
.
資
料
室
に
入
り
、
そ
の
膨
大

だ
日
下
部
太
郎
の
志
を
い
ま
な
量
の
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ

一
度
福
井
に
戻
し
こ
し
れ
か
ク
シ
ョ
ン
を
前
に
呆
然
と
な

ら
の
日
本
を
背
負
主
胃
少
年
っ
た
。
酒
井
氏
は
「
ま
る
で

に
大
き
な
刺
激
を
与
え
よ
う
百
年
前
の
福
井
の
塩
漬
け

と
の
狙
い
だ
っ
た
。

だ
」
と
叫
ん
だ
。

日
下
部
が
百
年
以
上
童
副

事
業
を
進
め
る
に
は
タ
イ

に
百
本
の
近
代
化
を
目
指
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。
昭

し
、
大
き
な
志
を
基
に
命
を
和
五
十
年
に
は
日
米
間
の
間

懸
け
て
降
里
芋
た
ラ
ト
ガ
題
は
ほ
と
ん
ど
沈
着
し
、
十

-
ス
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
∵
月
に
は
昭
和
天
皇
の
ご
訪
米

訪
れ
た
の
は
、
当
時
理
事
長

で
あ
っ
た
酒
井
康
行
氏
と
翌

年
の
理
事
長
予
定
者
で
あ
っ

た
加
藤
≡
氏
、
そ
し
て
私

書
の
三
人
で
あ
っ
た
。

「
は
る
ば
る
堅
剛
か
ら
よ

く
来
て
く
れ
た
」
と
副
学
長

の
ア
ル
ダ
ス
・
バ
ー
ク
ス
博

が
決
ま
っ
て
い
た
∵
日
本
は

索
イ
ル
シ
ョ
ッ
富
も
廣
服
し

バ
ブ
ル
経
済
の
入
り
口
に
立

っ
て
い
た
時
で
あ
り
、
一
方

ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
終
結
し
ニ
ク
ソ
ン
か
ら
フ

ォ
ー
ド
へ
と
移
り
、
沈
滞
気

士
の
言
葉
に
感
激
し
た
三
木
シ
{
・
つ

は
、
案
内
し
て
く
れ
た
÷
越
シ
㌣

前
ル
ー
ム
」
と
称
す
る
地
下
め
評
価
型
聾
号
で
い
た
亘

宣
芋
㌦
を
寄
付
し
た
り
へ

は
な
っ
た
の
憲
罵
言

龍
誤
※
謹
磐
醗
輩
醗
譲
離

か
ど
し
た
o
在
米
旦
公
人
も
N
そ
し
て
N
B
寓
リ
ン
チ
氏
て
も
、
裏
切
ら
れ
る
か
も
し

細
萱
聾
薫
日
下
部
の
死
Y
タ
矛
ム
ズ
の
せ
責
入
り
の
か
ら
ゲ
イ
ヒ
ル
氏
に
取
っ
て
れ
な
い
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

を
追
悼
雪
空
邑
東
壁
の
出
撃
を
見
て
、
多
驚
B
市
代
を
あ
た
芦
ン
チ
氏
は
ム
(
実
用
義
)
の
精
神
を
一

畳
涙
碑
」
の
建
設
を
誓
号
∴
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ニ
子
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
上
院
理
解
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
▲

ジ
ソ
シ
嘗
ア
メ
リ
突
便
プ
上
に
黄
白
本
と
の
の
媒
操
を
野
上
薯

の
臨
席
の
下
に
÷
福
井
J
C
歴
史
的
な
関
係
を
重
要
視
す
努
力
を
さ
れ
、
今
田
に
至
っ

の
手
に
よ
っ
て
そ
の
除
幕
式
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
民
で
い
る
。
臆

を
待
っ
た
の
で
あ
る
。

主
党
か
ら
市
長
に
選
ば
れ
た

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ

当
時
は
国
際
化
と
い
至
言
ジ
ョ
ン
・
、
A
‥
リ
ン
チ
氏
・
盲
の
」
覆
関
係
は
お
互
い
の

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
要
は
、
日
下
部
の

国
を
思
う
志
と
国
を
超
え
た

友
情
を
示
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス

の
か
け
が
え
の
な
い
人
間
愛

市
立
図
書
館
横
の
土
地
を
提

供
し
て
も
ら
い
翌
年
、
ホ
ッ

.
N
B
市
側
も
停
滞
す
る
市
議
長
に
登
り
詰
め
、
栗
田
福
行
政
主
導
の
交
流
か
ら
、
少

の
活
性
化
に
折
か
ら
の
日
本
井
県
知
事
と
の
閏
で
州
∵
県
し
で
も
民
間
交
流
を
深
め
る

襲
は
ま
だ
観
念
的
な
も
の
で
は
、
二
度
の
災
害
を
克
服
し
同
上
発
展
の
た
め
に
寄
与
す
を
基
に
、
こ
の
交
流
を
続
け

膿
が
な
か
っ
た
が
、
大
武
市
た
福
井
市
に
学
び
た
い
と
福
、
る
も
の
一
で
な
け
れ
ば
な
ゝ
窪
転
ば
れ
は
な
ー
震
い
と
思
っ

長
は
こ
の
J
C
の
動
き
を
黙
井
を
訪
れ
た
。
大
武
市
長
と
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
決
で
い
る
。
(
福
井
市
西
木
田

う
そ
は
見
て
い
な
か
っ
た
。
の
間
で
友
好
籠
務
の
運
び
と
し
て
密
度
の
高
い
交
流
で
は

3
丁
目
、
6
 
8
歳
)

1
●
"

圏
的
田
嶋擬朋輩

駐
∵

福
井
新
聞
の
紙
面
に
喧
一
霞
康
や

i
費
事
実
㌢
斗
う
言
-
う
ま
誓
蚤
コ
!
一
ノ

ー
一
能
ル
雪

に
輝
く
)
(

紙
面
で
仇

入
れ
な
ボ

ス
ケ
ッ
ト

勝
、
北
隣

-
京
都
選

の
サ
イ
ド

ほ
ぼ
出
聖

が
、
敗
抑

-
大
き
が
ー
つ

配
の
検
話

弁
を
織
れ

っ
て
は
諾

な
つ
だ
。

そ
の
血

点
シ
ュ
ー

に
追
い
」

福
岡
選
出

り
2
分
零

し
て
小
五

た
。
遠
山

似
て
い
を

姿
も
同
仁

勝
は
敗
れ

サ
イ
ド
寺

げ
、
そ
れ

だ
が
、

サ
イ
ド
弟

に
寒
害

考
え
た
。

に
も
、
迫

が
る
重
骨

・
で
は
な
直

の
の
、
社
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福
井
青
年
会
議
所
が
創
立
四
十
周

年
を
迎
え
、
記
念
式
を
開
い
た
。
日

下
部
太
郎
を
顕
彰
し
、
国
際
交
流
を

大
き
く
前
進
さ
せ
た
四
十
年
の
歩
み

を
糧
に
新
し
い
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
を
誓
い
合
っ
た
。
来
年
秋
に
は
福

井
で
全
国
会
員
大
会
を
開
く
。
記
念

の
年
を
節
目
に
今
後
の
飛
躍
を
期
待

福井J C40周年

す
る
。

同
会
議
所
が
創
立
さ
れ
た
の
は
一

九
六
二
(
昭
和
三
十
七
)
年
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
も
設
立
、
活
動
の
歴
史

を
持
つ
が
、
一
九
六
二
年
を
創
立
と

し
て
い
る
。
以
来
ほ
ぼ
十
年
を
周
期

に
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

最
初
の
十
年
は
創
立
期
に
特
有
な

熱
っ
ぽ
い
理
論
を
積
み
上
げ
て
い

し
、
米
国
盛
夏
頚
を
進
め
た
海
等
行
政
間
の
姉
妹
提
携
に
広
が
っ
て
い

外
活
動
の
発
展
鷲
害
い
い
う

だ
ろ
う
。

一
九
七
五
(
同
五
十
)
年
、
日
下

部
太
郎
調
査
団
と
し
て
米
国
に
行
っ

た
当
時
の
理
事
長
・
酒
井
康
行
さ
ん

は
「
ま
だ
福
井
市
に
も
県
に
も
国
際

受
訴
の
窓
口
が
な
か
っ
た
。
手
探
り

の
調
査
、
資
料
発
掘
だ
っ
た
。
顕
彰

っ
た
交
流
の
輪
は
同
会
議
所
の
活
動

の
成
果
で
あ
る
。
そ
の
力
と
心
意
気

が
今
の
同
会
議
所
会
員
に
受
け
つ
な

が
れ
て
い
る
。

第
三
段
階
の
一
九
八
五
(
同
六
十
)

年
か
ら
は
、
地
域
に
目
を
向
け
た
活

動
を
重
視
し
た
十
年
と
い
え
よ
う
。

ふ
く
い
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

果
菜
に
つ
な
げ
「
配
下
蔀
」
輪
禍

る
。
綱
領
に
あ
る
社
会
的
、
国
家
的
、

国
際
的
な
責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い

く
か
会
員
が
熱
心
に
討
議
し
て
理
論

を
固
め
た
。
韓
国
水
原
青
年
会
議
所

と
の
姉
妹
締
結
は
活
動
を
海
外
に
向

け
る
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。

次
の
約
十
年
は
、
米
国
へ
留
学
し

た
福
井
藩
の
日
下
部
太
郎
を
顕
彰

碑
を
建
て
、
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
ま
で

の
会
員
の
努
力
と
汗
こ
そ
福
井
J
C

の
精
神
と
な
り
、
国
墜
父
流
活
動
の

柱
に
な
っ
た
と
思
う
」
と
話
す
。

日
下
部
太
郎
が
ラ
ト
ガ
̃
ス
大
学

で
学
び
、
そ
の
縁
で
グ
リ
フ
ィ
ス
が

福
井
の
塊
で
教
べ
ん
を
と
っ
た
歴
史

的
な
事
実
。
そ
こ
を
原
点
に
大
学
、

宝
さ
が
し
、
街
づ
く
り
運
動
、
越
前

朝
倉
わ
い
わ
い
物
語
な
ど
地
域
活

性
化
に
寄
与
し
た
活
動
を
展
開
し

た
。一

九
九
五
(
平
成
七
)
年
か
ら
は
、

さ
ら
に
地
域
活
性
化
を
中
心
に
し
た

活
動
を
進
め
、
宝
さ
が
し
事
業
、
越

前
地
球
村
、
幕
末
サ
ミ
ッ
ト
、
「
ひ

と
・
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
、
日
本
海
重
油
流
出
事
故
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
行
っ

た
。こ

れ
ら
の
歴
史
を
踏
ま
え
尭
四
十

周
年
話
念
式
で
は
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
組
織
と
な
る
た
め
の
ス
テ
ッ

プ
と
と
ら
え
、
さ
ら
に
「
誇
り
の
国

ふ
く
い
」
を
目
指
し
て
五
十
周
年
に

向
か
う
こ
と
を
誓
っ
た
。

来
年
秋
は
、
全
国
会
員
大
会
の
開

発
結
露
謀

井
を
全
国
に
発
信
す
る
機
会
だ
。

し
か
し
地
域
経
済
社
会
は
長
く
低

迷
し
、
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。

こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
米
国
に
渡
り
勉

強
し
た
福
井
の
先
人
、
日
下
部
太
郎

の
精
神
を
今
の
社
会
に
生
か
す
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

ヂ
薫
蒸
悠
膏
一

‖
目
」

▽
優
秀
だ
が
」

羽
田
孜
民
主

(
若
手
は
)
-

だ
が
、
辛
抱
を
.

(
自
分
た
ち
が

の
こ
と
享
「
賞

れ
た
」
と
テ
レ

た
ら
、
(
国
民

う
い
う
政
党
ふ

う
。
(
日
日
、

▽
小
泉
君
の

中
曽
根
康
弘

抗
勢
力
と
の
二

挙
対
策
に
は
い

高
速
道
路
の
将
来
像
を

決
め
る
道
路
関
係
四
公
団

民
営
化
推
進
委
員
会
(
今

井
敬
委
員
長
)
の
最
終
報

告
作
成
に
向
け
、
大
枠
が

固
ま
っ
た
。
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
が
十
二
月
上
旬
に
迫

り
、
焦
点
は
新
規
建
設
の

仕
組
み
や
財
源
の
規
模
な

ど
具
体
論
を
め
ぐ
る
攻
防

に
移
る
。
与
党
で
っ
烹
「
牙

ぱ新規建議朱

藷
囲
認

O
漢
I
〇
〇
〇
〇
葛

礁
無
代
パ

㊨
今
井
-
猪
瀬
論
争

重
昂
・
虎
ノ
門
の
ビ
ル
で

開
か
れ
た
十
五
日
の
推
進
委

は
、
休
憩
を
挟
ん
で
六
時
間

以
-
二
三
叉
・
つ
で
。

た
が
言
っ
て
い
る
の
は
順
番

が
違
う
」

猪
瀬
直
樹
委
員
「
私
の
主

張
は
、
委
員
会
の
こ
れ
ま
で

の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
だ
」

▲
言
寄
エ
つ
「
董
∵
空
っ
二

を
加
速
す
る
よ
う
指
示
し
た

の
を
受
け
、
意
見
集
約
を
急

い
だ
今
井
氏
は
十
三
、
十
四

両
日
に
も
各
委
員
に
秘
密
会

を
呼
び
掛
け
た
。
だ
が
日
程

の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
十

五
日
の
会
合
は
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
臨
み
、
結
局
は
猪
瀬
氏

に
押
し
切
ら
れ
た
。
今
井
氏

は
十
五
日
に
大
枠
決
定
と
い

う
目
標
は
達
成
し
た
が
、
思

い
描
い
た
内
容
と
は
大
き
く

呈
、
こ
ろ
二
三
二
号
っ
1
二
。

か
せ
根
回
し
を
図
っ
た
が
、

反
発
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
っ

た
。

㊧
強
ま
る
圧
力

「
九
千
三
百
四
十
二
㌔
は

国
民
に
約
束
し
た
こ
と
で
、

政
治
に
対
す
る
信
頼
、
行
政

の
一
貫
性
と
い
う
観
点
か
ら

実
現
さ
せ
る
の
が
大
切
だ
」

古
賀
氏
は
十
五
日
に
都
内

で
開
か
れ
た
道
路
関
係
の
集

会
で
、
高
書
署
整
膏
計
事

圃
醸
選
韓

連
合
(
笹
森
清
会
長
)
は
九

月
の
代
表
選
後
も
続
く
民
主

党
の
混
迷
を
踏
ま
え
、
同
党
支

特
を
基
軸
と
上

方
針
を
見
直
し

を
来
年
二
月
を



二
二
予
∴
二
二

三
三
三
、

毒
手
茎
挙
を
を
贅
言

」
{
自
一
山
〕
克

i

-
i
i

べ

口
羽
。
」

ノ

∵
軸

紺野大介(勧説。 D巌。)

1945年2月、満州奉天市生まれ。東京大学

大学院工学系研究科修了、工学博士。旧ソ連

モスクワ大学数理競計研究所遊学。 (株)荏原

製作所事業部長を経て、セイコー電子工業(株)

へ招請され取締役CTO就任、関係会社数社の

会社管掌役員菜務。ブ00年公益シンクタンク創業

繋託三省
支援推進機構(ETT)を創設

この間、日本機械学会論文

i 工業技術院大型国家プロジェクト作業部会長、

新潟市長顧問(市政創造Adviser)をと歴任。

弓 言霊若輩蕎讃警護課睾
歴史学系中外関係史研究所客座教授、 ’09年

政府創設の国策会社・ (株)産業革新機構初代

取締役・産業革新委員、 ’10年(社)教育配信

基盤機構理事長など兼任。著書に橋本左内作

1啓発録上吉田松陰作憎魂録憤完訳書(錦正

社)、仲国の頭脳 清華大学と北京大学)(朝日

新聞社)、十音楽と工学の狭間で) (新樹社)など。

肇
丁
字
皐

ヤ

"

こ
参
る
。
与
党
か
ろ
ま
「
財

ヽ
ず
し
り
ヽ

.

〃
●

/
.
右
「
三
田

’
I
リ

ノ
イ
ー
一
一
言
方
-
/
(
●
〇
十
十

以
上
に
革
ん
で
。

′
時
田

の
諸
方
に
清
二
た

合
意
文
の
「
ヨ

」
の
た
」

.
書
宣

←
指
し
「
ふ
信
正
r
季
ト
と
上
座
↓
ノ
ヰ

曇
ま
っ
合
一
と
こ
ま
っ
そ
。

す
-

当
主
7

一
・

く

で
播
か
れ
た
道
踵
撰
館
の
集

会
で
、
高
速
道
蕗
整
鰭
計
画
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韓手
創業支覆推進擦樟

弓子叩解昭子折井へ

2016年3月24日

株式会社酒井染料商会
代表取締役 酒井康行様

前略

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素はお世話になりありがとうございます。

弊機構理事長紺野より著書「民度革命のすすめ」および2-3の抜き刷りを

お送りするよう申し付かりましたので送付させて頂きます。

どうぞよろしくご査収の程お願い申し上げます。

裾擬午雅 理事長秘書上野

澄漑
卸暗唱擁瑞押堆め師で捗去れ毎

灘綾鷲護器輩
盤笠琵露玲廟朝雄描

線欝葬寵諸島I〇 二 年で,_ノ入力色多 角ク _丁で」ふ _づ

く知略
〒105葛0011東京都港区芝公園3■5葛8 機械振興会館3F

TE上03-6435-9171 FAX : 03-6435-9172

帆rW, ett, 。r, jp



連載竃ヨ

馨
莱
期
の
幕
閣
闇
聾
達
禽

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
南
西
に
五
十
k
m

程
行
く
と
、
N
J
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ウ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
グ
市
に
あ
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
州

立
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え
て
く
る
。

一
七
六
六
年
創
立
、
全
米
で
八
番
目
に

古
い
歴
史
を
有
す
る
大
学
で
あ
る
。
こ

こ
は
知
る
人
ぞ
知
る
幕
末
期
の
秀
才
・

日
下
部
太
郎
(
一
八
四
五
̃
一
八
七

〇
‥
旧
名
・
八
木
八
十
八
)
が
、
日
本

人
留
学
生
第
一
号
と
し
て
米
国
大
学
を

最
初
に
卒
業
し
た
と
さ
れ
る
エ
リ
ア
。

非
凡
な
る
が
故
、
米
国
で
も
日
本
で
も

惜
し
ま
れ
な
が
ら
卒
業
直
前
、
弱
冠
二

十
五
歳
で
客
死
し
た
場
所
で
も
あ
る
。

そ
の
墓
は
公
立
図
書
館
の
裏
手
ウ
ィ

ロ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
共
同
墓
地
に
あ
る
。

今
年
五
月
の
訪
米
時
立
ち
寄
っ
た
。
そ

こ
は
「
日
本
セ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
鍼
枠
で
囲
ま
れ
た
一
区
画
。
日
下
部

以
下
六
人
の
、
高
さ
二
m
程
の
白
い
御

影
石
の
よ
う
な
オ
ベ
リ
ス
ク
状
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
風
化
が
進
み
∵
碁
石
の
弐
名

墨
書
な
ど
は
侵
食
さ
れ
妄
言
。
孝
三
÷

た
文
字
は
「
大
日
本
越
前
三
二
三
手
中

墓
」
。
越
前
の
文
字
が
大
口
三
二
三
:

部
の
間
に
小
さ
く
控
え
室
二
㌢
三
三
一
、

あ
り
、
死
亡
年
月
日
が
葦
三
三
二
二
-

る
。
日
下
部
を
憂
国
の
士
と
し
て
高
く

評
価
し
た
当
時
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
学
長
の

弔
辞
に
よ
る
と
、
結
核
で
死
の
床
に
伏

し
て
も
な
お
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る

こ
と
な
く
「
武
士
」
の
ま
ま
他
界
し
た

と
の
事
で
あ
る
。
余
命
幾
ば
く
も
な
く

と
も
書
物
を
離
さ
ず
、
指
導
教
官
か
ら

本
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
学
業
熱
心
で

あ
っ
た
日
下
部
の
墓
は
、
少
し
荒
廃
し

て
お
り
、
供
養
の
花
入
れ
も
倒
れ
た
ま

ま
で
あ
っ
た
。

墓
参
の
帰
途
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
図
書
館
を
訪
問
し
、
大
学

記
録
保
管
所
・
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

F
・
ぺ
ロ
ー
ン
館
長
(
C
u
r
営
O
r
)
と
お

会
い
し
た
。
こ
こ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
関
係
図
書
な
ど
を

収
納
し
た
一
室
。
黎
明
期
の
日
本
で
後

に
「
お
雇
い
教
師
」
と
を
っ
た
グ
リ
フ

ィ
ス
に
日
下
部
は
こ
こ
で
ラ
テ
ン
語
を

習
っ
た
の
で
あ
る
。
館
長
は
日
下
部
の

関
係
歴
史
文
献
を
入
れ
た
二
つ
の
紙
製

フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
出
し
て
来

た
。
文
献
は
決
し
て
多
く
な
い
。
幾
つ

主
の
英
文
の
刷
り
物
、
写
真
に
混
ざ
り
、

三
三
二
、
高
木
不
二
、
阿
部
珠
理
な

三
三
一
三
三
よ
る
地
道
を
研
究
の
一
端
と

な
る
邦
文
コ
ピ
ー
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

日
下
部
太
郎
は
十
三
歳
で
越
前
福
井

の
藩
校
明
道
館
に
入
学
、
二
十
一
歳
の

と
き
洋
学
の
中
心
地
で
あ
っ
た
長
崎
遊

学
の
命
を
う
け
た
。
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ

改
革
派
教
会
の
宣
教
師
G
・
F
・
フ
ル

ベ
ッ
キ
か
ら
英
語
を
習
い
、
「
彼
ほ
ど

の
明
敏
な
日
本
人
は
見
当
た
ら
な
い
」

と
の
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
様
子
で
あ

る
。
宣
教
師
と
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
が
オ

ラ
ン
ダ
系
だ
っ
た
縁
で
、
日
下
部
は
こ

の
大
学
へ
留
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日

下
部
渡
米
時
の
ア
メ
リ
カ
は
南
北
戦
争

が
終
了
し
た
直
後
。
他
方
、
フ
ル
べ
ッ

キ
は
か
ね
が
ね
鎖
国
体
制
を
批
判
し
て

い
た
幕
末
期
の
政
治
家
・
横
井
小
柄
の

甥
に
あ
た
る
横
井
左
平
太
・
太
平
兄
弟

も
教
え
て
お
り
、
彼
ら
は
日
下
部
に
先

ん
じ
て
ラ
ト
ガ
ー
ス
へ
向
け
て
密
航
し

た
の
で
あ
る
。
小
柄
は
山
林
等
を
売
っ

て
甥
の
留
学
費
を
工
面
し
た
が
、
当
時

の
千
両
な
ど
米
国
に
善
く
ま
で
の
約
半

年
間
で
全
て
消
費
し
た
そ
う
で
あ
る
。

二
人
は
鎖
国
体
制
崩
壊
直
前
の
た
め
密

航
の
形
と
な
り
、
名
前
を
伊
勢
佐
太
郎
、

沼
川
三
郎
と
変
名
し
て
の
私
費
留
学
渡

航
だ
っ
た
の
に
対
し
、
日
下
部
太
郎
は

い
わ
ゆ
る
公
費
留
学
。
維
新
直
後
で
給

あるコスモポリタンの憂国 4,
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付
金
の
内
容
は
刻
々
変
化
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
当
初
越
前
藩
か
ら
年
百
両
、

の
ち
に
二
百
五
十
両
。
一
八
六
九
年
に

は
明
治
維
新
政
府
か
ら
公
式
留
学
生
と

し
て
六
百
両
が
支
給
さ
れ
た
。
し
か
し

年
平
均
一
千
$
必
要
と
い
わ
れ
た
留
学

費
用
に
は
程
遠
い
内
容
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
は
日
下
部
の
実
家
・
八
木

家
に
も
多
大
の
負
担
を
強
い
た
。
留
学

費
不
足
で
困
っ
て
い
る
旨
の
太
郎
の
報

に
、
父
・
郡
右
衛
門
は
相
当
の
工
面
を

し
「
大
借
金
の
八
木
家
」
と
な
り
、
世

間
か
ら
誹
誘
中
傷
を
受
け
る
有
様
。
「
事

情
を
よ
く
勘
案
し
帰
国
を
願
う
」
と
い

っ
た
心
を
打
つ
切
々
た
る
手
紙
が
残
っ

て
い
る
。
父
は
一
八
六
九
年
に
太
郎
の

弟
次
郎
二
二
男
を
相
次
い
で
亡
く
し
、

そ
の
上
藩
政
改
革
で
福
井
藩
の
御
便
番

を
免
じ
ら
れ
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に

も
奈
落
の
底
へ
。
そ
の
翌
年
、
家
族
及

び
藩
の
至
宝
。
太
郎
が
客
死
し
た
の
で

あ
る
。

日
下
部
の
英
才
ぶ
り
は
尋
常
で
な
く
、

英
語
修
得
の
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
短

期
で
修
了
、
い
わ
ゆ
る
飛
び
級
で
大
学

本
科
へ
進
学
し
た
。
館
長
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
二
十
有
余
年
の
間
に
、
約
三
百

̃
四
百
名
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
留
学
生

が
㍉
÷
も
の
の
京
五
菜
し
た
の
ほ
管
玉
÷

四
̃
五
名
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
日
下
部

は
心
震
え
る
ほ
ど
学
業
に
励
み
、
優
等

生
の
会
員
ク
ラ
ブ
、
「
フ
ァ
イ
・
ベ
ー

タ
・
カ
ッ
パ
」
の
日
本
人
最
初
の
受
賞

者
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
食
生

活
の
遠
因
等
も
あ
り
、
重
い
結
核
を
煩

い
死
の
床
に
伏
し
、
一
八
七
〇
年
肉
体

的
な
消
耗
死
の
様
相
を
呈
し
、
惜
し
み

て
余
り
あ
る
生
涯
を
閉
じ
た
。
フ
ァ
イ

ル
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
文
献
に
よ
れ
ば
、

科
学
科
に
在
籍
し
た
日
下
部
の
成
績
原

簿
を
発
見
し
た
記
録
も
あ
り
、
化
学
、

幾
何
学
、
応
用
数
学
は
百
点
満
点
。
九

十
点
以
下
の
科
目
は
一
つ
も
な
く
、
専

門
外
の
歴
史
学
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
盲
点
、

道
徳
哲
学
も
九
十
九
点
な
ど
、
唖
然
と

す
る
秀
才
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

現
代
の
日
本
で
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず

に
言
え
ば
、
ふ
ん
だ
ん
に
官
費
を
使
っ

た
米
国
留
学
が
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
。

霞
が
関
の
財
務
省
、
経
産
省
、
日
銀
、

政
投
銭
を
ど
の
若
手
官
僚
が
、
公
費
留

学
す
る
。
そ
れ
自
体
は
視
野
を
広
め
推

進
す
べ
き
政
策
で
あ
る
。
米
国
の
ハ
ー

バ
ー
ド
や
イ
エ
ー
ル
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

や
コ
ー
ネ
ル
な
ど
一
流
大
学
は
私
立
大

学
が
多
い
。
同
様
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア

イ
ビ
ー
ン
二
∵
つ
れ
る
J
C
へ
寸
言
I
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
)
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
U
T

(
テ
キ
サ
ス
大
学
)
オ
ー
ス
チ
ン
校
、
日

M
(
ミ
シ
ガ
ン
大
学
)
ア
ナ
ー
バ
ー
校
と

い
っ
た
一
流
州
立
大
学
の
受
け
入
れ
難

度
は
と
も
か
く
、
米
国
私
立
大
学
は
潤

沢
な
費
周
付
き
留
学
生
受
け
入
れ
に
は

誰
に
で
も
寛
容
で
、
い
い
お
客
さ
ん
で

も
あ
る
。
東
大
方
古
口
僚
等
で
も
、
苦
学

体
験
の
な
い
箔
付
け
留
学
や
、
学
位
も

取
れ
ず
帰
国
す
る
者
も
多
い
。
管
見
に

よ
れ
ば
、
留
学
組
の
大
臣
・
次
官
級
に

対
し
「
ス
ピ
ー
チ
や
政
治
折
衝
で
は
半

分
以
上
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
不
明
」

と
本
音
で
評
す
る
米
国
人
は
少
な
く
な

い
。
国
内
で
通
用
す
る
留
学
履
歴
が
米

国
社
会
で
通
用
し
な
い
の
だ
。
理
系
の

よ
う
に
科
学
的
専
門
性
が
高
け
れ
ば
英

語
力
や
折
衝
力
が
不
足
し
て
も
原
則
対

応
で
き
る
。
し
か
し
政
治
・
経
済
・
法

律
等
で
は
洗
練
さ
れ
た
圧
倒
的
語
学
力

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
十
年
、
入
っ
て
し
ま
え
ば
遊
園

地
と
言
わ
れ
る
我
国
の
大
学
に
見
切
り

を
つ
け
、
自
力
で
米
国
の
ト
ッ
プ
大
学

に
入
学
"
卒
業
し
、
私
立
や
州
立
の
一

流
大
学
で
文
系
博
士
号
を
取
る
若
者
も

出
て
き
た
。
自
力
で
勝
ち
取
っ
た
博
士

号
取
得
者
の
初
任
給
は
二
十
七
歳
前
後

で
、
ヨ
奉
で
毒
害
こ
ろ
れ
う
つ
就
ね
宰

十
二
万
$
(
約
一
千
二
百
万
̃
一
千
四

百
万
円
)
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
約
束
さ
れ

る
。
一
流
の
学
位
の
価
値
は
極
め
て
高

い
。
彼
ら
は
高
い
米
国
人
脈
を
構
築
し
、

人
種
の
壁
も
透
視
し
、
米
国
競
争
社
会

で
勝
ち
切
る
可
能
性
を
秘
め
た
猛
者
達
。

そ
こ
ま
で
の
要
求
は
過
酷
だ
が
、
我
国

の
政
治
家
も
先
進
国
を
自
認
す
る
な
ら

ば
、
首
相
や
大
臣
に
就
く
最
低
資
格
と

し
て
「
T
O
E
F
し
六
百
点
以
上
十
漢

字
検
定
一
級
十
α
」
の
要
件
等
が
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
。
縦
型
共
同
体
の
村
社

会
で
な
く
、
日
下
部
太
郎
の
よ
う
に
「
日

本
の
将
来
が
世
界
の
中
で
決
ま
る
」
と

の
思
考
回
路
を
身
体
に
刻
み
込
ん
だ
サ

ム
ラ
イ
の
帰
国
や
出
番
が
待
た
れ
る
。

「
筆
舌
e
陣
ト
ト
譜
P
6
.
冨
\
G
e
、
き
き
)
心
恥
蒋

2009、8選択

雪下部太郎が学んだラトガース大学
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十 月 薪

か
い
た
も
の
の
京
葉
し
た
の
は
僅
か
に

イ
ピ
ー
と
い
わ
れ
る
U
C
(
カ
リ
フ
ォ

で
、
日
本
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
概
ね
年

日

.
7
与
ノ
.
.
月
′
レ
命
山
上
ロ

イ
′
○
○
千
隻
で
「
」
と
ノ

送
ら
れ
た
こ
と
を
批
判
。
「
無

罪
で
も
う
れ
し
く
な
い
」
と
、

憤
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

弁
護
側
は
再
審
で
、
柳
原

さ
ん
の
自
白
が
虚
偽
だ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
取

調
官
の
証
人
尋
問
を
二
度
申

請
し
た
が
藤
田
裁
判
長
は
却

下
冤
罪
の
背
景
に
刑
事
司

妻
等
I
Y
“
粛
男
腰
場
J
U
ノ
バ
左
-
重
い

実
で
あ
る
の
に
服
役
し
た
こ

と
は
誠
に
お
気
の
毒
で
す
。

(
拘
置
中
に
亡
く
な
っ
た
)

お
父
さ
ま
の
こ
と
を
思
う
と

言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
が
充
実
し
た
も

神
奈
川
県
議
会
総
務
企
画

常
任
委
員
会
は
十
日
、
松
沢
成

文
知
事
が
提
出
し
た
知
事
の

佳
節
を
恒
久
的
に
「
連
続
三
期

十
二
年
ま
で
」
に
制
限
す
る
多

選
禁
止
条
例
案
を
可
決
し
た
。

同
委
員
会
は
施
行
時
期
に

っ
い
て
「
多
選
制
限
は
法
律

に
根
拠
を
置
く
こ
と
が
必

要
」
な
ど
の
憤
愚
見
に
配

慮
し
、
「
条
例
案
公
布
の
日

藁
露
端
麗
事
の
孫
彊
擢
隷

ー
〔
⊆
し
子
し
こ
C
〔
C
〔
C
C
C
C
C
U
U
C
C
=
C
C
せ
き
e
C
e
こ
C
仁
(

兄
で
「
突
破
口
を
開
く
こ
と

が
で
き
た
」
と
国
に
積
極
的

法
の
橋
進
的
な
問
題
が
あ
る

と
の
疑
問
は
緯
消
さ
れ
な
い

ま
ま
の
決
着
で
、
裁
判
員
制

の
に
な
る
よ
う
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
た
。

再
審
は
、
柳
原
さ
ん
の
無

罪
を
確
定
す
る
た
め
、
検
察

側
が
申
し
立
て
た
。
検
察
側

は
証
拠
と
し
て
、
柳
原
さ
ん

十
二
日
の
本
会
議
で
可
決
、
成

立
す
る
見
通
し
。
県
に
よ
る

と
、
首
長
の
多
選
白
鼠
を
求

め
る
条
例
は
埼
玉
県
な
ど
に

例
が
あ
る
が
、
多
選
を
禁
ず

る
条
例
は
全
国
初
と
い
う
〇

が
ら
施
行
」
と
し
て
い
た
の

を
「
別
に
条
例
で
定
め
る
日

か
ー
品
行
」
と
修
正
し
た
。

施
行
は
、
事
実
上
、
地
方

自
治
法
な
ど
の
改
正
で
条
例

に
よ
る
多
選
制
限
を
認
め
る

規
定
が
設
け
ら
れ
た
後
に
な

に
法
改
正
を
働
き
掛
け
て
い

く
方
針
を
示
し
た
。

多
選
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
停
滞
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
指
摘
が
あ
る
一
方
、
現
在

四
期
日
の
高
知
県
の
橋
本
大

二
郎
知
事
ら
か
ら
は
「
県
民

の
選
択
肢
を
縛
る
」
と
い
っ

た
批
判
の
声
も
出
て
い
る
。

同
委
員
会
は
、
自
民
党
議

日
午
前
か
ら
十
日
未
明
ま
で

断
続
的
に
罷
議
が
纏
い
た
つ

松
沢
知
事
は
昨
年
の
十
二

月
県
議
会
に
も
同
様
の
条
例

案
塵
寮
し
た
が
「
職
業
選

択
の
自
由
を
定
め
た
憲
法
に

壁
一
る
可
能
性
が
あ
る
」

な
ど
の
反
対
意
見
が
出
る
な

ど
し
て
否
決
さ
れ
た
。

政
運
営
が
危
磯
的
状
況
仁

る
と
指
摘
。
低
迷
す
る
厘

清
も
踏
ま
え
「
行
政
組
細

ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
任
ほ

れ
な
い
」
と
し
て
い
る
ト

高
知
県
は
二
〇
〇
三
年

に
、
退
職
金
が
任
期
ご
と

支
給
き
れ
る
よ
う
条
例
を

ヰ
四
期
十
六
年
務
め
今

員
な
ど
か
ら
慎
重
な
意
見
が

今
年
四
月
の
知
奉
遷
で
多

選
禁
止
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

続
出
し
た
た
め
粉
糾
し
、
九

盛
り
込
ん
で
再
選
を
果
た
し

限
り
で
退
任
を
表
明
し
て

る
橋
本
知
事
は
、
こ
れ
幸

に
計
約
一
億
五
千
万
円
を
一

け
取
っ
た
と
い
う
ハ

福
井
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ

福
井
藩
の
期
待
を
背
負

い
、
百
四
十
年
前
の
六
六

七
年
、
日
下
部
太
郎
は
米
国

三
-
ブ
ラ
ン
ズ
ワ
イ
ツ
ク

市
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
に
留
学

し
た
。
時
代
は
葉
、
明
治

維
新
を
自
前
に
し
た
激
動

期
。
日
本
の
近
代
化
を
夢
見

て
寝
食
を
忘
れ
勉
学
に
励
ん

だ
日
下
部
だ
が
、
志
半
ば
に

し
て
三
年
後
、
病
に
倒
れ
る
。

し
か
し
日
下
部
の
聖
篭
同

大
の
先
輩
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・

グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
友
情
を
介

し
、
福
井
市
と
ニ
ュ
ー
プ
ラ

ン
ズ
ワ
イ
ツ
ク
市
の
姉
妹
都

市
提
携
と
い
う
形
で
花
開
い

た
。
日
下
部
と
グ
リ
フ
ィ
ス

が
残
し
た
も
の
と
は
何
か

上
環
か
ら
四
半
世
紀
を

迎
え
、
福
井
市
民
訪
問
団
が

友
情
の
軌
跡
を
た
ど
っ
た
。

(
社
会
部
・
伊
豆
倉
葛

』のの瀧栄罷騎

摩
天
楼
が
広
が
る
二
千
i

ヨ
ー
ク
か
ら
南
西
約
五
十

㌔
。
世
界
云
大
都
市
の
け

ん
擬
と
は
一
事
レ
ン
ガ
謁

の
建
物
が
並
ぶ
美
し
く
静
か

な
街
、
三
-
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
市
が
あ
る
。

市
民
団
が
市
役
所
に
到
着

し
た
今
月
三
日
、
提
携
時
か

ら
携
わ
る
市
国
際
交
流
理
事

の
ジ
ェ
ー
ン
・
タ
プ
リ
ン
さ

ん
、
八
月
に
ジ
三
ア
六
度

六
人
と
文
筆
二
二
三
テ

ス
ト
ン
校
の
ジ
ニ
.
ミ
イ
ラ

・
ク
リ
フ
オ

ド
宴
三
三
三

笑
顔
で
出
迎
え
て
∵
二
二
二

長
の
奈
良
毒
萱
三
言
一

交
流
壁
書
三
三
二
三

再会を喜びケーヒル市長と握手
ニューフランズワイツク市役所

÷
-
ヒ
ル
市
長
と
が
っ
ち

り
握
手
竺
父
わ
し
、
再
会
を

蕾
ん
だ
。

う
言
葉
が
一
般
的
で
な
か
っ

両
市
の
交
流
の
き
っ
か
け

は
三
十
三
年
前
。
i
′
福
井
青
年

会
議
所
(
」
C
)
の
メ
ン
バ

十
が
会
食
し
た
席
で
の
何
げ

な
い
会
話
だ
っ
た
っ

「
福
井

に
す
ご
い
男
が
い
た
ら
し

い
一
。
日
下
部
の
名
前
が
挙

が
り
、
ひ
と
し
き
り
話
題
と

な
っ
た
言
一
か
し
、
人
物
像

や
業
績
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。
そ
の
輪
に
い
た
酒
井
康

行
き
ん
書
下
余
二
九
七
五

年
に
瀕
拳
馨
研
究
の
た

め
同
大
を
訪
れ
た
。

ま
だ
「
国
際
交
流
」
と
い
j

た
時
代
J
C
が
顕
彰
譲
葉

孝
行
っ
こ
と
に
局
を
な
し

得
た
人
物
な
の
か
÷
羞
豊

意
見
も
根
強
か
っ
た
が
、
酒

井
き
ん
ら
は
「
痛
に
伏
し
て

な
お
∵
勉
学
を
や
め
な
か
っ

た
日
下
部
の
精
神
を
教
育
の

道
し
る
べ
に
」
と
婁
業
を
掘

進
し
た
。
七
六
年
、
単
文
図

描
羅
霧
躍

碑
」
を
建
立
。
百
年
以
上
の

縛
謹
繋
饗

圏
圏
国
圏
圏
圏
離
鱒
露
醒
鴇
の
憲
が
。
も
っ
て

百
薬
が
や
が
て
八
二
年
の
姉

妹
都
市
提
携
に
つ
な
が
(
一

た
。当

時
福
井
市
に
は
国
際
交

流
担
当
部
署
が
な
く
、
企
画

一
調
整
課
織
目
語
っ
た
奈
良
会

貢
ら
が
車
務
を
担
当
。
初
の

り
、
七
年
後
の
八
九
年
に
ま

国
際
交
流
室
(
翌
年
課
に
亭

格
)
が
新
設
さ
れ
た
。
奮

会
長
が
初
代
室
長
に
就
き
、

米
国
プ
ラ
ト
ン
市
、
中
国
杭

州
市
と
相
次
い
で
友
好
交
涼

提
携
を
進
め
、
六
年
前
に
I
ゴ

確
固
水
原
市
と
も
提
携
を
結

ん
だ
。

奈
良
会
長
は
同
課
か
ら
畢

刺
し
た
後
も
、
自
費
の
三

上
フ
≒
/
ズ
十
ノ
イ
叫
ク
市
訪

問
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
欠
か
さ

ず
交
響
〆
る
な
ど
個
人
的
な

つ
な
が
り
を
大
切
に
築
き
、

育
て
て
い
る
。
「
交
流
と
は

た
と
え
小
さ
く
て
も
、
温
め

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」
。
三
日
の
ケ
ー
ヒ

ル
市
長
へ
の
表
敬
あ
い
さ
つ

で
述
べ
た
言
葉
に
は
、
二
十
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日下部太郎
(1 845- 1 87〇年)

福井市生まれ

幼い頃から優秀だった日下部

は、慶応3年(1867)、 23歳のと

きに、福井落第1号の海外留学生

として米国に渡り、1年後、ラト

ガース大学に入学した。

勉強熱心な日下部は優秀な成

績をおさめ、多くの人々から賞賛さ

れた。しかし、貸し主による苦しい

生活と気候風土の違いにより、卒業を目刺こして病に

倒れ、 26歳の若さで世を去った。

ラトガース大学では、日下部の死を惜しみ、卒業生

名簿に被の名を加えるとともに、首席卒業生だけに贈

られるゴールドキーを贈り、その生涯をたたえた。

1865年、ラトガース大学に入学

し、その後、同大学のグラマー・ス

クール(外国語学校)で日下部に

ラテン語を教えた。このとき、日下

部の熱心を勉学態度を見て日本

人の勤勉さに心を打たれた。

志半ばで亡くなった日下部との

.友情に報いるため、稿井藩の教師

ウイiノアム七・グリフィス

(「843̃1928年)

米国ブイラテ)"イア市生まれ

としで1871年に未満した。かつ

て日下部が学んだ福井藩の藩校「明新館」での授

業では、物理学や化学を、実験を通して丁寧に根気強

く教え、近代福井を担う多くの優秀な人材を育てた。

約10か月で福井を去ることになったが、その熱心を

人相ま多くの市民から慕われた。

㈲福井青年会

議所により建て

られた、日下部

の死を惜しむ記

念碑。

毘爛勤溺諺
(中央3丁目13-13)

グリフィスの住居跡。

市内初の洋館で、ベ

ランダがあり、明治初

期の典型的な洋風住

宅だった。

師詣匝鯛荻頒撼
(中央3丁目14)

両市の姉妹都

市提携20周年を

記念して、幸橋

北諸に設置され

た像。

日下部が留学時

に使用していた教

科書(複製)や

ゴールドキー、グ

リフィスが福井藩

と交わした雇用契

約書(複製)など

を展示。

囲聾轟く競詔勅駁
(大手3丁目4-1 )

安政2年(1855)に福井藩主・松

平春嶽が設立した藩校で、明治維新

により明通館から明新館に改称.した。

日下部が幼少期に学問に励んだ場所

であり、後に.ダノフイスが物理学や

化学などを教えた場所。 ,.

市は、今後も、日下部とゲノブイスの友情を原点とした両市の絆を次世代に甜)継ぎ、将来にわたる両

市民の交流を支援していきます。

「都議下請高話盲蒜’言論ニ.轟き「
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提犠声で鍛彊緯
昭和50年(1975年):郷土史を研究していた青年会議所の人々が、日下部太郎の足跡を訪ねる

た饗単車とが契機となり、両市民の交流が再び始まりました。

また、福井大学とラトガース大学の間で、昭和56年(1981年)、姉妹大学の盟約が締結され、 「日

下部・グリフィス学術文化交流基金」などを通じて、研修者、学生の交換等、文化、教育面で

の交流が続けられてきました。

昭和57年5月25日(1982年)、福井市とニューブランズウイツタ市の両市長

友好を約し、世界平和と人類の福祉に貢献することを誓い合い、姉妹都市盟約 調印し昔捗た。

1〔「丁字叩与∴日下繋太紫の100年忌に福井市長参列。

二蓑に三二二三 二二一ブランズウイツク市(以下NB市)

ニ300年祭に福井市長が招待される。

二幸二三1ニー… ⅩB市長を福井に招待。

福井大学とラトガース大学、姉妹大学
提携調印。

1謎2年5月 NB市と姉妹都市提携調印(25日同市に

て)

1984年8月 NB市長一行を第31回福井フェニック

スまつりに招待。

1986年5月 民間で初めて、高校生合唱団「ボーカ

ルダイナミックス」の一行が来福。

1986年7月 市内の少年少女で編成された福井ジュ

ニアオーケストラ友好使節団一行が訪

問。音楽を通じて交流を深めた。

1987年8月 国際姉妹都市賞(リーダース・ダイジ

ェスト財団)受賞。

NB市の代表来福、市長に賞の報告・
贈呈。

1988年3月「第2回ふくい国際ビデオビェシナー

レ」におけるサテライトアートにて
NB市と衛星通信で交流。

1988年8月 NB市長一行を第35回福井フェニック

スまつりに招待。市民交流懇話会開催。

福井放送がNJNニュージャージーネッ

トワークと姉妹局提携。

1989年4月 NB市長一行を福井市制100周年記念式

典に招待。

1989年5月 福井市議会議長一行がNB市を友好親
善訪問。

1989年8月「第3回ふくい国際ビデオビエンナー

レ」におけるサテライトアートにて
NB市と衛星通信で交流。

1990年3月 全米姉妹都市絵画コンクールに福井
市とNB市の中・高校生の作品を出展。

また、 NB市は姉妹都市中・高校生絵
画展を開催。

1991年8月 NB市から6名の中・高校生が学生交
流のため来福。

第1回福井市ジュニア大使3名を派
遣。ケーヒル市長を表敬訪問。

1991年10月 米国姉妹都市福井市民代表団8名が
NB市とフラトン市を訪問。

1992年7月 姉妹都市提携10周年を記念して、ラト

ガース大学学長代表団14名が来福。

1992年10月 姉妹都市提携10周年を記念して、福井

市民代表団9名がNB市を訪問。

1992年11月 姉妹都市提携10周年を記念して、ラト

ガース大学名誉教授・元副学長アーダ

ス・バークス博士来福、藤島高校にて
記念講演。



1994年3月 第4回福井市ジュニア大使10名を派遣。

ケーヒル市長表敬訪問。

1994年6月 ラトガース大学ジマーリ美術館に日下
部グリフィス・ジャポニズムギャラリ

ーが完成。福井市長はじめ市民代表団
13名が訪問。

1995年10月 世界体操協議選手権大会の開催に合わ
せ、ジェームズ・ケーヒルNB市長一行
9名が来福。

1996年7月 福井市国際青少年会議出席のため2名
の高校生が来福。

1997年4月 第7回福井市ジュニア大使10名を派遣。

1997年10月 全米インターナショナル絵画展で福井
市から出展した作品が優秀賞を受賞。
NB市国際交流課長ジェーン・タブリン

女史一行が入賞賞金持参等のため来福。

1997年Il月 NB市から中・高校生7名が秋季交流の
ため来福。

1998年6月 世界震災都市会議にNB市代表団4名が
参加。

1999年7月 NB市女性団3名が来福。

2000年3月 第10回福井市ジュニア大使10名を派遣。

2000年6月 2000年世界女性会議の翼12名、 NB市訪

問。

2000年11月 NB市教育関係者一行7名が来福。

2002年10月 前NB市長・前ニュージャージー州上院

議会議長ジョン・リンチ氏一行20名が

来福。福井県生活学習館にて姉妹都市
提携20周年記念シンポジウムを開催。

福井市美術館にて姉妹都市提携20周年
諦念展を開催。

2002年11月 姉妹都市提携20周年を記念して、福井

市民訪問団24名がNB市を訪問。

2003年4月 姉妹都市提携20周年記念「日下部太郎・

グリフィス像」が完成。 (福井市中央3

丁目足羽用事橋北詰)

2003年7月 第13回福井市ジュニア大使10名を派遣。

2004年4月 NB市訪問団5名が来福、ふくい春まつ

り「越前時代行列」に参加・視察。

2004年8月 NB市中・高校生3名が学生夏季交流のた

め来福。

2005年10月 福井市代表団3名が、インターナショナ

ルガラ(姉妹都市の祝典)参加のためNB

市を訪問。祝典にて、両市の歴史的な
結びつきを掘り起こしたア一夕ス・バ

ークス博士へ福井市より感謝状を贈呈。

2005年12月 NB市で開催されている「木の祭り」に

初めて参加。市内3校の中学生により作
成された木の飾り物を出展。

2006年3月 第16回福井市ジュニア大使10名を派遣。

ボビー・レシーン議長表敬訪問。
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